
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 学校支援地域本部 

の実践事例  

◆平成２４年度学校支援地域本部一覧・・・・ ３１ 

◇彦根市・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３２    

◇近江八幡市・・・・・・・・・・・・・・・ ５８ 

◇栗東市・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８４ 

◇湖南市・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８６ 

◇東近江市・・・・・・・・・・・・・・・・１０３ 

◇米原市・・・・・・・・・・・・・・・・・１０９ 

◇竜王町・・・・・・・・・・・・・・・・・１１１ 

◇愛荘町・・・・・・・・・・・・・・・・・１１４ 

◇甲良町・・・・・・・・・・・・・・・・・１１６ 

◇多賀町・・・・・・・・・・・・・・・・・１１７ 



城東小学校 32

佐和山小学校 33

旭森小学校 34

東中学校 35

城西小学校 36

城北小学校 38

西中学校 39

平田小学校 40

金城小学校 41

中央中学校 42

城南小学校 43

城陽小学校 44

若葉小学校 45

亀山小学校 46

南中学校 47

河瀬小学校 48

高宮小学校 49

彦根中学校 50

鳥居本小学校 51

鳥居本中学校 52

稲枝東小学校 54

稲枝西小学校 55

稲枝北小学校 56

稲枝中学校 57

近江八幡市学校支援地域本部 　　　　　　― 58

八幡小学校支援地域本部 八幡小学校 60

島小学校支援地域本部 島小学校 62

岡山小学校支援地域本部 岡山小学校 64

桐原小学校支援地域本部 桐原小学校 66

桐原東小学校支援地域本部 桐原東小学校 67

馬淵小学校支援地域本部 馬淵小学校 68

北里小学校支援地域本部 北里小学校 70

武佐小学校支援地域本部 武佐小学校 72

安土小学校支援地域本部 安土小学校 74

老蘇小学校支援地域本部 老蘇小学校 76

八幡西中学校支援地域本部 八幡西中学校 78

安土中学校支援地域本部 安土中学校 80

金田幼稚園支援地域本部 金田幼稚園 82

安土幼稚園支援地域本部 安土幼稚園 83

3 栗 東 市 栗東中学校支援地域本部 栗東中学校 84 0 1

岩根小学校支援地域本部 岩根小学校 86

菩提寺北小学校支援地域本部 菩提寺北小学校 87

菩提寺小学校支援地域本部 菩提寺小学校 89

水戸小学校支援地域本部 水戸小学校 90

石部南小学校支援地域本部 石部南小学校 92

石部小学校支援地域本部 石部小学校 95

下田小学校支援地域本部 下田小学校 97

三雲東小学校支援地域本部 三雲東小学校 100

三雲小学校支援地域本部 三雲小学校 102

湖東第二小学校区学校支援地域本部 湖東第二小学校 104

玉緒小学校支援地域本部 玉緒小学校 105

八日市南小学校支援地域本部 八日市南小学校 106

船岡中学校区学校支援地域本部 八日市西小学校、船岡中学校 108

63 17

平成２４年度　滋賀県学校支援地域本部一覧

Ｎｏ 市町名 本部名 学校名 小学校 中学校ページ数

竜 王 町

湖 南 市

2

東中学校区支援地域本部

西中学校区支援地域本部

中央中学校区支援地域本部

南中学校区支援地域本部

2

4愛荘町学校支援地域本部

米原市学校支援地域本部

蒲生地区学校支援地域本部

6 米 原 市

1 彦 根 市

4

彦根中学校区支援地域本部

鳥居本中学校区支援地域本部

稲枝中学校区支援地域本部

17 7

10 2

5 東 近 江 市

近 江 八 幡 市2

109

103

1

7 竜王町学校支援地域本部

10
多賀小学校
大滝小学校
多賀中学校

甲 良 町9 甲良町学校支援地域本部

1

2

1

竜王小学校
竜王西小学校
竜王中学校

2

秦荘東小学校
秦荘西小学校
愛知川小学校
愛知川東小学校
秦荘中学校
愛知中学校

111

80

甲良東小学校
甲良西小学校
甲良中学校

9 0

柏原小学校
山東小学校
大原小学校
伊吹小学校
春照小学校
米原小学校
息郷小学校
醒井小学校
坂田小学校
息長小学校

10 0

27

蒲生東小学校
蒲生西小学校
蒲生北小学校
朝桜中学校

合                      計

114

116

117多賀町学校支援地域本部多 賀 町

愛 荘 町8



【彦根市】伝統を引き継ごう ～マーチングバンド活動の充実に向けて～

【東中学校区支援地域本部：城東小学校】

・１２月上旬から１月下旬にかけて、６年１【事業の概要・特色等】

○編成と指導体制 生から５年生への引き継ぎ期間を設定し

・マーチングバンドは、６年生（後期は５ ている。子ども同士の交流を通して、楽

年生）児童で編成し、管楽器・打楽器・ 器等の演奏技能を引き継ぐとともに、本

カラーガードに分かれて毎週金曜日の６ 校の伝統を大切にしていこうとする心も

校時に練習を行っている。 引き継いでいる。

・教職員が分担して指導（前期９名、後期

〈他校の参考となる点〉９名）にあたり、年間３０時間程度活動

している。 ・毎年５月下旬頃（中体連の期間中）に東

・外部から、非常勤講師（社会人活用）１ 中学校吹奏楽部の生徒に本校に来てもら

名、ボランティア２名の方に演奏指導に い、全校児童が生演奏を聴く機会をもっ

来ていただいている。 ている。音楽鑑賞会の後には、東中学校

吹奏楽部員に、マーチングバンドの演奏

○活動内容 指導をしてもらっている。

・各パートの練習（毎週金曜日６校時）

・運動会、卒業式歓送などの校内行事への

参加

・市民運動会、城祭りパレードなどの地域

行事への参加

・東中学校吹奏楽部との連携

〈工夫した点〉

・指導者確保のため、以前からボランティ

アとしてトランペットの指導をしていた

だいていた方に社会人講師をお願いし、

毎年来ていただけるようにした。また、

学校支援地域本部が発行する「学校支援

２【事業の成果】ボランティアだより」に、指導ボランテ

ィアの募集を掲載してもらったところ、 ・本校を卒業した先輩の演奏を聴いたり、

２名の方がトロンボーンや打楽器の指導 直接指導してもらったりすることで、音

にきていただけることになり、指導体制 楽活動への意欲や中学校の部活動への期

が充実した。 待感につなげることができた。

・学校支援地域本部との連携と小中連携を

うまく重ね合わせることで、指導体制を

充実させることができた。

３【今後の課題】

・学校支援ボランティアの活動をさらに充

実させていくためには、学校支援地域本

部を通じて学校が支援してほしいことを

地域に発信し続けていくとともに、地域

コーディネーターとの連携を深め、人材

の発掘と情報交換に努めることが大切で

ある。



【彦根市】地域に開かれた学校づくりをめざして

【 】東中学校区支援地域本部：佐和山小学校

１【事業の概要、特色等】

（１）図書ボランティア

○読み聞かせボランティアの取組

「たくさんの絵本との出会いと本の楽し

さを届けること」を目的として毎週金曜日

のさわやかタイム（ ～ ）に読み聞8:20 8:35
かせボランティアの方からの読み聞かせを

実施している。

○ポケットさんの取組

読み聞かせボランティアの他に図書室の

環境整備（本の整理整頓、修理、掲示物の

作成）や子どもたちの本の貸し出しの見守

りにも来ていただいている。子どもたちか

らも親しまれやすいように、この取組をし

ていただいている方を「ポケットさん」と

いう愛称で呼んでいる。

（２）ふれあいルーム

昨年度から、お年寄りと子どもたちとの

交流を目的とした「ふれあいルーム」の取

組をしている。毎週木曜日の昼休みを「ふ

れあいルームの日」として、多くのお年寄

。 、りに来校いただいている 本事業の活動が

「地域に開かれた学校」の取組の一環とし

ての役割を担い、より一層地域の方から信

頼される学校になることを願っている。

〈工夫した点〉

・ 読み聞かせボランティア」の取組にお「

いて、今年度は、本の読み聞かせ以外に、

１年生を対象にした「３枚のお札」のペー

プサートを実施していただいた。準備のた

めに何回も学校に足を運んでいただいた。

当日は、食い入るようにペープサートを鑑

賞した１年生の子どもたちの表情が印象深

かった。

・ ふれあいルーム」の取組において、今「

年度は、佐和山小学校区以外のお年寄りか

らも「ふれあいルーム」に参加したいとい

う声をいただき、一度来校してもらった。

その際には、登校の見守りを一緒に行って

いる犬も連れてこられ、子どもたちと犬と

の触れ合いの時間となった。

〈他校の参考となる点〉

東中学区支援地域協議会の担当者会議の

中で、他の小学校では、英語による読み聞

かせを実施しているという話をお聞きし

。 、た 国際理解教育との関連を加味しながら

本校での導入について検討していきたい。

２【事業の成果】

【ポケットさんによる本の紹介】

【ふれあいルームの様子】

・読書ボランティアの方々の活動により、

子どもたちの本への興味・関心が高まって

きた。

・ふれあいルームの取組を通して、お年寄

りの方からたくさんの愛情をいただき、子

どもたちの心の潤いにもつながっている。

また、お年寄りの方からも子どもたちと触

れ合うことで「元気がもらえる 」という。

感想をいただいている。

３【今後の課題】

これら取組以外にも多くの活動で保護者

や地域の方からの支援をいただいている。

今後もより一層「地域に開かれた学校づ

くり」をめざして保護者、地域の方との連

携を深めていきたいと考えている。



【彦根市】外 部 団 体 に よ る 生 の 体 験 に 学 ぶ

【東中学校区支援地域本部：旭森小学校】

１【事業の概要、特色等】

○水資源機構の出前講座

フローティングスクールでのびわ湖学

習を発展させる意味と、総合的な学習の

時間としての環境学習を進める意味で、

琵琶湖開発総合管理所の方に来校してい

ただいた。

映像を交えて、具体的に琵琶湖の役割

や水質浄化の取組について説明してもら

った。

実際にパックテストを実施して、子ど

もたち一人ひとりが身近な芹川の水と北

湖・南湖の水を比較した。グループに分

かれて、目の前でパックテストをするこ

とができたので、水の汚れ具合が一目瞭

然で分かった。

○日本の伝統文化の体験

ミシガン州立大学の学生さんとの交流会

（ ） 、日本の伝統文化を通して に先立って

年生の子どもたち自らが日本の伝統文6
化に直接触れたり体験したりできるよう

に、学校に狂言・琴・茶道の先生を招い

て体験教室を開催した。

狂言･琴･茶道の体験をそれぞれ別の日

に設定した。

〈工夫した点〉

・グループごとにパックテストがしっか

りできるように、琵琶湖開発総合管理

所から 名のスタッフの方に来校し10
ていただいた。

・日程や時間設定を工夫して、 学級が1
できるだけゆったりと体験できるよう

にした。

・琴は、子ども一人につき 台ずつ使え1
るように用意し、子どもたちが実際に

琴に触れる時間が少しでも長くなるよ

うにした。

・体験の内容によって、活動場所の設定

を工夫した （簡易能舞台の設置・上。

敷をしく・和室の利用）

２【事業の成果】

・実際にパックテストをして水の汚れ具

合を確かめたり、琵琶湖の現状と果た

している役割の重要性について詳しく

説明してもらったりしたので、子ども

たちの中にもっと琵琶湖を大切にして

いこうとする気持ちが強まった。

・自分たちがしっかりと伝統文化の体験

をした上でミシガンの学生さんたちと

交流したので、自信をもって日本の伝

統文化のよさをアピールすることがで

きた。

３【今後の課題】

・水環境の出前講座を受けた後の子ども

たちの取組が、やや弱くなってしまっ

たので、意識を持続させるような活動

を用意したい。

・日本の伝統文化の体験は、ミシガン交

流のためというだけではなく、日本の

伝統文化に触れ愛着をもつという意味

でも今後も継続していきたい。



【彦根市】いきいき学習相談における学習支援

【東中学校支援地域本部：東中学校】

１【事業の概要、特色等】 ２【事業の成果】

①実施時期・取組時間 ・卒業後の進路選択や進路実現を目指し

年 月～ 年 月までの毎週火・ ている３年生のこの時期に、基礎的・2012 11 2013 3
木曜日の週２回、放課後１時間程度 基本的な内容を中心に学習支援を行う

②対象生徒 機会を設けることは、生徒一人ひとり

今年度、学習支援を希望する３年生 の学習意欲を高めたり、目的意識を持

（男子１０名、女子１６名、計２６名） った学習態度を養うことができた。

③スタッフ ・生徒が自ら学習に意欲を持って取り組

地域の学習支援ボランティア（ １２ 名） むことで、基礎的・基本的な学習内容

学生チューター（ ５名 ） の定着を図ることができた。

④内 容 ・年齢の近い学生チューターや地域の学

・中学校で学習する内容のテキストを利用し 習支援ボランティアなど、異年齢の方

国語、数学、英語を中心に基礎的・基本的 々とふれあうことを通して、幅広い人

な内容の学習に取り組む。 間関係を培うことができた。

・それぞれの学習支援ボランティアやチュー ・将来、教員を目指す学生チューターに

ターが、得意とする教科や分野の学習支援 は、学習指導や生徒理解等の経験を積

を担当し、１人が生徒２～３名に対して個 む場の提供ができた。

別指導をする。

〈工夫した点〉

・学習支援ボランティアやチューターの指導

教科（得意分野）を明示することで、生徒

自身が学習したい教科に取り組みやすくす

ることができた。

・生徒の机を前後に間隔をあけ、対面式に並

べることで、指導者と生徒の距離感が縮ま

り、個別指導がしやすくなった。

・指導者の都合を事前に把握することで、各

開催日毎の指導者の過不足がでないよう調

整できた。

【 】３ 今後の課題

・対象教科や学習レベルなど、学習活動内

容の拡大を目指したいが、学習支援ボラ

ンティアの人数が確保できなかったり、

教科の調整がつきにくい。

・対象生徒を１，２年生の生徒にも広げた

いが、放課後の時間帯は部活動に参加す

るため、時間的な課題があり、開催時期

や時間の工夫が必要である。

・学習相談の開始時期を早めたいが、前述〈他校の参考となる点〉

・生徒２６名を２グループ、２つの教室に分 の課題により困難である。しかしながら

け、少人数的な学習相談を行うことで、生 長期休業中の補充教室や質問教室での学

徒の緊張感もやわらぎ、生徒にとって学習 習相談の開催にむけて、今後前向きに検

しやすい環境となった。 討し、地域の力を活用する機会を拡げた

い。



 

 

 学校支援地域本部事業の取組       【 彦 根 市 】  

                                     【西中学校区支援地域本部：城西小学校】

１【事業の概要、特色等】 

 ＰＴＡのウィークエンドクラブ活動の一環

として始まった「お正月で遊ぼう」は、今や

その枠を超えて、学区内の社会福祉協議会や

青少年育成協議会、老人クラブに加え、日頃

から学校での子どもの活動を支援する地域の

高齢者でつくる「子どもらと楽しもう会」も

参画する事業として、子どもと地域をつなぐ

役割を担っています。 

 昔はお正月遊びの定番であったカロムやコ

マまわし、カルタ取りや剣玉、お手玉といっ

た懐かしい遊びを、テレビゲームしか知らな

い現代の子ども達に体験させることで、昔な

がらの遊びの楽しさと伝統遊具を継承するこ

とを目的として毎年１月に開催されていま

す。体

験の重

要性が

必要と

考え、

遊びと

いう切り口だけでなく、餅つきをプログラム

に加え、子どもらに杵と臼で餅つきを体験さ

せ、高齢者らが手返しを行い、小餅に丸めて

きなこや餡をまぶして子どもらに振る舞う時

間は、参加する子どもだけでなく保護者や地

域の皆さんも楽しみにする時間となっていま

す。  

〈工夫した点〉 

 ＰＴＡ事業である点を踏

まえて、地域とＰＴＡとで役

割分担を決め、地域として無

理なく無駄なく事業サポー

トできるよう、一定の裁量を

与えていただくようにして

います。また、この事業に限らず引き続き学

校支援のお手伝いをしていただけるよう、事

業サポートが決して難しいものでないことを

アピールすると共に、サポート依頼のチラシ

を幅広く配布し、活動のＰＲにも努めていま

す。 

２【事業の成果】 

 事業の運営そのものは城西小学校のＰＴＡ

が主体となっていますが、事業の特性上、地

域の高齢者や各種団体の協力は必要不可欠で

あり、年に一度とはいえ高齢者を中心とした 

多くの地域の方々が学校を訪れて、子ども達

に遊び方の指導をしたり、杵を持たせて餅つ

きの仕方を教える姿は微笑ましく、また双方

にとって地域や学校との交流により「地域の

中の学校」としての認識や「地域の中での役

割」という意識の醸成につながるものと考え

ます。 



 

 

 年々お手伝いをしていただける地域の方々

が増えつつあることは、地域コーディネータ

ーとして声をかけさせていただく上で非常に

励みになり、地域と学校をつなぐ意味と役割

をこの事業に互いが見い出せているものと考

えます。地域の方が顔なじみとなった子ども

らの日頃の活動も支援しようと、様々な行事

に顔を出していただくようなったり、「子ど

もらと楽しもう会」に参加して、あらゆる活

動にご協力いただけることは、学校にとって

も地域にとっても、大変有り難く心強い事業

成果の表れであると認識しております。 

３【今後の課題】 

 年々、事業に参加してくださる地域の方々

の人数が増える一方で、子どもらの参加人数

が低調であります。これは冬の寒い時期の開

催であることもその原因のひとつと考えられ

ますが、保護者にも事業の必要性や意義を、

より深く理解していただく必要があると感じ

ます。そのためには、事業サポートをしてい

ただける地域の方々を更に増やしていくこと

と合わせて、事業の内容も幅広いものにし、

地域による学校支援の色合いを強く打ち出す

ことで、「地域による学校支援の見本市」の

ようなＰＲを通じて、地域の方々には学校支

援の必要性や自身の地域での役割、ボランテ

ィアとして活躍できる場を、子どもや保護者

の方には地域が支える学校という認識を新た

にしていただくと共に、身近な学校で様々な

体験ができる地域環境の有意性を、それぞれ

に認識していただくことが必要であると考え

ます。 



「全校児童による総合学習でふるさと探訪」 【彦根市】 

                                   【西中学校区支援地域本部：城北小学校】  
 
１【事業の概要、特色等】 

恵 ま れ た 学 区 内 の 自 然 環 境 や 点 在
す る 文 化 財 等 を 生 か し た ふ る さ と 探
訪 オ リ エ ン テ -リ ン グ を 全 児 童 が 毎 年
行 っ て 、身 近 な 自 然 や 文 化 を 地 域 か ら
学 ぼ う と す る 心 情 や 郷 土 愛 の 心 を 育
み 、又 、地 域 の 人 達 に 引 率 サ ポ ー ト や
説 明 を 受 け な が ら 学 習 を よ り 深 め 、た
く ま し い 心 身 を 養 う 機 会 と し て 取 り
組 ん で い る 。  

国 宝 彦 根 城 、井 伊 家 住 ま い 跡 地 、屋
敷 庭 園 や そ の 由 緒 あ る 神 社・寺 を は じ
め 、 石 田 三 成 の 城 で あ る 佐 和 山 城 址 ・
旧 松 原 内 湖・埋 め 立 て 干 拓 工 事・旧 回
転 橋 跡・水 主 水 軍 番 所 跡・現 在 の 農 業
ハ ウ ス の 立 ち 並 ぶ 田 園・観 光 船 が 出 入
り す る 彦 根 港・ス ポ ー ツ 施 設 等 色 々 な
次 代 を 背 景 に 歩 み 変 遷 し て き た 場 所
を 積 極 的 に 観 察 し た り 、当 時 の 人 々 達
の 生 活 実 態 を 聞 い た り し て 社 会 の 移
り 変 わ り を 学 習 す る 。  
 今 年 度 も 児 童 会 の 縦 割 り グ ル ー プ
を 利 用 し て 全 校 児 童 を １ ６ 班 に 編 成
さ れ 、学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア ２ ５ 名 の
応 援 を 受 け 班 別 行 動 で の 安 全 サ ポ ー
ト や 訪 問 箇 所 で の 補 完 説 明 な ど を お
こ な っ て い た だ き 、地 域 の 潜 在 的 な 教
育 力 を 継 続 的 に 高 め 合 う こ と が 出 来 、
恵 ま れ た 自 然 環 境 の 有 り が た さ を し
み じ み と 感 じ る 機 会 で あ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈工夫した点〉 

障 が い の 程 度 に 関 係 な く 、全 員 が 現
地 訪 問（ 彦 根 城 天 守 閣 等 ）で き る よ う
サ ポ ー ト 体 制（ 人 数・安 全 確 保 ）を 取
っ た 。そ の 結 果 、全 児 童 及 び 保 護 者 に
喜 び と 感 動 を与えることができた。 
 
 

 
２【事業の成果】 

学 習 の 場 を 校 内 だ け で な く 地 域 に
広 げ た こ と に よ り 、児 童 た ち は 史 跡 や
昔 の 人 々 の 生 活 の 様 子 な ど を 知 り 、様
々 な 世 の 中 の 移 り 変 わ り に 、人 々 が 立
ち 向 か い た く ま し く 生 活 し て い た 事
実 に 感 動 を 覚 え た 。ま た 地 域 の 遺 産 や
自 然 の 恵 み を 守 る 大 切 さ 、 命 の 尊 さ 、
生 活 の 知 恵 、力 強 く 生 き 抜 く 地 域 の 団
結 力 に つ い て 、子 ど も な り に 感 じ た 言
葉 を 会 話 の 中 で 多 く 聞 く こ と が で き
た 。さ ら に 、学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の
人 達 も 、笑 顔 の 絶 え な い 楽 し い 学 習 と
世 代 間 交 流 が お こ な え た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３【今後の課題】 
 学 校 支 援 地 域 本 部 の 立 ち 上 げ か ら
３ 年 半 が 過 ぎ 、 特 に 学 習 面 に 於 い て
は 、支 援 要 請 を 受 け て も 何 と か ク リ ア
で き る 人 材 確 保 状 態 に な っ て き た 。  
し か し 、次 の 点 を 課 題 と し て 取 り 組 ん
で い く こ と と す る 。  
そ の １  

校 内 環 境 整 備 (運 動 場 の 除 草 、 農 園
管 理 )に お い て 、 他 校 よ り も 面 積 が
大 き く 定 期 的 な 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア
の 確 保 が 急 務 と な っ て き た こ と 。  

そ の ２  
登 下 校 時 の ス ク ー ル ガ ー ド マ ン の
人 数 確 保 と 体 制 の 在 り 方 に 検 討 の
余 地 が 残 っ て い る よ う に 思 わ れ る
の で こ ち ら も 早 急 に 安 全 確 保 に 努
め 、 地 域 の 協 力 を 最 大 限 得 る こ と 。 

そ の ３  
 朝 の 読 み 聞 か せ 読 書 支 援 ボ ラ ン テ

ィ ア の 増 員 を 図 る こ と 。  



 

本校の学校支援活動            【 彦 根 市 】  

                                      【西中学校区支援地域本部：西中学校】
１【事業の概要、特色等】 
 西 中 学 校 で す で に １ ０ 年 以 上 も 続 い
て い る 「 読 み 聞 か せ 」 。  

大 学 生 チ ュ ー タ ー に よ る 「 補 充 学 習 」
や 基 礎 学 力 を 伸 ば す た め の「 楽 習 広 場 」。 
特 に 生 徒 の 要 望 が 非 常 に 多 い 「 補 充 学
習 」は 地 域 の 力 を さ ら に 集 め て 実 施 し て
い か ね ば な ら な い 。  

ま た 、３ つ の 部 活 動 の 地 域 の 方 々 に よ
る 指 導 支 援 。 さ ら に 、 延 べ 年 間 １ ,０ ０
０ 名 に も 及 ぶ「 地 域 貢 献 活 動 」の 活 発 化 。 

生 徒 と Ｐ Ｔ Ａ に よ る 協 働 作 業 と し て
の「 環 境 整 備 」に は 、地 域 の ボ ラ ン テ ィ
ア が 昨 年 か ら 加 わ っ た 。  

教 職 員 の 支 援 要 求 に つ い て の ア ン ケ
ー ト を 隔 年 で 実 施 し 、毎 年 支 援 の 重 点 と
し て 決 定 し 活 動 。  

〈工夫した点〉 
 「 読 み 聞 か せ 」で は 各 学 期 ご と に 反 省
会 を も ち 、中 学 生 や 教 職 員 と の 相 互 理 解
が 必 要 で あ る こ と を 感 じ 、教 職 員 に も 御
協 力 を 得 る こ と が で き た 。  
「 地 域 貢 献 」 で は 事 前 に 地 域 の リ ー ダ

ー と 折 衝 し 、受 け 入 れ 態 勢 や 生 徒 理 解 に
改 め て 認 識 を 新 た に し て も ら え 、参 加 し
た 生 徒 た ち が 気 持 ち 良 く 活 動 が で き る
素 地 を つ く ろ う と し た 。  
「 環 境 整 備 」 で は 生 徒 ・ Ｐ Ｔ Ａ ・ 地 域

な ど と の 協 働 作 業 を す る こ と に よ っ て 、
相 互 理 解 を 図 ろ う と し 、地 域 の 支 援 が 生
徒 た ち を 育 て る た め に 尽 力 し て い る こ
と を 情 報 と し て 周 知 し て も ら え た 。  
２ 【事業の成果】 

 
[読 み 聞 か せ 」で は 年 間 ３ 回 の 反 省 会 を

し て い る 。生 徒 た ち に 読 み 聞 か せ て い る
だ け で は な く 、生 徒 た ち が ど の よ う に 受
け 取 っ て く れ て い る の か な ど も 知 り た
い な ど 、生 徒 理 解 の た め に も 交 流 も し て
み た い と い っ た 意 見 も 出 さ れ た 。  
「 部 活 動 」 の 支 援 で は 、 教 職 員 の 負 担

軽 減 や 技 術 の さ ら な る 向 上 に も つ な が
り 、生 徒 の 意 欲 を 喚 起 す る こ と も で き て
い る 。  
「 地 域 貢 献 活 動 」 で も 、 今 ま で は 生 徒

が 参 加 し て も 受 け 入 れ 態 勢 が 不 十 分 な
た め 、生 徒 が ど う し て よ い の か も 分 か ら
ず 、不 本 意 な 活 動 に 終 始 し て い た が 、事
前 に 地 域 が 受 け 入 れ 態 勢 に つ い て 学 校
側 や コ ー デ ィ ネ ー タ ー な ど と 協 議 し て
い た だ け 、生 徒 た ち も 気 持 ち 良 く 活 動 が
で き る よ う に な り 、地 域 の 方 々 と の コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 倍 増 し て い る 状 況 が
出 て い る 。  
「 環 境 整 備 」 で は 何 年 も 手 が 入 っ て い

な か っ た 前 庭 の 樹 木 に も ２ 年 前 か ら 剪
定 作 業 が な さ れ 、学 校 の 表 玄 関 が 見 違 え
る よ う に 整 備 さ れ た 。作 業 日 も 今 年 か ら
生 徒 や Ｐ Ｔ Ａ が 行 う「 愛 校 作 業 」の 日 に
設 定 し 、相 互 理 解 が で き る よ う な 配 慮 も
す る こ と が で き た 。  
「 教 職 員 ア ン ケ ー ト 」 で は 、 学 校 や 教

師 サ イ ド の 要 望 も 集 約 す る こ と が で き 、 
そ の 要 請 に よ っ て も 重 点 的 に 活 動 す る
こ と が 少 し ず つ で き て き た 。  
 
３ 【今後の課題】 

 
「 地 域 貢 献 活 動 」 で は 、 生 徒 た ち が 地

域 で 活 動 す る た め の 受 け 入 れ や 生 徒 理
解 が さ ら に 進 展 す る た め に は 、コ ー デ ィ
ネ ー タ ー の 役 割 は 大 き い 。  
 ど の 活 動 で も 言 え る こ と で あ る が 、地
域 ボ ラ ン テ ィ ア の さ ら な る 増 員 が 望 ま
れ て い る 。  
「 中 学 校 は 敷 居 が 高 い 」「 中 学 生 は 親 し
み に く い 」な ど の 声 も あ り 、学 校 行 事 を
さ ら に 公 開 し た り 、地 域 の 方 々 に 親 し ん
で い た だ け る 学 校 づ く り が 大 切 で あ る 。 



【彦根市】   本校の学校支援活動 

 

1【事業の概要、特色】 

 本校の学校支援地域本部事業は、今年で

2 年目を迎え、少しずつその成果を上げて

きている。地域の方の学校に対する期待は

大きく、また協力的である。  

 今年度の主な活動は、以下に示すとおり

である。  

 

6 月 6 日    第 1 回総会  

 6 月末～7 月初  学級園の整地及び除草  

 6 月 18 日～   読書ボランティア開始

(毎週水曜日 ) 

10 月 25 日    第 2 回総会  

11 月 7 日    ｢ふれあい遠足｣協力  

11 月  末     学級園・一人一鉢用土

作り                  

12 月   5 日    一人一鉢苗植え補助  

         学校花壇苗植え  

12 月 11 日    お菓子作り  

 3 月中     感謝のつどい  

 

〈工夫した点〉 

 学校支援地域コーディネーターの方との

連携をできるだけ密にするよう心がけた。  

学校主体の取組であっても、学校の思いと

地域の方との思いは微妙に違っていること

がある。活動に入る前に、互いの考えると

ころをしっかりと話し合うことで、同じ目

的をもって活動に取り組み、どの活動も成

果が上がったと思う。  

〈他校の参考となる点〉 

 様々な活動の

中で、「ふれあい

遠足」の協力は、

特色ある活動で

ある。地域の歴

史についてお話  

 

 

【中央中学校区支援地域本部：平田小学校】 

 

しいただいたり、ウォークラリーのポイン

トに立ってもらって指令を出してもらった

り、各班の引率を一緒にしてもらったりと、

なくてはならない役割をしていただいてい

る。どの活動でも、子どもと直接ふれ合う

機会が多く、ボランティアの方にとっても

有意義な時間になっている。  

２【事業の成果】 

 今年度は 1 学期から活動に取り組み、１

年間をとおして計画的に進められたことが

大きな成果であった。 

 ボ ラ ン テ ィ ア

の方にとっては、

継 続 的 に 活 動 が

あることから、学

校 と の 連 携 が 深

まり、学校の行事

や活動に関心をもってもらうことができた。 

また、何度か学校に出向いてもらうこと

で、子どもとの交流の場ができ、子ども達

にとっては地域の方に感謝する気持ちが育

つよい機会となった。 

３【今後の課題】 

 活動については、学校から依頼すると学

校支援本部事業の方の中で、都合のつく方

が、ボランティアとして協力いただくとい

う形が多かった。そのため活動が単発的で、

受動的なものに終始してしまった。  

今後は、学校花壇の運営を任せ、そこを

交流の場とするなど、学校支援地域本部事

業の方がより主体的に学校の教育活動に参

画していただくという形を取っていきたい。 

そのために、毎月第○週○曜日を活動の

日と定め、定期的に来校していただく機会

を作ることで、意識して学校の教育活動に

参画してもらう体制づくりを推進したい。  



【彦根市】学校と地域の「豊かなつながり」

【 】中央中学校区支援地域本部：金城小学校

１【事業の概要、特色等】

子どもと地域住民、学校と家庭や地域と る。子ども達は、

の「豊かなつながり」をつくり、金城学区 「○○名人」とし

全体として子どもたちの確かな学力向上を て憧れの気持ちを

図るとともに、安全で安心、快適な学校づ 抱きながら、楽し

くりをめざして本事業に取り組んでいる。 く学習を進め、地

域の方々との結び

。（１）登下校、校外学習の安全パトロール つきを深めている

金城見廻り隊の方々が毎日要所に立ち、 （４）学校施設の整備

子 ど も た ち の 登 昨年度に引き続きＦＢＣ花壇や一人一鉢

下 校 の 安 全 を 見 栽培の活動にかかわって苗植えや水やりを

守 り 「 お は よ 手伝っていただいている。、

う お帰り ま た 、 本 年 度 は。」「 。」

の 声 を か け て く 新 た に 、 校 庭 樹 木

だ さ っ て い る 。 の 葉 刈 り や 運 動 場

そ の 見 守 り に へ の 土 入 れ 、 鶏 小

対して、子ども達は感謝の気持ちを込めた 屋 の 跡 地 整 備 な ど

メッセージカードを贈っている。また、安 学 習 環 境 を 整 え て

全確保のため校外学習の引率をしていただ いただいた。

いた。

２【事業の成果】

（２）絵本の読み聞かせ・影絵 登下校時の子ども達の安全が確保され、

朝の読書活動時を活用し、年間を通して 子ども達だけでなく保護者からの安心感も

水・木・金曜日に各クラスを回り、絵本の 得られている。また、感謝カードなどの取

読み聞かせを行っていただき、読書教育に り組みにより、ボランティアとのつながり

寄与してもらっている。子ども達はお話の も深まってきている。

世界に浸っている。

３【今後の課題】ま た 、 秋 の 全

校 集 会 で は 、 読 ボランティアに学校側のニーズや願いを

書 の 秋 に ち な ん 明確に提示しながら、学校がめざす姿を共

で 、 例 年 、 絵 本 有化したいと考える。そのためには、時間

を 題 材 に し た 影 の確保が難しいことがあるが、定期的に会

絵 を 全 校 児 童 に 合を持つ必要がある。

見 せ て も ら っ て また、さまざまな教育活動に対応できる

いる。 人材を豊富に確保し、ボランティア活動を

教育活動の中に位置づけ、定着化と活性化

（３）ゲストティーチャー を図ることが重要だと考える。

３年「昔のあそび （総合的な学習の時 さらに、本事業に対する教職員の理解を」

間）にゲストティーチャーとして地域の方 深めながら、教師や子どもとボランティア

々に昔の遊び（ 輪ゴム鉄砲 「あやとり」 との「豊かなつながり （信頼関係）をつ「 」 」

「お手玉」等）を教えに来ていただいてい くっていくことが一層求められる。



【彦根市】「学校と地域を結ぶ支援地域事業」の体制づくり

【 】中央中学校区支援地域本部：中央中学校

１【事業の概要、特色等】 ２【事業の成果】

地域住民による学校への支援体制を構築す 昨年度からの環境整備は、今年も順調

ることによって、生徒が様々なことを体験し に進めることができ、中庭の花壇に花を

多様な生き方を学ぶことができる体制づくり 植える事ができた。今後は生徒や教職員

を確立する。 と地域の方々とともに花の世話をしたり

本校では、昨年度から学校支援地域本部を していきたい。

設置して、学区内の２小学校と連携しながら 支 援 事 業 を

学校と地域が一体となった学校づくりを目指 地 域 に さ ら に

している。定期的に担当者会を開催して、交 知 ら せ る た め

流を深めている。担当者会は、各学校地域コ の 広 報 活 動 と

ーデイネーター・学校担当者・管理職で構成 し て 、 チ ラ シ

している。現在のこどもたちの課題解決と身 を 配 布 す る 予

につけさせたい力を育成できるような取組を 定である。

展開している。 学校の図書館運営のボランティアを募っ

ている。

〈工夫した点〉

地域ボランティアの方々のコミュニケーシ

３【今後の課題】ョンを図り、連帯感を持っていただき、学校

へいつでも来ていただける雰囲気づくりに努 地域には、まだまだ潜在的に多くの支

めている。 援者がおられるので、環境支援や学習支

教員に対して授業での学校地域支援ボラン 援などで、自身の経験や専門性を生かし

ティアに関するアンケート（学習支援・学習 ながら、生徒とともに活動することで成

アシスタント・環境支援等）を行った。 果を上げていきたい。

・地域の方々の人材登録バンクづくりの

推進を図る。

・広報活動やＰＲ活動をさらに進めてい〈他校の参考となる点〉

学期に１回、地域支援担当者会を開催して くことで、地域と学校のつながりを深

小学校と中学校の交流を深めている。その中 めていきたい。

で、中央中学区の子どもたちの様子の交流や ・学校支援地域事業に対して教職員の意

学校での取組の状況がよくわかり、学校のニ 識の差の解消のための研修会等を実施

ーズや生徒につけさせたい力が地域コーデイ していきたい。

ネーターにもよく伝わり、支援事業の役割が ・ 生徒につけさせたい力」を地域コー「

確認できた。 デイネーターと教師が共有して、取り

組みを考え実践していきたい。



【彦根市】地域ぐるみで学校を支援する体制づくり

【南中学校区支援地域本部：城南小学校】

彦根市立城南小学校の実践事例

ー事業の趣旨ー ２【事業の成果】

昨年度から南中学校区で学校支援地域本 ・生活科や社会科、総合的な学習の時間な

部を立ち上げ、中学校区内で実践交流した どにおける学習支援に進んで参加してく

り協力したりしながら、今までの取組を継 ださる地域の方が年々増えてきている。

承しながらも、さらに地域との連携を充実 子どもたちは、近くに住む親近感と本物

・発展していけるように事業を進めている にふれる喜びから地域の方とのふれあう。

時間をとても楽しみにしている。

～２年生児童のふり返りから～１【事業の概要、活動の実際】

○事業の概要 （生活・野菜を育てよう さつまいも栽培）

、 。①読書ボランティア 今日は さつまいもの収穫祭をしました

・朝のさわやかタイムの読み語り 植えたり、世話したりするときに教えても

らったり手伝ってもらったりしたおじさ

ん、おばさんを招待しました。おいもは、

やきいもにして食べました。いっしょに食

べてとてもおいしかったです。

・図書室の環境作り

②スクールガード

・登下校時の通学路の見回り ・読書ボランティアの活動では、季節や学

・下校後の公園等の見回り 年にあった本を選定してくださるので、

読み聞かせを楽しみにしている。環境整

③生活科・総合的な学習の時間の学習支援 備にも力を入れていただいたので読書に

１年 生活科「昔からの遊び」 関心をもつ児童が増えている。

２年 生活科「野菜を育てよう」 ・スクールガード活動では、毎日見守り活

生活科「町の人と仲よくなろう」 動をしていただいている。

３【今後の課題】３年 総 合「私たちの町の行事調べ」

社会科「店ではたらく人」 学校をいろいろな面で支援をしてくださ

４年 総 合「人にやさしい町・環境」 る方が年々増えてきている。学校と地域と

社会科「郷土を開く」 が一体となって子どもの教育に取り組むた

５年 総 合「お米博士になろう」 めに、今後も意見交換や交流を盛んにして

６年 総 合「城南学区の歴史を探ろう」 いく必要がある。地域に学校公開するなど

開かれた学校づくりに取り組みたい。



【彦根市】本校の学校支援地域本部事業の取組

【南中学校区支援地域本部：城陽小学校】

○算数教室指導１【事業の概要、特色等】

地域のよさや歴史、文化に精通されてい 夏休みには３日間「算数教室」を開き、

る地域の方や、専門的な技術をもった方か 地域の方にも子どもたちの学習指導をして

ら、ご指導いただく機会を積極的に設け、 いただいた。

地域の方々とのふれあいを深めるととも ○歌唱指導

に、本事業による活動を本校の教育活動の 音楽会のシーズンには、声楽を学ばれた

特色の一つとして位置づけている。 方に発声法等を楽しく指導していただい

【ゲストティーチャー】 た。

○地域の歴史や文化についての講話 ○校外学習引率補助

写真や書物などを効果的に使って、子ど 生活科の町探検で

も た ち の 住 む 町 は各地域ごとに引率

の 寺 院 や 神 社 の の補助をしていただ

歴 史 、 カ ナ ダ 移 いた。

民 の 歴 史 、 各 町 ○スキー指導

や 犬 上 川 、 荒 神 少人数でのスキー指導を実施するため

山 等 の 歴 史 に つ に、教師だけの指導ではなく地域の方にも

い て 説 明 い た だ 協力を依頼した。

〈工夫した点〉いた。伺ったことをまとめて 「城陽子ど、

もまつり」で地域の方に発表もした。 指導していただいた成果を発表する場を

○クラブ活動 設け、発表会（城陽子どもまつり）に招待

日本文化クラブでは、茶道の指導をして して、聞いていただくようにしている。

いただいた。 また、ボランティアに協力していただい

○昔遊びの名人 た活動や学習については 「学校だより」、

児童の祖父母を中心に昔の遊びを教えて で保護者や地域住民にも広く知らせるよう

いただける方を講師として招聘し、指導し にしている。

〈他校の参考となる点〉ていただいた。

【環境サポーター】 教育計画にそれぞれの活動を位置づけて

○図書ボランティア 実施する。また、ボランティア名簿を作成

毎日図書の貸し出し作業をしていただい し依頼がしやすいようにする。

２【事業の成果】たり、図書の整理、修理をしていただいた

りしている。新刊図書の紹介や季節にあっ 毎年ボランティアを招いて様々なことを

た図書の紹介もしていただいた。 教えていただくことが、わが校の自慢とな

【学習アシスタント】 り学校の特色づくりとなっている。

○本の読み聞かせ、お話会 また、多くのボランティアに来校してい４／２０、１１／９

毎週火曜日８：３０から１０分間、各学 ただくことで開かれた学校づくりの一助と

級で本の読み聞 なった。

３【今後の課題】かせをしていた

だいた さらに ボランティアの高齢化が進んでいること。 、

年に２回「お話 から、新しいボランティアを探さなければ

会 ４５分間 ならない。児童は○年生になったら、自分（ ）」

を開き、子ども たちも、あの活動ができるという思いをも

たちに読書の楽 っているため、できるだけ継続できるよう

しさを味わわせ にボランティアの確保に努めたい。

ていただいた。 ただ、今実施している活動にこだわるの

ではなく、新しい活動を計画していくこと

も大切であると考えている。



【 】心のふるさと 若葉の森 での豊かな交流を「 」 彦 根 市

【南中学校区支援地域本部：若葉小学校】

」 。ー事業の趣旨ー んなお話かな？ と楽しみにしています
若葉小学校はたくさんの樹木に囲まれ、 ボランティアさんが読んでくださった

四季折々の変化を楽しませてくれる「若葉 本を自分でもう一度読んだり、そのシリ
の森」を心のふるさととして教育を推進し ーズを図書室で探したりして、読書の冊

。ています。 数が増えジャンルの幅も広がっています
新興住宅街の中にある学校であるからこ 読み聞かせ以外にも図書室の整備ボラ

そ、特に自然や異世代の方々と児童の関わ ンティアとして来ていただいています。
、 、りが必要です。今までから地域の高齢者の 新しく入った本の紹介 学年のコーナー

方々を中心に学校支援活動にご尽力いただ 本の整頓など、図書室が児童にとって心
いています。 の安定を図れる場になるよう取り組んで

開校以来、若葉の森で自然とふれあい、 いただいています。
そこでの地域の人々との交流によって「若
葉の文化」が根を張り、幹を太らせ、葉を ２ 地域の老人クラブとの交流
繁らせいくものだと思います。 あ：玄関に生花を

年間を通して、老人クラブの方が学校
の正面玄関にお花を生けていただいてい
ます。四季折々の美しい花を見ると心が
和みます。学校に来られる保護者やお客
さんも思わず足をとめて見ておられる姿
があります。

「 」児童も これはドウダンツツジやなあ
「ユキヤナギきれいだね」と、若葉の森
の樹木と繋げながら見ています。

い：生活科や社会科の時間の交流
１年生の生活科の時間には、昔遊び体

験をします。地域の高齢者の方々が、独
楽回し、お手玉、羽子板、剣玉、竹馬、
竹とんぼなどといった遊びを１年生の子
どもたちに手ほどきして一緒に遊んでい

《若葉の森での活動》 ただきます。
３年生の社会科の学習では、昔の生活

体験を学習します。洗濯板を使っての洗１【事業の概要、特色等】
１ 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 濯、火鉢に火をおこし、かき餅を焼く体

今年度は、児童が本の世界に浸りきり心 験、かまどに火をおこす体験、はたきや
豊かに育つよう、朝の活動時間を読書にし 座敷箒を使って掃除体験など、若葉の森
た毎週金曜日は「読み聞かせ」としてボラ がこの日ばかりは昭和初期に戻ったよう
ンティアや教師が各教室の児童に読み聞か です。昔の生活での苦労話や楽しかった
せを行っています。児童は毎週金曜日にな 思い出を語り児童との交流を深めていた
ると「今日は誰が来てくれるのかな？ 「ど だきます。」

２【今後の課題】
本校では、以前から支援をいただいて

いる方々が中心となってこの事業を担っ
てくださっています。事業としての定着
はしても組織の広がりにつながっていか
ないことが課題です。

今年度は、図書ボランティアや昔体験
のボランティアを募集して、活動は継続
しつつ組織を広げていこうと取り組んで
います。

心のふるさと「若葉の森」で児童が豊
かな自然と地域の人々とゆったりと活動
できるよう今後の取組を計画していきた
いと思います。

《みんな大好き・読み聞かせの時間》



【彦根市】地域人材との交流を通して生まれる豊かな学び

【南中学校区支援地域本部：亀山小学校】

１【事業の概要、特色等】 ２【事業の成果】

３【今後の課題】

彦根南サポート「学校支援地域本部事業

」は、昨年度から始まり、南中オフィス

学校を中心に区域内小学校の計５校で運

営されている。

本事業は、学校･家庭･地域が一体とな

って地域ぐるみで子育ての体制を整える

ことを目的とし、学校教育に地域の多彩

な人材を活用することによって、学力向

上やキャリア教育、体験的･実践的教育、

さらに教育環境整備など、学校教育のさ

らなる充実をめざすものである。

これまで本校は、学習の都度、直接依

頼したゲストティーチャーやボランティ

アから教育支援を受けてきたが、事業開

、 、始後は 地域コーディネーターを通して

手配や依頼をしていただいている。さら

に学区内に呼びかけていただき、より多

くの学校支援者を募り、ボランティアと

して登録をしてもらえるよう、地域に働

きかけを行ってもらっている。また、南

中学区内で交流を進めて、他校でも人材

協力ができ、より多彩な人材を活用した

学習ができるようつなげていきたい。

〈工夫した点〉

本校では、地域コーディネーターを退

職教員にお願いしている。学校の事情に

、 、精通し ニーズもよく理解していただき

幅広い人脈を生かして学習のねらいにそ

った人材を、紹介していただいている。

また 「学校あっての地域」として、本事、

業をきっかけに地域を活かすという観点

で取り組んでいただいている。

〈他校の参考となる点〉

「彦根南サポートオフィス」のブログが

あり、各校の活動の様子を書き込むこと

で、関係校だけでなく保護者等にも周知

。 、を図っている 各校の活動状況がわかり

また、自校の活動も発信している。

○５･６年生図画工作科の指導

学校周辺の病院や寺院をモデルに描画に取

り組んだ。いずれ

も手応えのあるも

のだけに、専門家

からの的確な指導

によって、子ども

の 描 画 対 象 へ の

見 方 が 変 わ り 、

自 身 で も 驚 く ほ

ど の 素 晴 ら し い

作 品 制 作 に つ な

がった。

○３年：昔の亀山学習

地域の老人から、

昔 の 亀 山 学 区 の 様

子 に つ い て く わ し

く話を聞いた。

○花壇整備

コーディネー地域

の 人 脈 を も とタ ー

に､“田畑の先生”

に 集 合 し て い た だ

き、栽培委員会の児童や教師が花壇整備に

ついて指導を受けた。

学校側の問題点として、年間計画を立てて

いながら、にわかにコーディネーターに連絡

をするということがあった。前年度の実践を

もとにしつつ、中長期の見通しをもって学習

を進めることが必要である。一方、地域が抱

える問題点としては、高齢化による人材不足

が懸念されることである。今後ボランティア

活動にいかにしてやりがいを見出してもらえ

、 、るか そのために学校がどのような発信をし

児童の学習成果としてフィードバックしてい

くか、が大切になる。地域とのコミュニケー

ションがあってこそ展開できる事業であるこ

とを改めて痛感する。



 

 

「彦根南サポートオフィスの取組」   【 彦 根 市 】  

                                      【南中学校区支援地域本部：南中学校】 
 
１【事業の概要、特色等】 

◎  広 報 活 動 に よ る 人 材 の 発 掘  
・彦 根 南 サ ポ ー ト オ フ ィ ス の Ｐ Ｒ リ ー
フ レ ッ ト を 作 成 。  
各 小 学 校・中 学 校 の 家 庭 に 配 布 す る と
共 に 、 地 域 の 団 体 の 集 ま り に 持 参 し 、
ボ ラ ン テ ィ ア へ の 協 力 を お 願 い し た 。 

 ・ 「 ボ ラ ン テ ィ ア 便 り 」 の 発 行  
 

◎  図 書 ボ ラ ン テ ィ ア  
図 書 室 の 整 備 と 廃 棄 図 書 の 整 理 を  

中 心 に 活 動 し て い た だ く 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  7/6 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア ミ ー テ ィ ン グ  
 

◎  放 課 後 学 習 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア  
 昨 年 度 ま で 、三 年 生 対 象 に 短 期 間 で
開 催 さ れ て い た 放 課 後 学 習 を 、今 年 度
は 全 学 年 対 象 に 定 期 的 に 行 っ た 。  
「 南 中 水 曜 ゼ ミ 」と し て 、毎 週 水 曜 日
の 放 課 後 一 時 間 程 、数 学 の 基 本 プ リ ン
ト を 用 い た 学 習 活 動 を 支 援 し て い る 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜工夫した点＞ 
＊ Ｐ Ｔ Ａ 総 会 で チ ラ シ を 配 布 し 、直 接 ボ
ラ ン テ ィ ア 協 力 の お 願 い を す る 時 間 を
い た だ い た 。→ 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア ３ 人 増  
＊ 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア さ ん が 増 え た こ と
で 、不 定 期 開 催 だ っ た 活 動 日 程 の 調 整 が
難 し く な り 、毎 週 の 定 期 活 動 日 を 設 定 し
て 、「 で き る 人 が 、で き る 時 に 」気 軽 に
来 て い た だ け る よ う に し た 。  
 
＜他校の参考となる点＞ 

チラシなどを作成しても、なかなか目に留
めていただけないこともあるので、少しでも 

 
活動の情報発信が出来るよう、ブログを開

設している。 

 
２【事業の成果】 
・ Ｐ Ｒ リ ー フ レ ッ ト の 作 成 ・ 配 布  
 
 
 
         各 小 学 校・中 学 校 の  

紹 介 や ボ ラ ン テ ィ  
ア の 内 容 、協 力 お 願  
い を 記 載 し た カ ラ  
ー 全 12 ペ ー ジ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 放 課 後 学 習 の 拡 大  
  今 年 度 よ り 、全 学 年 対 象 に 行 う こ と

が で き た 。行 事 等 で 変 更 も あ る が 、毎
週 水 曜 日 の 定 期 開 催 と し 、熱 心 に ゼ ミ
を 受 け る 生 徒 も 多 い 。  

  ま た 、教 員 を 目 指 す 県 立 大 学 生 の 方
に チ ュ ー タ ー と し て 参 加 し て い た だ
け た の で 、先 生 方 や 生 徒 に と っ て 頼 も
し い 存 在 に な っ て い る 。  

 
３【今後の課題】 

学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 が ス タ
ー ト し て 二 年 目 、ま だ ま だ Ｐ Ｒ が 不 足 し
て い る と 感 じ る 。活 動 を 軌 道 に 乗 せ る た
め 人 材 の 確 保 が 第 一 で あ る の で 、「 ボ ラ
ン テ ィ ア 便 り 」を 定 期 発 行 に し て 、地 域
へ の 回 覧 の 頻 度 を 高 め る 必 要 が あ る 。  

そ の た め に も 、各 小 学 校 と の 連 携 を 深
め 、タ イ ム リ ー な 情 報 交 換 が で き る よ う
各 小 学 校 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー・担 当 の 先
生 方 と 、も っ と 連 絡 を 密 に と っ て 、お 互
い の 距 離 を 縮 め る こ と も 必 要 と 考 え る 。 

彦根南サポートオフィス  検索 



【彦根市】「河瀬小学校の学校支援事業の取組」

【彦根中学校区支援地域本部：河瀬小学校】

１【事業の概要、特色等】

（１）米作り体験ボランティア

５年生の総合学習として 『米作り』を教育、

課程に位置づけている。本校の前にある学習田

を利用して、地域の農業委員などのボランティ

アの協力を得て、田植え・稲刈りなどの体験活

動を実施している。

田植えでは、昔からの

田植えの方法を教えてい

ただいて実際に苗を植え

た。また、稲刈りでは、

各自が鎌で刈り取った稲を千歯ごきや足踏み脱

穀機で脱穀するといった昔の方法を体験した

り、コンバインを使って脱穀する様子を見学し

たり、コンバインに同乗

させてもらったりするな

ど貴重な体験をすること

ができた。

（２）図書ボランティア

毎週火曜日の午後から、保護者を中心に１０

名ほどの方々が当番制で、図書室での児童の本

の貸し出し業務や、図書の補修･整理を中心と

した支援活動を実施

している。時には、

低学年の児童を対象

に読み聞かせなども

行っている。

（３）お菓子作りボランティア

２年生で、生活科の学習で栽培収穫したさつ

まいもを使ったお菓子作りを実施した。包丁を

使って切ったり、ホットプレートで焼いたりす

るときに子どもたち

のそばについて助言

をいただいたり指導

していただいたりし

た。

（４）音楽ボランティア

１１月の校内音楽会での発表に向けて練習を

重ねる子どもたちへの支援をお願いした。歌唱

指導、合奏指導さらには、ピアノ伴奏をしてい

ただいた。子どもたち

への指導だけにとどま

らず、指導教員が相談

できる相手としてご支

援をいただいた。

<工夫した点><他校の参考となる点>

本年度６月に、学校支援ボランティアとして

協力をお願いしたい内容について河瀬学区全戸

に募集要項を配布した。これから先も、年々ボ

ランティアとして学校の教育活動にご協力いた

だける方を増やしていきたいと考えている。

｢このような活動で学校の支援をお願いした

いと考えている｣という情報発信を続けていき

たいと考えている。

３【事業の成果】

様々な学校の教育活動に、自発的なボランテ

ィアが支援をしていただいている。どの活動も

子どもたちの学習活動などを充実させることに

たいへん役立っている。ご協力いただく方々の

専門性を活かした活動や、学校職員が時間的な

制約があってなかなか取り組めないような活動

への支援が多く学校教育の大きな助けとなって

いる。

４【今後の課題】

広く学区のみなさんに｢学校教育の中に、自

分たちが関われる場面がありそうだ。｣と思っ

ていただくことが一番の今後の課題である。

そのためには、河瀬小学校でどのような教育

活動を進めているのかということを知っていた

だき、見ていただくことが必要である。

まだまだ『敷居の高さ』が感じられているか

もしれないので、その点の改善をしたいと考え

ている。



【彦根市】学校支援地域本部事業の取組

【彦根中学校区支援地域本部：高宮小】

１【事業の概要、特色等】 ２【事業の成果】

本校周辺では、平成１５年５月に住民有志

による「高宮の自然環境とホタルを守る会」 □ゲンジボタルについての知識を広める

が結成され、飼育観察会やホタルマップの作 児童は、ホタルの卵との出会いを皮切

製など、地域環境に目を向けた継続的な活動 りに学習をスタートさせた。ホタルは身

が行われてきた。 近な生き物ではあるが、その生態につい

本校においても、こうした地域性を活かし ては皆無といっていい。そうした生き物

た学習を 総合的な学習の時間 に位置付け に対し、児童は、飼育・観察活動を通し「 」 、

環境や地域について学ぶため、守る会からア て、日々、学びを深めていく学習とする

ドバイスを受けながら、幼虫を飼育したり、 ことができた。

餌となるカワニナを捕りに行ったりする活動

をはじめ、児童が育てた幼虫を地元河川「太 □「命の尊さ」を学ぶ

田川」に放流する活動を積み重ねてきた。 産卵後の卵の変化や幼虫の成長過程、

月には、地元高宮の民生委員・児童委員 さらに、たった１年の命を精一杯生きき6
協議会・高宮の自然環境とホタルを守る会・ るがごとく、夜空に舞うホタル。こうし

高宮公民館・高宮学区連合自治会の協力を得 た姿を目の当たりにする中で、命の尊さ

ながら「高宮ホタル観察会」を開催し、児童 に触れる学習とすることができた。

の学習成果を広く発表する機会としている。

こうした活動は、今年で１０年目の節目を □環境の在り方を考える

迎える。当初は第６学年の活動として位置付 ゲンジボタルの棲息条件を考える中

けていたが、第３学年から始まる本校の総合 で、環境保全と人間社会との共生の大切

的な学習の時間の体系的な検討の結果、今年 さと難しさに触れ 「ホタルは自然環境、

度より第４学年の学習とした。 のバロメーター」であることに気づくこ

とができた。

〈工夫した点〉

・ゲンジボタルの一生を、単に図鑑等で調 □地域との連携を深める

べる学習に終わらせず、児童自らの手で 本校の地域連携は多岐に及ぶ。児童の

卵から育てる飼育活動に携わらせること 登下校、朝の読書タイムにおける読み聞

で 「命の尊さ」に気づける学習とする かせ、地域老人の方とのふれあいの場で、

こと。 ある「わくわく集会」等。どの活動にお

・ゲンジボタルの幼虫やさなぎが棲息する いても地域の方の篤い思いのもと多大な

ための自然環境の在り方に目を向けさせ 協力を得ている。こうした取組を一層深、

環境保全や人間社会との共生の精神に触 め発展させるための方策として、両者の

れられる学習とすること。 得意分野と役割分担、双方の活動にプラ

・７月の産卵時期から翌年の６月まで、年 スとなる方向性を明らかにすることがで

間を通した飼育・観察活動の折々に、地 きた。

域の方からの適切なアドバイスが生きる

３【今後の課題】よう学習を旨くコーディネートすること。

・総合的な学習の時間を「探究」型の学

習として位置付けるため、学習過程等〈他校の参考となる点〉

・地域特性を活かした学習とするため、地 について一層の吟味を施す必要があ

域諸団体との連携の在り方を模索したこ る。

と。特に、年間を通じた学校支援の在り ・ ホタル学習」の６年から４年への移「

方を吟味したこと。 行にともなう成果と課題を分析する必

要がある。



 

 

本 校 の 学 校 支 援 活 動         【 彦 根 市 】  

                                    【彦根中学校支援地域本部：彦根中学校】 
 
１【事業の概要、特色等】 
○ 昨 年 度 同 様 、本 事 業 を

進 め て い く に あ た り 、
中 学 校 区 に ２ 小 学 校
が あ る こ と か ら 担 当
コ ー デ ィ ネ ー タ ー を
各 小 学 校 か ら ２ 名 ず つ 選 出 を し た 。１
名 は 小 学 校 の 窓 口 と し 、も う １ 名 は 中
学 校 区 全 体 の 担 当 と し た 。  

○ 組 織 の メ ン バ ー と し て は 、３ 小 中 学 校
の 管 理 職 、 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 担
当 、事 業 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、Ｐ Ｔ Ａ
会 長 と し た 。  

○ こ の 事 業 を 立 ち 上 げ る 段 階 で 将 来 的
な 見 通 し と し て 、事 業 と し て は ３ 年 の
期 限 付 き で あ る こ と が 予 想 さ れ る 。そ
の た め 、そ の 基 盤 つ く り と し て そ の 後
も 学 区 の 学 校 が 地 域 と 連 携 し 、地 域 に
協 力 や 支 援 を お 願 い し な が ら 、よ り よ
い 学 校 作 り を 進 め て い き た い と い う
旨 を 伝 え 、 推 進 し て い る 。  

○「 地 域 に 貢 献 す る 彦 中 生 」を ス ロ ー ガ
ン の も と 、地 域 貢 献 活 動 も 浸 透 し て き
て い る の で 、地 域 か ら 学 校 へ の ボ ラ ン
テ ィ ア 依 頼 も 多 く 、多 く の 生 徒 が 地 域
に 貢 献 し て い る 。こ の こ と に よ り 、学
校 と 地 域 が 双 方 向 で 関 わ り 合 い 、良 い
方 向 に 進 ん で い る 。  

                                        
〈工夫した点〉 
○ 教 員 及 び 他 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー と の

連 携 を 深 め 、継 続 的 に 活 動 が で き る よ
う に 可 能 な 限 り 多 く の 会 合 (月 １ 回 以
上 )を 持 つ よ う に し た 。  

○ 学 校 の 行 事 等 の 把 握 に 努 め 、こ れ に 対
応 し た 支 援 活 動 を 行 っ た 。  

○ コ ー デ ィ ネ ー タ ー や ボ ラ ン テ ィ ア そ
れ ぞ れ が 持 つ 特 性 や 能 力 を 生 か し た
支 援 を 行 っ た 。  

○ 学 校 の 行 事 な ど を 把 握 す る と と も に 、
必 要 と す る 活 動 に 応 じ ら れ る 人 材 の
発 掘 に 努 め た 。ま た 、出 来 る だ け 多 面
的 に 人 材 を 得 ら れ る よ う に 運 動 を 継
続 し た 。  

○ 人 間 関 係 、協 力 と 友 愛 の 精 神 が 大 切 で
あ る 。  

 
〈他校の参考となる点〉 
○ チ ラ シ 配 布 の 他 に 、 ポ ス タ ー を 作 成

し 、自 治 会 掲 示 板 や 近 隣 の 大 学 や 施 設
に 掲 示 す る こ と で 周 知 し 続 け て い く 。 

○ コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 地 域 の 様 々 な 関
係 団 体 に 所 属 し て い る た め 、協 力 依 頼
の 声 か け が し や す い 。  

 

 
２【事業の成果】 
○ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ４ 名 が 、地 域 の 人 に  
 個 々 で 依 頼 さ れ 、少 し ず つ 人 材 の 確 保

が で き る よ う に な っ た 。ま た 実 際 の 具
体 的 な 支 援 を し て も ら っ た と き に 、そ
れ を き っ か け に ボ ラ ン テ ィ ア の 登 録
を し て も ら っ た 。  
 

〈 主 な 活 動 〉  
○ 入 学 式 や 各 行 事 で 駐 車 場 の 誘 導 。  
○ 定 期 的 に 、ラ ン や ユ リ な ど で 花 環 境 整

備 に よ り 、 花 の あ る 学 校 づ く り 。  
○ 夏 休 み の 部 活 動 単 位 で 行 う 愛 校 作 業

で の 葉 刈 り や 校 地 整 備 。  
○ 体 育 大 会 や 長 距 離 遠 足 な ど の 行 事 に

お け る 、記 録 写 真 や 負 傷 生 徒 の 救 護 支
援 、 交 通 安 全 支 援 な ど 。  

○ 校 外 学 習 後 、生 徒 の 撮 っ た 写 真 コ ン テ
ス ト の 審 査 。  

 
 
３【今後の課題】 
○ 連 続 し て 同 じ 人 に 支 援 し て も ら う こ

と は 、 個 人 的 な 事 情 も あ っ て 難 し い 。 
○ 必 要 に 応 じ た 人 材 を 得 る の は 難 し い

の で 、多 く の 人 に 呼 び か け る 必 要 が あ
る 。  

○ 個 人 的 な 事 情 で 参 加 で き な い と き が
あ り 、多 く の 人 と 信 頼 関 係 を 深 め る 必
要 が あ る 。  

○ 一 時 的 な 参 加 は 得 ら れ て も 、定 着 へ の
様 々 な 工 夫 が 必 要 と 感 じ る 。  

○ 各 種 団 体 と ど う 連 携 す る か 、今 後 の 課
題 で あ る 。  

○ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 相 互 、ボ ラ ン テ ィ ア
相 互 の 連 携 を 深 め た い 。  

○ 歩 調 を 整 え て 、ま と ま っ た 活 動 が 出 来
る よ う に し た い 。  



【彦根市】「ふるさとに生きる喜びを」 地域とつながる体験活動の支援

【 】鳥居本中学校区支援地域本部：鳥居本小学校

ー事業の趣旨ー

本校では、教育活動を４つの「喜び」を軸

に進めている。その中の一つに「ふるさと

に生きる喜びを」がある。地域の自然・産

業・歴史遺産や人々に学び、ふるさとを愛

する心をもつ子どもを育てたいと願ってい

る。

内容としては、１・２年生の生活科、３年

生社会科の地域探検、地場産業、３年生以

上の総合的な学習の時間の活動、５年生の

たんぼのこ体験事業、６年生社会科の歴史

学習、縦割り活動で行うウォークラリーな

ど様々な場面で地域とつながる活動を展開

した。

１【事業の概要、特色】

□１・２年生活科 「川遊び」

１・２年生が、５月、仏生寺町の矢倉川に

入 っ て マ ス や

か に な ど を つ

か む 体 験 を 行

った。

青 少 年 育 成

協 議 会 の 方 々

や 仏 生 寺 町 老

壮 ク ラ ブ の 方

々 が 、 １ 週 間

前 か ら 川 周 辺

の 除 草 か ら 川

の 整 備 、 川 へ

降 り る 階 段 や

手 す り を 作 る

ことまで準備をして子どもたちを迎えてく

ださった。当日は、学校までたも網やかご

を取りに来たり、子どもたちの活動の支援

をしてくださった。帰りもマスが入ってい

るかごやバケツを学校まで運んでくださっ

た。

子どもたちは、自分たちが採ったマスを

大事に持って帰り、塩焼きにして食べた。

後日、お世話になった皆さんにお礼のお手

、 。紙を書いて ありがとうの気持ちを届けた

□４年総合 「矢倉川調査隊」

鳥居本にお住まいの彦根市環境保全員の

池田さん、会長の下田さんの協力を得て、

矢倉川の調査を行った。今年度は、彦根ロ

ータリークラブさんが、環境学習に協力し

てくださり、水質調査用のパックを一人が

２種類ずつ使うことができた。

川辺で、生き物調査から矢倉川がきれい

な川かどうかを調べた。その後、学校へ戻

って理科室で彦根港湾の水と矢倉川の水、

水道水の水質をパックテストで確かめた。

矢倉川の水質は、水道水に近く、きれいで

あることが分かった。

２【事業の成果】

子どもたちは、どの体験活動でも生き生

きとした姿を見せ、大変意欲的に活動する

ことができた。学校から出て、地域の中で

地域の方々といっしょに活動をすることが

できたことは、子どもたちにとって貴重な

学びになった。また、活動後に、お礼のお

手紙を書くことで、振り返りをするととも

に感謝の気持ちを伝えることができ、地域

の方とのつながりが深まった。



【 】鳥居本中学校区支援地域本部：鳥居本中学校

ー事業の趣旨ー
「鳥居本学校サポートオフィス」を立ち

上げ今年で４年目を迎える。近年、子ども
を取り巻く環境が大きく変化するととも
に、家庭や地域の教育力が低下している状
況の中、地域全体で学校を支援する仕組み
を定着させるために取り組んでいる。

地域の大人が子どもに多く関わること
で、多様な体験・経験の機会が増えたり、
規範意識やコミュニケーション能力の向上
などの効果が期待される。また、教員がよ
り教育活動に力を注ぐことができるように

、 。なり 学校教育の充実を図ることができる
鳥居本小中学校区を対象支援地域とし、

学校支援ボランティア活動を中心に進めて
いる。

１ 【事業の概要、特色等】
○学習支援

中学校教員からの学習支援ボランテイア
希望調査を行い、それぞれの希望から地域
コーディネーターを通して打ち合わせをし
て計画した。実施においては、各教科の学
習内容でさらに専門的な知識や作業をゲス
トティーチャーとして来校してもらい授業
支援を行った。今年度は、技術・家庭科、
美術科、総合的な学習の時間、道徳、朝読
書、冬休みの補充学習の支援で実施した。
また、３学期に、理科、社会科での実施を
予定している。

☆ ２ 年 家 庭 科
（ 郷 土 料 理 に
ついて）

☆３年人権学習
（ ）部落問題学習

☆各学年本の読み聞かせ
（ 朝 読 書 ） 毎 月

（ 、 、１回 ７月 ９月
１０月、１１月、
１２月）実施。

☆総合的な学習の時間
３ 年 卒 業 研 究

として「鳥居本」
を 共 通 テ ー マ に
研 究 し て き た 成
果 の 発 表 会 の 講
師 と し て 講 評 を
い た だ い た 。

☆３年美術
３ 年 の 美 術 の

授 業 の 一 環 と し
て 、 茶 道 体 験 を
実 施 し た 。 地 域
の 茶 道 家 の と こ
ろ へ 出 向 き 、 茶
室 に て 本 格 的 な
お 点 前 等 を 体 験
し た 。 こ の 茶 道
体験の事前学習として、茶碗を作成（外部
講師を招く）した。また、茶道体験の時に
いただく和菓子をデザインして、和菓子店
につくってもらった。このような活動を積
み重ねて、地域コーディネーターと連携を
取りながら、当日を迎えた。茶道の先生か
ら、茶道についてのお話や作法について教
えてもらい、茶室での本格的な体験ができ
た。

☆今年度の新たな取り組みとして、冬休み
の補充教室に、地域の方に来てもらい、学
習支援をしてもらった。今年度は４名来て
いただき、４日間にわたり２時間ずつ支援
活動をしてもらった。

○環境支援
鳥居本中学校のグラウンドが一昨年度

「 」 。エコ化事業 として全面芝生化となった
そこで地域にも開放して活用してもらって
いる。活用していただいている地域の方々
に、草刈り作業や水やり作業をしていただ
いている。



「鳥居本をゆり
の花でいっぱいに
する会」も一昨年
より取り組み、ゆ
りの球根を提供し
ていただき、昨年
の７月に生徒が一
人一球根をプラン
ターに植えた。今年は、プランターのゆり
の花を近在の駅や公民館など公共機関等に
並べることができた。

○その他の支援
地域の要望もあって、地域の行事に生徒

がボランテイアとして参加している。学区
の運動会の役員や学区の文化祭でのソーラ
ン発表、吹奏楽の演奏、合唱の発表、卒業

（ 「 」） 、研究 ３年 鳥居本について の発表は
毎年参加している。

☆とりいもと学区文化祭（１１月）

○広報活動
ブログを開設して、鳥居本小中学校がお

こなっているボランテイア活動を紹介した
り、支援の依頼をお願いしたりして情報発
信を行っている。

学校事務局と協力して更新を図り、活動
の情報発信をすすめている。みなさま、
ぜひ、検索して御覧ください。
鳥居本中学校サポートオフィス｜検索

２【事業の成果】
○昨年度から、学校支援地域本部事業に、

鳥居本学区自治連合会が積極的に関わっ
てくださり、ボランティアの募集を呼び
かけていただき人材登録（約 名）100
ができた。その中から学習支援として授
業へ講師を派遣する支援できたことが大
きな成果である。

○今年度は、学校に来ていただいて、授業
への講師という形での支援はもとより、
校外へ出て、茶道体験ができたことが大
きな収穫であった。地域の教材を活用で
きた点が評価できる。

○冬休みの補充学習に学習支援として地域
の方が教えに来てくださったことも、大
きな収穫と考えている。開かれた学校と
いう観点からも、また、地域の人材を活
用できたということ、地域の方と生徒と
のつながりができたということ、などの
視点からも成果があったと考えている。

○広報活動として、ホームページ「鳥居本
サポートオフィス」を設立し情報発信で
きた。

３【今後の課題】
○茶道体験という、地域の教材を活用でき

たが、継続性と他の地域教材についても
考えていくことが必要である。

○補充学習への支援ということで、地域の
方を学校に来ていただくことができた。
もっと多くの方が来ていただけると、学
習ということで地域と生徒がつながるこ
とができる。そこをどのように切り拓い
ていくかを考えていく必要がある。

○放課後３年生を中心とした学習会の学習
支援者学生（チューター）と教職経験者
の確保。

○地域の人材を発掘する中で、まだまだ潜
在的に支援者となっていただける方々が
多数おられる。そのような方々にもっと
気軽に学校へ来ていただき、自身の経験
や専門性を生かしながら子どもたちと一
緒に活動することで「生涯学習」の実現
につながり、学習成果を活用できる有意
義な場としていきたい。

○学校・家庭・地域の交流が深まることに
より、相互の信頼関係が強化され地域ぐ
るみで子育てをし、地域の活性化を目指
し、今後の活動にもつながるように改善
に努めていきたい。

○今後に向けて
このような活動を展開するには、学校と

コーディネーターとの連携が大切になって
くる。また、小中それぞれのコーディネー
ターとの連携も大切になってくる。小中合
同の支援地域協議会の開催が定期的に設け
られるようにしていきたい。

今後の学校支援地域本部の在り方として
地域全体（鳥居本学区全域）とタイアップ
して活動が進められるように、組織の充実
を図ろうとしている。



【彦根市】読み聞かせボランティア

【 】稲枝中学校区支援地域本部：稲枝東小学校

１【事業の概要、特色等】

本校では、トイレの神様プロジェクト、園

芸ボランティア、児童支援ボランティア、ス

クールガード、読み聞かせボランティア等の

方々に支援をしていただいている。

＜トイレの神様プロジェクト＞

清掃の時間帯に学校に来ていただき、子ど

もたちとともにトイレ掃除をしていただいて

いる。

＜園芸ボランティア＞

畑や田んぼのお世話や専門的な指導助言を

していただいている。

＜児童支援ボランティア＞

２【事業の成果】主に特別支援学級の児童の学習や生活の支

援をしていただいている。 ・子どもたちにとって、地域の方の温か

＜スクールガード＞ さに接することができ、ふれあいの場

通学路における毎日の下校時の見守りをし が増え、有意義な活動が実施できてい

ていただいている。 る。

＜読み聞かせボランティア＞ ・ボランティアの方の活動がしっかりと

定着してきている。

この中から、＜読み聞かせボランティア＞ ・教職員と地域の方とが日常的にふれあ

について、紹介します。 い、コミュニケーションを図ることが

読み聞かせボランティアさんは、毎月第１ できている。

・３木曜日の朝読書の時間に各学級に入り、 ・教師にとっても、学ばせていただくこ

読み聞かせをしてくださっている。子どもた とが多い。

ちは、毎回とても楽しみにしていて、時間に

なると机をさげ、静かに座って聞き入ってい ある児童の作文（抜粋）

る。 「ぼくは、小学校生活でたくさんの読み

読み聞かせの題材には、季節や行事に合わ 聞かせをしてもらいました （中略）ボ。

せたり、担当学年の子どもに合わせたりして ランティアの方々は、朝の忙しい中、自

選んでいただいていて、読み聞かせの方法も 分の時間を削ってまで来ておられます。

、絵本・紙芝居・大型絵本といった様々な形態 どんなに天気が悪くても時間通りに来て

での読み聞かせを取り入れてくださっている 笑顔で読み聞かせをしてくださいます。。

また、お話にあった小道具や読み方を工夫さ 本の内容も、季節や行事にあわせて選ん

れ、子どもたちが本に親しめるように配慮し でくださることが多く、いつも楽しんで

ていただいている 聞いています。ぼくは、そんなボランテ

子どもたちの中には、自分で本を選んで読 ィアさんを尊敬します 」。

書することが苦手な子どもや、あまり読書が

３【今後の課題】好きではない子どもも、読んでもらうと静か

に聞き入っている。低学年の児童の中には、 これからも、広報活動等により学校支

お話の主人公になりきって、聞きながら「な 援の活動を一層拡大、定着していくよう

んで？ 「かわいそう 」とつぶやきながら一 に努めていく。」 。

喜一憂している児童も多い。読み聞かせの日 中学校ブロックで組織されている稲枝

には、担任もいっしょに聞き、子どもたちと 地区学校支援協議会等における連携をこ

楽しい時間を共有するようにしている。 れからも大切にしていきたい。



 

 

本校の学校支援活動          【 彦 根 市 】  

                                  
【稲枝中学校区支援地域本部：稲枝西小学校】 

―事業の趣旨― 

・ 学 校 の 教 育 活 動 だ け で は 不 十 分 な 点

に 支 援 を 受 け 円 滑 な 推 進 を 図 る 。  

・ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 一 丸 と な っ た 取

組 の 充 実 を 図 る 。  

 

１【事業の概要、特色等】 

（ １ ） 花 壇 へ の 支 援  

 本 校 で は 、特 色 あ る 教 育 活 動 の 一 環 と

し て 栽 培 活 動 に 取 り 組 ん で い る 。本 校 の

学 校 花 壇 は 、歴 代 フ ラ ワ ー ブ ラ ボ ー コ ン

ク ー ル に お い て 数 々 の 賞 を 受 賞 し て い

る 。  

 そ の 学 校 花 壇 に お い て 、本 年 度 は 随 分

傷 ん で い た 芝 生 の 貼 り 替 え を す る 計 画

を 立 て た 。そ こ で 、こ の 芝 貼 り に 、地 域

の 老 人 会 の 支 援 を 受 け る こ と と な っ た 。 

 も ち ろ ん 子 ど も た ち も 芝 貼 り を し た

が 、 老 人 会 の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に は 、

子 ど も た ち で は 、十 分 行 き 届 か な い 細 か

な 部 分 に 配 慮 を し て い た だ き な が ら 芝

を 張 っ て い た だ い た 。  

 老 人 会 の 支

援 か ら 、 芝 生

が 生 き 生 き と

育 ち 、 今 年 度

も コ ン ク ー ル

で 優 秀 賞 を 受

賞 す る こ と が

で き た 。  

 

（ ２ ） 環 境 整 備 支 援  

 本 校 は 、児 童 数 に 対 し 、敷 地 面 積 が 広

い 。当 然 雑 草 も 生 え 、そ の 管 理 が 大 変 で

あ る 。  

 そ こ で 、 地

域 コ ー デ ィ ネ

ー タ ー の 呼 び

か け で 老 人 会

に 草 刈 り を し

て い た だ く こ

と に な っ た 。  

暑 い 中 、長 時 間 に わ た り 、学 校 を き れ

い に し よ う と 熱 心 に 草 刈 り を し て い た

だ い た 。お か げ で 校 庭 は 見 違 え る よ う に

美 し く な っ た 。  

 

 

（ ３ ） 学 校 ゆ る キ ャ ラ へ の 支 援  

 児 童 会 の フ ラ ワ ー 委 員 会 の 発 案 で 、全

校 か ら キ ャ ラ ク タ ー を 募 集 し 、ゆ る キ ャ

ラ の 着 ぐ る み を 作 成 す る こ と と な っ た 。 

 休 み 時 間 を

使 っ て の 作 成

だ が 、 そ こ に

Ｐ Ｔ Ａ 保 護 者

ボ ラ ン テ ィ ア

の 支 援 を 受 け

る こ と に な っ

た 。  

 子 ど も た ち と 、 保 護 者 が 相 談 し な が

ら 、目 や 口 の 位 置 を 決 め る な ど し 、作 成

し て い っ た 。保 護 者 な ら で は の 丁 寧 さ を

発 揮 し て い た だ き 、よ い 着 ぐ る み を 作 り

上 げ る こ と が で き た 。  

 で き た ゆ る キ

ャ ラ は 、 Ｐ Ｔ Ａ

保 護 者 ボ ラ ン テ

ィ ア に 被 っ て い

た だ き 、 運 動 会

や 音 楽 会 を 盛 り

上 げ て い た だ い

た 。  
 

２【事業の成果】 

 本 校 は 、児 童 数 が 年 々 減 り 、今 ま で ど

お り の 活 動 を 維 持 す る こ と が 難 し い 状

況 に あ る 。そ の 中 、地 域 や 家 庭 か ら 学 校

支 援 を 受 け る こ と は 大 変 有 り 難 い こ と

で あ る 。  

上 記 の 支 援 ば か り で な く 、学 習 支 援 や

行 事 支 援 、読 み 聞 か せ な ど も 行 っ て い た

だ い て い る 。子 ど も た ち の 学 び に 大 変 有

効 な 場 と な っ て い る 。  

学 校 支 援 は 、子 ど も た ち に 、地 域 の 方

々 に 支 え ら れ て い る と い う 実 感 を 育 む

場 と な っ て い る 。  

 

３【今後の課題】 

学 校 の 担 当 が 替 わ る と 、暫 く の 間 地 域

と の パ イ プ が 途 絶 え て し ま う こ と が あ

る 。人 員 の 異 動 に か か わ ら ず 、息 長 く 継

続 し て い く よ う な 学 校 支 援 の 在 り 方 が

今 後 の 課 題 で あ る 。  



 

 

 

                                    【稲枝中学校区支援地域本部：稲枝北小学校】 
１【事業の概要、特色等】 

①  読書ボランティア活動 

毎朝の読書の時間におはなしタイムを設

定し読み聞かせ等の読書活動を実施してい

る。今年度も９名の登録があり、毎月第２・

第４木曜日の１５分間、各教室で絵本など

のお話の読み聞かせをしていただいてい

る。少人数での読み聞かせや紙芝居は子ど

もがとても心待ちにしている事業である。

地域の方とのふれあいを深めると共に、豊

かな心情を養う意味でも意義のある活動に

なっている。 

②  稲村かるたオリエンテーリング 

本校恒例の稲村かるたオリエンテーリン

グは、地域の自然環境や文化遺産をめぐり

ながら郷土のよさを知り、自然や文化を愛

し郷土を愛する心を育むことをねらいとし

て実施している。 

 縦割りグループで行動することを通し

て、異年齢の子ども間の協力と信頼の気持

ちを育てることができる意義深い活動であ

る。児童会の１２班の縦割りグループごと

に、平成２４年

度は上西川・下

西川・上岡部・

田原・出路方面

の「稲村かるた」

に詠まれた地点

を訪れた。 

朝の開会式にも民生委員・児童委員さん

や支援ボランティアの方々が参加してくだ

さり、その後、子どもと共に各ポイントを

回って安全確保、ふれあいに努めてくださ

った。 

 各ポイントでは、教師や地域の方々から

説明を聞き、クイズに答えるように計画さ

れていて、上

西 川 の 洪 水

標、上岡部の

金 全 坊 屋 敷

跡・長照寺、

田原の子安地 

 

蔵、JA カントリーエレベーター、出路の本

泉寺御真筆等のポイントで、地域の方々が

熱心に説明してくださった。 

到着したふれあい公園では、ゴミ拾い等

の奉仕活動をしたり、集団ゲームをしたり

しながら、異学年集団の仲間で楽しく活動

をした。高学年が下学年の世話をするなど、

各学年の絆を深めることができた。 

支援ボランティア・民生委員・児童委員、

保護者の方に温かく見守っていただき、安

全に活動することができた。 

③  環 境 整 備 活 動  

各 学 年 の 教 科 に 関 連 し た 栽 培 活 動

で は 、４ 年 生 の 瓢 箪 栽 培 を 始 め 、３ 年

生 の 米 作 り な ど に 、多 大 な 支 援 を い た

だ い て い る 。ま ち づ く り 協 議 会 の 方 々

に は 、 校 内 の

環 境 整 備 に も

力 を 入 れ て い

た だ き 、 池 の

清 掃 や 砂 場 の

整 備 な ど に も

支 援 を し て い

た だ い た 。  

２【事業の成果】 

 おはなし活動、学校行事やふるさと学習

への支援活動以外にも夏季休業中の学力補

充に８名の地域の方々に支援をいただくな

ど充実した活動が実施できた。 

さ ら に 地 域 の 各 種 組 織 で 構 成 さ れ

て い る 安 全・安 心 町 づ く り 協 議 会 と の

連 携 に よ り 、地 域 の 幅 広 い 協 力 を 得 る

こ と が で き た 。  

３【今後の課題】 
人 材 バ ン ク へ の 登 録 に よ り 、 人 材 は

か な り 増 え て き た の で そ れ を 生 か す
た め に も 、 学 校 の ニ ー ズ と 地 域 の 協 力
体 制 を 話 合 い に よ っ て う ま く 融 合 す
る こ と が 大 切 で あ る 。 支 援 者 の 専 門 的
な 技 術 や 知 識 を 生 か し て 活 動 す る こ
と を さ ら に 増 や し て い く こ と を 考 え
て い る 。  



 

 

「保・幼・小・中全校園に広がる学校支援の輪」     【 彦 根 市 】  

                                     【稲枝中学校区支援地域本部：稲枝中学校】

１【事業の概要、特色等】 

 学校支援地域本部が発足して５年目を迎

えました。当初から、｢稲枝はひとつ｣の考え

のもと地域を挙げて支援を行い、稲枝地区の

保育園、幼稚園、小学校、中学校の子どもた

ちが立派に育つようにと願い、連合自治会を

はじめ各種団体で組織する｢学校支援協議会｣

が中心となりボランティア活動を展開してい

ます。「読み聞かせ」をはじめ、登下校、環

境整備、地域学習、野菜花づくり、学習支援

など、学校や園の要望に沿いながら、さまざ

まな活動が展開され、学校が地域の学校とな

ってきました。  

 今年度は、特に読み聞かせのスキルアップ

を目ざして研修会を実施しました。  

 

参加者からは、「本を手にとって読む時間

が楽しかったです。自分なりにやっている読

み聞かせですが、少し自信らしきこともでき

てきて、さらに続けていこうという気分が強

くなってきました。」などの声が多数あり大

変好評でした。読み聞かせは、８校園全てで

行われていますが、この研修を機会に読み聞

かせボランティアが増え、さらに充実したも

のになると確信しています。  

〈他校の参考となる点〉  

稲 枝 北 小 学 校 で

は 、稲 枝 北 学 区 町 づ

く り 協 議 会 の 学 校

支 援 部 会 が 軸 と な

っ て 、自 治 会 、老 人

会 、青 少 年 育 成 協 議 会 等 の 団 体 の ご 協 力

を 得 な が ら 、樹 木 の 伐 採 、剪 定 作 業 、草

刈 り 、砂 場 整 備 な ど を 行 う こ と が で き ま

し た 。  

 

〈連続した支援活動〉 

稲 枝 東 幼 稚 園 で は 、毎 年 、サ ツ マ イ モ

や 玉 ね ぎ 、ジ ャ ガ イ モ を 支 援 ボ ラ ン テ ィ

ア の 方 と 栽 培 し て い ま す 。今 ま で 玉 ね ぎ

と ジ ャ ガ イ モ を 使 っ て カ レ ー パ ー テ ィ

ー を し て き ま し た が 、今 年 は 、サ ツ マ イ

モ を 石 焼 き い も に し よ う と い う こ と に

な り ま し た 。支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 が 聖

泉 大 学 か ら 手 作 り の 石 焼 き い も 釜 を 借

り 、園 庭 で 焼 き 芋 に し て ご ち そ う に な る

こ と が で き ま し た 。こ の よ う に 、支 援 活

動 が 繋 が り を も つ

こ と に よ っ て 、子 ど

も 、支 援 ボ ラ ン テ ィ

ア 、学 校・園 と の 心

の 繋 が り に 発 展 し

て い く も の と 感

じ ま し た 。  

 
２【事業の成果】 

 本 事 業 も 5 年 目

に 入 り 、各 校 園 と

も 定 着 し て お り 、充 実 発 展 の た め の 工 夫

が な さ れ て き ま し た 。校 園 の 整 備 一 つ と

っ て も 、内 容 的 に 徐 々 に 広 が り を 見 せ て

き ま し た 。ま た 、石 焼 き イ モ に 見 ら れ る

よ う に 、子 ど も と の 関 わ り を 広 げ よ う と

す る 意 味 で サ ツ マ イ モ 栽 培 の 域 か ら 一

歩 発 展 し た 活 動 に な り ま し た 。  

 

３【今後の課題】 

組 織 の 充 実 を 図 る た め に 、新 し い ボ ラ

ン テ ィ ア の 発 掘 と 学校支援協議会を、制度

の有無にかかわらず継続していく方策を模索

しなければならないと考えています。 



【近江八幡市学校支援地域本部】

【事業の概要、特色】１

今年度は、本市が学校支援地域本部事業

に取り組んで４年になる。昨年度は、近江

、八幡市に１つの学校支援地域本部を設置し

市内９小中学校に地域コーディネーターを

配置して事業を行ったが、今年度は、市内

小中学校１６校中１２校に、さらには２幼

稚園（実施校：八幡小学校、島小学校、岡

山小学校、桐原小学校、桐原東小学校、馬

淵小学校、北里小学校、武佐小学校、安土

小学校、老蘇小学校、八幡西中学校、安土

中学校、金田幼稚園、安土幼稚園）と一気

に取組の輪が広り、それぞれに計１４名の

コーディネーターとこれらを統括するコー

ディネーターとして、本部に１名配置して

事業に取り組んだ。１４学校・園の取組を

市内全域に発信して、地域全体で子どもを

守り育てるための土壌を創りあげ、子ども

とともにその効果を市内全域に拡げていく

ことで、次年度には、学校支援地域本部事

業は近江八幡市全体の取組となることを目

標としつつ、一方で、今年度一気に広がっ

たことにより、以前から積み重ねのある学

校と今年度初めての学校との間に取組の温

度差が広がらないよう、コーディネーター

やボランティアの研修に重点を置いて取り

組んだ。

（１）コーディネーター研修

・第１回 ５月１日（火）１５：３０～

今年度初めてコーディネーターが一堂に

顔を合わせる機会として、委嘱状交付式の

あと研修を行った。初めてのコーディネー

ターが具体的にこれからの取組をイメージ

できるように、以前から取り組んでいる学

校のコーディネーターから、昨年度の取組

内容を中心にそれぞれ話題提供をしてもら

いながら、交流を行った。

・第２回 ５月２９日（火）１０：００～

支援ボランティアの募集案内や便りの作

成等、コーディネーターが情報発信できる

力を身につける事を目的に、市マルチメデ

、 。ィアセンターにて パソコン研修を行った

また、研修の後、取組の交流を行った。

・第３回１０月１６日（火）１３：３０～

後述するボランティア研修会の意見交流

会の時間を利用し、これまでの取組や悩ん

でいることなど、お互いの交流を中心に行

った。

・第４回１２月２０日（木）１５：３０～

２学期までのまとめとして、発表会形式

、 、で各校園での掲示物等 資料を用いながら

各コーディネーターからの取組の発表と意

見交流を行った。その後、懇親会を持ち、

さらに交流を深めた。

（２）ボランティア研修会

・第１回１０月１６日（火）１３：３０～

近江八幡市立歴史資料館

講師 佐竹章吾館長

参加者２９名

小学３年生の社会科では、地域の歴史を

扱うため、授業支援の材料として、そして

その歴史的資料を保存している資料館につ

いて知るために館長を講師に研修会を実施

した。その後ボランティア同士の情報交換

や意見交流を行ったが、その中で、参加ボ

ランティアの話しから、歴史学習における

地域人材の貴重な情報を掘り起こしするこ

ともできた。



・第２回１１月８日（木）１４：００～

「読書ボランティア研修会」

北里小学校

講師 新谷照代先生

参加者４６名

すべての事業実施校園で、読書ボランテ

ィアによる「読み語り」が行われている。

コーディネーター研修の意見交流の中で、

読書ボランティアより研修を深めたいとい

うニーズがあるとの意見を受け、本市教育

研究所の協力も得て、市内の読書ボランテ

ィアを対象にした研修を実施した。多くの

参加者があり、盛会であった。特に講師の

新谷先生から 「読み聞かせ」ではなく、、

子どもたちの目線に立った「読み語り」と

、 、呼ぶべきであるとの話しがあり それ以降

市内各校とも「読み語り」と呼んでいる。

（３）学校支援メニューフェアin近江八幡

・７月２５日(水)１３：３０～１６：３０

金田小学校

参加者 １４７名

出展団体 ３１

（出展側参加者７０名）

昨年に続いて２回目の開催である。今年

度は会場である金田小学校の教室を利用

し、出展団体および近江八幡市「人生伝承

塾」講師による模擬授業を取り入れた。参

加者からは好評であった。また、終了後、

出展団体と参加者との意見交換会を持ち、

支援のあり方等について交流した。

〈工夫した点・他校の参考となる点〉

、 。 、・今年度は 一気に実施校が増えた 当然

本市の事業実施時より実施している学校

と、今年度よりの実施校では４年の差があ

り、取組の積み重ねにも差がある。そのた

め、温度差が広がらないように、また、初

めてのコーディネーターの不安を解消する

ためにも、コーディネーター研修では、必

ずコーディネーター同士の情報交換、意見

交流の場を持つようにした。

・各校での取組計画を月ごとに本部に報告

してもらい、それをまとめて各コーディネ

ーターに発信して、常に取組内容の共有が

できるようにした。

・コーディネーター研修では、地域や保護

者への情報発信が大事と考え、実務に役立

つパソコン研修を実施した。

・学校支援メニューフェアでは、スタッフ

として、前日準備、当日の運営に関わって

もらい、全員で作り上げるメニューフェア

とした。

２【事業の成果】

・今年度は、市内１６校中１２校に取り組

みの輪が広がった。これは、先進校を中心

とした取組の積み重ねの努力により、市内

の学校に学校支援地域本部事業の実績が周

知され、さらにはその成果が認知されてき

た結果であると考える。

・今年度は、初めて２幼稚園にも取組の輪

が広がった。結果、幼稚園での支援のモデ

ルづくりが進み、市内の各幼稚園にも本事

業の認知が進んだ。

・昨年度よりも実施校が一気に増えたこと

により、コーディネーターの人数も９名か

ら１５名に増えたため、本部としては、各

校の取組の情報交換、意見交流に重点を置

いて取り組んだ。その結果、取組の共有化

、 、 、を進めることができ また それに伴って

ボランティアバンクの推進や地域への情報

発信等が進んだ。

・地域人材を取り入れた親子での活動を通

じて、保護者同士の交流や親と子の対話を

図るなど、家庭教育支援事業と連携した取

組も進めることができた。

・昨年度に続いて学校支援メニューフェア

を実施したことにより、２年間でほぼ市内

の小学校の教員の参加が見られ、企業・団

体による学校支援の取組の周知を進めるこ

とができた。

３【今後の課題】

・打ち合わせ時間等、地域コーディネータ

ーと学校側とのコミュニケーションがなか

なか取りにくい現状がある。コーディネー

ター任せにならず、スムーズに取組を進め

るためには、管理職を含めた窓口の教員と

の定期的な打ち合わせ等、日常的な時間確

保と柔軟で組織的な推進体制をつくる必要

がある。

・学校支援メニューフェアは、マンネリ化

を避けるための見直しが必要である。



 

 

「地域の宝を学校教育に」      【 近 江 八 幡 市 】  

                                          【八幡小学校支援地域本部】 
 
１【事業の概要、特色等】 
 本 校 は 、 近 江 八 幡 市 の 中 心 に 位 置 し 、
創 立 １ ３ ９ 周 年 を 迎 え た 歴 史 と 伝 統 の
あ る 学 校 で あ る 。校 区 内 に は 、土 蔵 の 並
ぶ 八 幡 堀 、朝 鮮 人 街 道 が 通 り 、市 立 資 料
館 、近 江 商 人 屋 敷 、八 幡 伝 統 的 建 造 物 群
が 立 ち 並 び 、観 光 客 が 多 く 訪 れ る 。ま た 、
八 幡 瓦 や 八 幡 靴 、竹 細 工 、数 珠 工 芸 な ど
の 伝 統 工 芸 品 の ほ か 、赤 こ ん に ゃ く や 丁
稚 羊 羹 、 湖 漁 な ど 特 産 物 も 多 い 。  
 こ の よ う に 町 並 み も 含 め て 歴 史 を 感
じ る も の が 多 く 、文 化 や 産 業 を 受 け 継 い
で お ら れ る 方 が 多 い こ と か ら 、今 ま で か
ら 人 権 教 育 を 軸 に し な が ら い ろ い ろ な
形 で 地 域 の 方 を 招 い て 授 業 を 展 開 し て
き た 。平 成 ２ ３ ，２ ４ 年 度 は 道 徳 教 育 推
進 事 業 の 指 定 を 受 け た こ と も あ り 、こ の
数 年 は 特 に 人 と の 出 会 い に 重 点 を 置 き 、
地 域 人 材 を 活 用 し た 授 業 を 通 し て 人 に
出 会 い 、人 か ら 学 び 、自 分 の 生 き 方 を 考
え る 機 会 を 設 け て き た 。  

本 事 業 に は 今 年 度 か ら の 参 加 と な る
が 、地 域 と の つ な が り を 広 げ 、今 ま で の
実 践 を 充 実 さ せ る た め に 、で き る こ と を
で き る こ と か ら 少 し ず つ 取 り 組 む こ と
に し た 。  

 
〈工夫した点・他校の参考となる点〉 
 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 地 域 の さ ま
ざ ま な 会 合 で 、あ る い は 自 治 会 の 回 覧 板
で 、ま た 、コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー に 協
力 依 頼 を す る な ど し て 、本 事 業 の 説 明 と
ボ ラ ン テ ィ ア の 募 集 を 行 っ た 。  
 学 校 に お い て は 、各 学 年 の 年 間 指 導 計
画 を 見 な が ら 、必 要 な と き に は い つ で も
自 分 に 声 を か け ら れ る よ う 、コ ー デ ィ ネ
ー タ ー が 環 境 設 定 の 面 で 工 夫 を し た 。教
職 員 を 対 象 に ボ ラ ン テ ィ ア の 登 録 状 況
や ボ ラ ン テ ィ ア を 活 用 し た 学 年 の 授 業
の 様 子 が わ か る よ う に「 ボ ラ ン テ ィ ア 通
信 」を 発 行 し た こ と も 周 知 に つ な が っ た
と 考 え る 。  
 学 校 で は 、月 １ 回 発 行 す る 学 校 だ よ り
の 裏 面 を 使 っ て 、 活 動 の 様 子 を 掲 載 し 、
保 護 者 や 地 域 へ の 周 知 を 図 っ た 。  
 
〈活動事例〉 
 
（ 1） 環 境 づ く り に お い て  

① 図 書 室 大 改 装  
 子 ど も に と っ て 使 い  
や す い 、 あ る い は 行 っ  
て み た い と 思 え る 図 書  
室 に す る こ と が こ の 数  
年 本 校 の 課 題 で あ っ た 。  

 
よ り 使 い や す く 、心 地 よ い 空 間 に な る

よ う 、夏 休 み 中 に 新 刊 の 登 録 、書 架 の 移
動 、 図 書 の 入 れ 替 え 、 ラ ベ ル 貼 り な ど 、
の べ １ ２ 人 の 方 が ７ ６ 時 間 を か け て 大
改 装 を し て く だ さ っ た 。畳 は 地 域 の 畳 屋
さ ん が 無 料 で 分 け て く だ さ り 、お か げ さ
ま で 心 地 よ い 空 間 と な っ た 。  
② 瓢 箪 名 人  
 ４ 年 生 の 理 科 で 瓢 箪 を 栽 培 し 、学 級 で
支 柱 を 作 っ た も の の 台 風 で 倒 れ て し ま
っ た 。そ こ で 、地 域 の 瓢 箪 名 人 に 声 を か
け た と こ ろ 、た く さ ん の 瓢 箪 が ぶ ら 下 が
っ て も 倒 れ な い よ う な と て も 丈 夫 な 棚
を 作 っ て く だ さ っ た 。プ ロ の 技 に 触 れ る
こ と が で き た 。  
③ 校 庭 の リ フ レ ッ シ ュ  
 自 治 会 の  
回 覧 板 で ボ  
ラ ン テ ィ ア  
募 集 を 行 っ  
た と き に 、  
庭 木 の 剪 定  
に ２ 名 の 方  
が 登 録 し て  
く だ さ っ た 。  

本 校 は 校  
庭 に 樹 木 が  
多 い た め 、大 変 あ り が た か っ た 。９ 月 か
ら 松 の 木 を 中 心 に 剪 定 し て い た だ い た 。
そ の 方 々 の ご 家 族 や お 知 り 合 い の 方 も
来 て く だ さ り 、用 務 員 さ ん と 連 携 し な が
ら 、 う ま く 作 業 を 進 め て い た だ い た 。  
④ 花 い っ ぱ い  

Ｐ Ｔ Ａ 環  
境 部 と 一 緒  
に ボ ラ ン テ  
ィ ア さ ん が  
花 植 え に 参  
加 し て く だ  
さ っ た 。 色  
を 吟 味 し な  
が ら 、 手 際  
よ く 植 え て  
い た だ き 、  
昇 降 口 正 面 の 樽 コ ン テ ナ 、植 栽 場 所 に は
き れ い な 花 が 咲 い て い る 。  
 
(2)学 習 活 動 に お い て  
① 幻 の 北 之 庄 菜 栽 培  
 ３ 年 生 が 食 農 事 業 に 関 わ っ て 、 幻 の
北 之 庄 菜 の 栽 培 に 取 り 組 ん だ 。 実 際 に
栽 培 さ れ て い る 方 に 来 て い た だ き 、 立
派 な 北 之 庄 菜 が 収 穫 で き た 。 こ れ を ボ
ラ ン テ ィ ア の 方 と 一 緒 に 調 理 し 、 ス ー
プ を 作 っ た 。 持 ち 帰 っ た 北 之 庄 菜 を 家



 

 

で も 食 べ て い た だ け る よ う レ シ ピ を 配
布 し た 。  

 ② 家 庭 科 サ ポ ー ト   
 家 庭 科 は 子 ど も に と っ て は 興 味 の
あ る 学 習 で あ る 一 方 、う ま く い か な い
こ と も 少 な く な い 。そ こ で 、５ 年 生 で
は ボ タ ン 付 け や な み 縫 い 、本 返 し 縫 い
の 指 導 補 助 に 、ま た ６ 年 生 で は ミ シ ン
を 使 う 学 習 の サ ポ ー ト に 入 っ て い た
だ い た 。担 任 一 人 で 対 応 す る と き と 比
べ て 大 変 ス ム ー ズ に 学 習 が 進 ん だ こ
と に 驚 い た 。  
③ 水 泳 の 時 間 に  
  ４ 年 生 で は 、水 泳 で 泳 法 を 学 習 す る
が 、息 継 ぎ や 足 の 動 か し 方 、手 の か き
な ど の 指 導 補 助 を お 願 い し た 。  

個 々 へ の 関 わ り が 丁 寧 に で き た た  
め 、子 ど も に と っ て わ か り や す く 、効
果 的 で あ っ た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 八 幡 堀 見 学 案 内  
 ４ 年 生 の 総 合 的 な 学 習 の 時 間 お よ
び 社 会 科 の 学 習 で 八 幡 堀 を 扱 っ た 際
に 、八 幡 堀 の 歴 史 、背 割 り 排 水 、水 質
等 に つ い て 説 明 を し て い た だ い た 。子
ど も １ ０ 人 に 一 人 の ボ ラ ン テ ィ ア が
つ い て く だ さ り 、話 も 聞 き や す く 学 習
が 深 ま っ た 。  
⑤ 和 楽 器 に 親 し む  
５ 年 生 の  

音 楽 の 学 習  
で 箏 と 尺 八  
の 演 奏 を 聴  
か せ て い た  
だ い た 。 両  
楽 器 と も 複  
数 ご 持 参 く  
だ さ り 、 子  
ど も た ち も  
体 験 演 奏 が で き た 。ど ち ら の 楽 器 も な
か な か 触 れ る 機 会 が な い 楽 器 で あ り
音 を 出 す 難 し さ を 実 感 で き た 。  
⑥ 1 年 生 へ の 読 み 語 り  
 PTA 読 書 部 と 連 携 し  
１ ０ 月 か ら 週 １ 回
１ 年 生 ４ 学 級 に 一
人 ず つ 読 み 語 り ボ
ラ ン テ ィ ア に 入 っ
て い た だ い て い る 。 

行 事 な ど と 関 連
さ せ た 本 を 選 定 し

て い た だ く な ど タ イ ム リ ー な 内 容 に
な っ て い る 。子 ど も た ち に も 集 中 で き
る 時 間 に な っ て い る 。  

 
（ 3） ク ラ ブ 活 動 に お い て  

① 茶 道 に 親 し む  
日 本 文 化 に 親  

し む ク ラ ブ が 茶  
道 体 験 を し た い  
と 考 え 、 茶 道 師  
範 の 方 に 来 て い  
た だ き 、 お 茶 の  
立 て 方 や 飲 み 
方 、お 菓 子 の 食 べ 方 、そ し て 茶 道 で 最
も 大 事 に さ れ て い る お 茶 の「 心 」に つ
い て も 教 え て い た だ い た 。  

  普 段 の 様 子 と は 異 な り 、心 地 よ い 緊
張 感 が 生 ま れ 、 貴 重 な 機 会 と な っ た 。  

 ② 卓 球 を 知 る  
４年生から６年生までが一緒に活動

するクラブ活動の中で一番早く支援し
て い た だ い た の が 卓 球 ク ラ ブ で あ っ
た。ピンポンではなく、本物の卓球を
体感させたいと、クラブ活動以外の時
間にも空いた時間を見つけて来校くだ
さり、ラケットの修繕もしていただい
た。３名の方に来ていただけるので、
時間を有効に活用し少しでも多く練習
できるよう支援していただいている。 

 
２【事業の成果】 
 初 年 度 と い う こ と も あ り 、ど れ だ け 事
業 が 進 む か 心 配 も あ っ た が 、動 き 出 す と
教 職 員 の 意 識 も 少 し ず つ 高 ま り 、学 習 活
動 の 具 体 的 な 支 援 内 容 を 地 域 コ ー デ ィ
ネ ー タ ー に 伝 え ら れ る よ う に な っ て き
た 。初 年 度 か ら こ れ だ け の 数 の 方 々 に 支
援 を し て い た だ け る と は 当 初 考 え て い
な か っ た の で 、予 想 以 上 の 成 果 が あ っ た
と 考 え る 。こ の 事 業 を 通 し て 、地 域 の 方
々 が 子 ど も た ち の た め に 時 間 と 労 力 を
惜 し ま ず に ご 支 援 い た だ け る あ り が た
さ を し み じ み と 感 じ て い る 。地 域 コ ー デ
ィ ネ ー タ ー が 教 育 現 場 に お ら れ た こ と
も 功 を 奏 し 、意 図 を 汲 み な が ら 的 確 な 人
材 を 確 保 し て い た だ き 、本 物 の 技 や 空 気
感 を 感 じ る こ と が で き た 。学 校 だ け で は
得 ら れ な い 学 び が で き た こ と に 加 え 、本
物 に 触 れ る 経 験 の 重 要 性 も 感 じ て い る 。
次 年 度 も ぜ ひ 継 続 し て 、子 ど も た ち の 学
び の 深 ま り を 目 指 し た い と 考 え て い る 。 
  
３【今後の課題】 

大 規 模 校 に お け る 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア
の 活 用 、支 援 メ ニ ュ ー の 運 用 に つ い て は
さ ら に 工 夫 が 必 要 で あ る 。ま た 、施 設 面
に お い て は 、 空 き ス ペ ー ス が な い た め 、
ボ ラ ン テ ィ ア さ ん の 打 ち 合 わ せ や 休 憩
ス ペ ー ス が 確 保 で き ず 、心 苦 し い と こ ろ
で あ る 。  



 

 

地域との連携を深め学校教育の充実に向けて【 近 江 八 幡 市 】  

        【島小学校支援地域本部】 
１【事業の概要、特色等】 
 

活 動 ２ 年 目 と な る 本 年 度 は 、昨 年 度
の 活 動 を 継 続・発 展 し 、以 下 の 計 画 の
も と 取 り 組 ん だ 。  

実 施  
期 間  

内   容  場
所

４ 月 ～
３ 月  

見 守 り 隊・ス ク ー ル ガ ー
ド に よ る 下 校 指 導  

各
通
学
路

月 ３ 回  
火 曜 日  

読 書 ボ ラ ン テ ィ ア に よ
る 読 み 聞 か せ  

各
教
室
 
そ
の
他

５ 月
～  

３ 月  

１
年  

・ 昔 遊 び 名 人 支 援  
・「 生 ゴ ミ 大 作 戦 」（ 環

境 学 習 ）コ ン ポ ス ト 作
り の 支 援  

２
年  

・ 生 活 科 「 生 き 物 探 し 」
・ 「 ヨ シ 学 習 Ⅰ 」 支 援  
・ ヨ シ ち ま き 作 り 支 援  

３
年  

・ 「 ま ち 探 検 」 支 援  
・ 「 ヨ シ 学 習 Ⅱ 」 支 援  
（ ヨ シ 簾 工 場 見 学・ヨ シ

刈 り 体 験 等 の 支 援 ）  
・社 会 科「 私 た ち の 町 で

作 り 出 さ れ る 物 」  
（ 大 中 ト マ ト 畑 見 学・ロ

ッ テ 工 場 見 学 支 援 ）  
・ 漁 業 に 関 す る 話 支 援  
・「 昔 の 暮 ら し 」聞 き 取

り に 対 す る 支 援  
・ 焼 き い も 会 支 援  

４
年  
 
 
 

・ 「 菜 種 学 習 」 支 援  
 （ 菜 種 刈 り・種 落 と し

体 験 等 の 支 援 ）  
・ 馬 淵 浄 水 場 見 学 支 援  
・ 警 察 署 見 学 等 支 援  
 

５
年  

・「 田 ん ぼ の こ 」活 動 支
援（ 田 植 え・稲 刈 り ・
魚 道 の 生 き 物 調 べ ）  

６
年  

・ 歴 史 学 習 （ 室 町 文 化 ）
「 茶 道 体 験 」 支 援  

・ 「 調 理 実 習 」 支 援  

全
校  

・ 「 島 ア ド ベ ン チ ャ ー 」
下 草 刈 り 等 実 施 支 援  

・「 島 小 子 ど も 祭 り 」実
施 支 援  

・「 ５・６ 年 ス キ ー 教 室 」
実 施 に 関 す る 支 援
（ ボ ラ ン テ ィ ア 募 集
な ど ）  

・ 学 校 林 整 備 支 援  
 

 

〈 工 夫 し た 点 〉  
 島 小 学 校 は 、本 年 度 か ら ３ 年 間「 し
が 環 境 教 育 リ ー デ ィ ン グ 事 業 」 を 受
け 、環 境 教 育 の 実 践 、特 に エ ネ ル ギ ー
分 野 に 関 す る 新 し い プ ロ グ ラ ム 開 発
に 取 り 組 ん で い る 。 こ の こ と を 受 け 、
事 業 を 進 め る に あ た り 、地 域 の 自 然 と
人 材 を 活 か し 、環 境 教 育 の 推 進 に 寄 与
で き る よ う 工 夫 を し た 。  
〈 他 校 の 参 考 と な る 点 〉  
 前 述 し た 環 境 教 育 の 推 進 に 寄 与 す
る た め 、例 え ば 、市 主 催 の メ ニ ュ ー フ
ェ ア を 活 用 し な が ら 人 脈 を 広 げ 、コ ン
ポ ス ト 作 り の 指 導 を い た だ け る 方 を
学 校 に 紹 介 す る な ど に 努 め た 。  
 
【 １ 年 「 生 ゴ ミ 大 作 戦 」 （ 環 境 学 習 ） 

コ ン ポ ス ト 作 り 】 に 関 す る 支 援  
１ 日時：９月２８日（金） ５時間目  
２ 内容：１年生活科「生ゴミ大作戦」に関する  

支援  
３ 概要：  

「市民・生ごみリサイクルプロジェクト」

の森井サワ子様の御協力を得て、生活科「生

ゴミ大作戦」を行う際の支援を行った。  
子 ど も た ち の 食 育 ・ 環 境 学 習 に 寄 与

す る た め 段 ボ ー ル 箱 に 腐 葉 土 と 米 ぬ か

を 混 ぜ 、２ 日 間 ほ ど 置 い て 発 酵 を 促 し 、

残 食 を 混 ぜ 入 れ て よ く か き 混 ぜ る 活 動

を 進 め て い る 。  

 
【 ２ 年 生 活 科 ヨ シ 学 習 】 支 援  
１ 日時：６月１２日火曜日５・６時間目他  
２ 内容：２年生活科「ヨシちまき作り」「ヨシ  

刈り」「ヨシ簾作り」に関する支援  
３ 概要：  

環境学習の一環として、地元在住の方の協

力を得て、自分たちが西の湖畔で刈ってきた

ヨシを使って「ヨシちまき作り」に挑戦した。    
また、同じく地元の方の御協力を得て、１

月１１日ヨシ刈り体験、１７日のヨシの皮む  



 

 

き、１８日ヨシ簾作り体験の支援も行った。 

 
【 ３ 年 社 会 科 見 学（ 大 中 ト マ ト ハ ウ ス

見 学 ） 】 に 関 す る 支 援  

１ 日時：１１月８日木曜日３・４時間目  
２ 内容：３年社会科見学に関する支援  
３ 概要：  

３年社会科「私たちのまちでつくりだされ  
るもの」の学習として、大中町でトマトを  
作っておられる地元農家のビニルハウスを  
訪れ学習する際の支援を行った。  
  

【 ４ 年 菜 種 学 習 】 に 関 す る 支 援  
１ 日時：菜種刈り５月２２日火曜日  

搾油体験１１月８日木曜日 他  
２ 内容：４年「菜種刈り」や「菜種の実落とし」

体験など「菜種学習」に関する支援  
３ 概要：地域で「ほんがら松明」の保存に力を

注いでおられる地元の方に協力いた  

だき、「菜種刈り体験」や「菜種落とし」体験を  
させていただく際の支援を行った。  
 
【 ６ 年 歴 史 学 習 】 に 関 す る 支 援  

１ 日時：１０月５日３・４時間目  
２ 内容：「茶道体験教室」に関する支援  

 ３ 概要：  
近江八幡市「人生伝承塾」講師に御指導

いただき、６年社会科「室町時代の文化」

を学習する一環として「茶道体験教室」を

実施し、その際の支援を行った。 

 
【 学 校 林 整 備 】 に 関 す る 支 援  
１ 期日：９月２９日日曜日  
２ 内容：学校林の下草刈り等の支援  
３ 概要：  

島学区まちづくり協議会の有志の皆様に

より、学校林を設定していただき、下草刈

り等整備に取り組んでいただいている。 

３【事業の成果】と【今後の課題】 
 本 年 度 は 、 事 業 二 年 目 と い う こ と も あ

り 、昨 年 度 の 活 動 を 踏 ま え「 学 校 教 育 の 充

実 」に よ り 寄 与 で き る よ う 心 が け た 。例 え

ば 、「 島 ア ド ベ ン チ ャ ー 」や「 ス キ ー 教 室 」

で の 安 全 管 理 を 含 む 支 援 を は じ め と し て 、

島 学 区 ま ち づ く り 協 議 会 と の 連 携 の も と 、

ボ ラ ン テ ィ ア の 組 織 化 に 取 り 組 ん だ 。  

 今 後 も 、既 存 の ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 の 組 織

化 を 含 め 、善 意 あ る 個 人 の 皆 様 の 心 を つ な

ぎ 、 地 域 の 教 育 力 を 高 め る 為 寄 与 し た い 。 



【近江八幡市】地域とともに 学びの充実をめざして

【岡山小学校支援地域本部】
１【事業の概要、特色】

－岡山小学校のめざす子ども像は、お
かんがえる子おもいやりのある子 か－

やる気のある子 まなびあう子や ま－ －
である。
こ れ ら の 目 指 す 子 ど も 像 の 実 現 に 向 け

て、教職員と地域、学校支援ボランテ アイ

の方が、子ども達の｢確かな学力｣と｢豊か
な人間性｣の育成という、共通の願いの下
に一緒に活動することは、学校と家庭・地
域の信頼関係を深めることにも繋がる。

本校では、地域が学校に対し協力的で、
この事業が始まる前から学校支援ボランテ
ィアが関わる内容が多く展開されてきた。
また、岡山学区まちづくり協議会を中心に
地域で子どもを育てる行事や活動が多く展
開されているのも大きな特色である。

（１）環境整備支援
①生け花ボランテ アイ

毎週学校の正面玄関には、地域在住の女
性ボランテ アさんによる、季節に合わせイ

た美しい生け花が飾られる。生け花の側に
は、花の色に合わせた色鉛筆で花の名前が
記されている。

②天井アートボランテ アイ

、生け花の飾られた
正面玄関の奥の天井
や壁面には、季節ご
とに自然や節気等に
関わる手作り作品が

7展示される 例えば。
月は七夕をイメージ
した星飾り、 月はクリスマスを迎える12
クリスマスツリーやサンタクロースの衣装
などが華やかに飾られている。子どもたち
もこの場所を通り抜けるのを楽しみにし、
つい立ち止まって作品を見たり触ったりし
ている姿がよく見られる。

③図書ボランテ アイ

図 書 の 整 理 や 修
繕、飾り付け等子ど
も達が図書室に魅力
を感じ、多くの本と
の出会いを楽しむた
めの工夫を懲らして

16くださっている。
名のボランテ アさんが週 回午前・午後イ 1
の ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ活動している。ここで2
も、入り口には季節の飾り物や新刊本の紹
介等、楽しい工夫が見られる。

④校庭の環境整備
ＰＴＡの役員や教師が、土・日曜日の休

みに学級園の耕しや小魚が住む岡山池の整
。 、備などをしていただいた また 月には12

運動場の高木の剪定作業をＰＴＡ本部役員
を中心にしていただいた。高所作業車は、
地域コーディネーターに手配していただ
き、地域の方に協力いただいた。

⑤その他
・通学路の危険箇所の点検

ＰＴＡを中心に通学路の危険箇所を点検
し、地域コーディネーターが学区の連合自
治会への協力・依頼、市役所への要望など
に精力的に動いてくださった。

（２）学習支援
①お話玉手箱ボランテ アイ

毎 週 水 曜 日 の 始
業 前 に 、 各 学 級 で
教 職 員 と ロ ー テ ー
シ ン を 組 み な がョ

ら 、 ９ 名 の ボ ラ ン
テ アさんが、本のイ

読 み 聞 か せ を し て
くださっている。中には、高学年の子ども
たちが、少しでも興味を持ってくれるよう
にと、挿絵を写真に撮って、電子黒板に映
し出して読み気かせをしてくださる方もお
られる。どの学級も、子ども達は真剣に静
かに聴き入っている。

、 、読み聞かせ後 部屋に集まっての話題は
次回の本の話題や情報交換等、ここでも地
域の暖かい絆が生まれている。
② 各 学 年 へ の 学 習 支 援
１年生

（ ）・昔のあそび 祖父母
２年生
・野菜づくりの名人
・田んぼの学校
（ 田 植 え 、 稲 刈 り 、

おにぎりパーティー）
・校区探検

３年生
◇岡山探検隊
・いろいろな人と出会おう

養鶏所見学
視覚障害者の方と盲導犬
賀茂神社宮司さん など

・カルビースナックスクール



４年生
・ヨシランプ作り（成安造形大学）
・新町交番警察官（３名）
・フリーマーケットをしよう

ミシンボランティア（保護者）
手作りリサイクル品の販売

・地域の消防団
・おうみ作業所（障害者理解）所長さん

の講話、見学
・元水茎干拓事業
・琵琶湖一周ボランティア（保護者）

５年生
・田んぼの学校（田植え、稲刈り、おに

ぎりパーティー）
・金環日食の話
・ミシンボランティア(保護者)
・放送局の仕事（ＺＴＶ）

６年生
・金環日食の話
・おでかけ演奏会
・茶道体験（人生伝承塾講師）
・ミシンボランティア（保護者）
・薬物乱用防止教室（滋賀医大生）
・部落問題学習
・ 幸せな未来を （キャリア教育）「 」
・ふるさとの良さを紹介しよう

その他
・運動会での江州音頭の指導
・校内マラソン大会立哨ボランティア

（ ）・ジャンピングボード なわとび練習台
の製作

・金環日食、金星太陽面通過の天体観測

（３）児童の安全指導
スクールガードの方が毎日、登下校の子

どもの安全確保のために、立哨や引率をし
ていただいている。
（４）地域行事との関連

岡山学区には、まちづくり協議会を中心
に子ども体験活動推進協議会等の組織があ
る。子どもを地域で育てようとさまざまな
行事・活動が行われ、子どもたちも積極的
に 参 加 し て い る 。 ま た
教 師 も そ う し た 地 域 行
事 に 参 加 し て い る 。 ７
月 に 開 催 さ れ た 泥 ん こ

、ドッジボール大会には
岡 山 幼 稚 園 と 合 同 チ ー

ムを作り参加した。１０月には、通学合宿
があり、その最後の夜に行われる校舎を使
用した肝だめし大会には、教師もスタッフ
として協力した。数回ではあるが、学校も
地域行事に参加することにより、地域とつ
ながりを持ち、連携した学校づくりの一助
になるのではないか。もちろん行事参加だ
けではなく、地域素材の教材化など、より
充実した学びにするために地域に出かけた
り、人と出会ったりすることが最も重要で
ある。
＜工夫したこと＞
・地域コーディネーターの人脈を生かし、

自治会等への協力・依頼等、連絡調整に
精力的に動いていただいた。

・ 田んぼの学校」では、地主さんや農業「
委員さんの協力の下、２年と５年の合同
での田植え、稲刈り、おにぎり作りを実
施することで、農業体験だけでなく、異
学年の交流を深めるねらいも併せて計画
実施した。

＜他校の参考となる点＞
・６年生「ふるさとの良さを紹介しよう」

の学習では、グループで課題（テーマ）
を設定し、課題解決のために、自分たち
から地域に出かける場所を決め （グル、
ープによって出かける場所が違う、出か
ける日も違う）子どもたち自身が、交渉
していく学習活動は、子どもたちのより
豊かな体験活動となり、主体的な学びを
育てるのではないか。また大人が準備・
段取りをしていくこれまでの方策と少し
違った学校支援の方策ではないか。

２【事業の成果】
・さまざまなボランテイア活動やゲストテ

ィーチャーを招いての学習、地域へ出向
いて地域の人たちや自然とふれあうこと
は、子ども達の生きる学びにつながって
いくとともに、ボランテイアさん達の充
実感の達成にもつながっている。子ども
達の心を揺さぶる、本物の教材・人材・
話題・文化等の大切さを改めて感じるも
のだと思う。

３【今後の課題】
・図書ボランティアやお話玉手箱ボランテ

ィアの方は、サークル的になっており、
自主運営ができているが、環境整備や学
習支援などの分野では、人材を探す必要
がある。スムーズに調整していくために
ボランティアの登録制を検討するなど体
制づくりが今後必要である。

・学校支援が効果的に生かせる体制をつく
るために、学校のニーズやプログラムと
地域の人材や力を生かせる場を整理・調
整していく必要がある。

・継続的な学校支援を増やし、子どもたち
と地域の大人がつながる関係づくりにし
ていきたい。



 

 

 給食の残菜を肥料にかえよう      【 近 江 八 幡 市 】  

                                          【桐原小学校支援地域本部】 
１【事業の概要、特色等】 
  社 会 科 で ご み の 処 理 と 活 用 に つ い      
 て 学 ん だ ４ 年 生 に 、概 念 的 な リ サ イ ク  
 ル の 理 解 に と ど ま ら ず 、ご み が 生 か せ   
 る こ と を 体 感 的 に 理 解 さ せ た い と 考

え た 。ま た 、命 を い た だ い て い る 食 べ       
 物 を 大 切 に す る 食 育 の 観 点 か ら も 有  
 効 な 取 組 で あ る と 考 え 、給 食 の 残 菜 か  
 ら の 肥 料 作 り を 計 画 し た 。  
 
〈工夫した点〉 
  ９ 月 ４ 日 、「 市 民 生 ゴ ミ リ サ イ ク ル  
 プ ロ ジ ェ ク ト 」の 皆 さ ん を 講 師 と し て  
 お 迎 え し た 。実 施 に 当 た っ て は 、事 前   
 に 担 任 が 堆 肥 作 り の 指 導 を 受 け 、実 践    
 体 験 し た 上 で 当 日 を 迎 え た 。ま た 、プ    
 ロ ジ ェ ク タ ー 等 を 準 備 し 、な ぜ ご み を  
 減 ら さ な け れ ば な ら な い か 、ど う い う  
 し く み で 残 菜 が 堆 肥 に 変 わ っ て い く  
 の か な ど 、地 球 温 暖 化 や 食 物 連 鎖 に つ  
 い て も ４ 年 生 な り に 理 解 さ せ 、堆 肥 作  
 り の も つ 価 値 を 理 解 し た 上 で 取 り 組  
 ま せ る よ う に し た 。  
  
〈他校の参考となる点〉 
  「 市 民 生 ゴ ミ リ サ イ ク ル プ ロ ジ ェ ク  
 ト 」さ ん が 指 導 し て く だ さ る 堆 肥 作 り   
 は 、 特 別 な 設 備 や 道 具 を 必 要 と せ ず 、 
 段 ボ ー ル・寒 冷 紗・米 ぬ か・腐 葉 土 ・ 
 移 植 ご て 等 、身 近 な 材 料・道 具 で 取 り  
 組 む こ と が で き 、多 く の 学 校 で の 指 導  
 の 経 験 か ら 残 菜 の 堆 肥 化 を 確 実 に 成  
 功 さ せ て く だ さ る 。設 置 後 は 時 折 発 酵  
 状 況 を 点 検 に 来 て 必 要 な 手 立 て も し  
 て く だ さ る 。  
  堆 肥 化 容 器 の 臭 い も 意 外 に 気 に な  
 ら な い 。他 に も 、ゴ ー ヤ の 栽 培 に よ る  
 緑 の カ ー テ ン 作 り を 本 校 で は ２ 年 生  
 を 対 象 に 指 導 し て い た だ い た 。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２【事業の成果】 
 児 童 の 感 想 よ り  
 ・ 土 と こ ぬ か を 手 で ま ぜ ま し た 。 最 初  
  は 冷 た か っ た け ど ま ぜ て る う ち に ぬ   
  る く な っ て き ま し た 。  
 ・ 段 ボ ー ル の 中 の 温 度 は ３ ５ 度 ～ ６ ５  
  度 だ そ う で す 。 生 ゴ ミ が 分 解 さ れ て  
  良 い 堆 肥 に な り ま す 。  
 ・ 生 ご み を 本 当 に 肥 料 に で き る な ん て  
  エ コ だ な ぁ と 思 い ま し た 。 ま た 家 の  
   人 に 教 え て 一 緒 に 作 り た い で す 。  
 ・ 堆 肥 を さ わ っ た ら ４ ０ 度 ぐ ら い あ っ  
  た の で あ た た か か っ た で す 。 生 ゴ ミ  
  を 使 っ て 堆 肥 を 作 る の は か ん た ん そ  
  う な の で び っ く り し ま し た 。 自 分 で  
  も や れ そ う で す 。  
  感 想 か ら は 食 べ 残 し の 残 菜 が 意 外  
 に 簡 単 に 堆 肥 に 変 え ら れ る こ と の 驚    
 き と 、 「 こ れ な ら や っ て み ら れ そ う  
 だ 。」と い う 実 践 へ の 意 欲 が 感 じ ら れ  
 る 。ま た 、発 酵 の 進 む 段 階 で の 発 熱 や  
 分 解 を 進 め る 目 に 見 え な い 微 生 物 の  
 働 き に 感 動 す る 声 も あ っ た 。  
  子 ど も た ち は 生 命 の 循 環 に つ い て  
 体 感 的 に 理 解 す る こ と が で き た と 考  
 え る 。  
   
３【今後の課題】 

こ の 堆 肥 を 元 肥 と し て 大 根 の 栽 培 を
と 学 年 で は 計 画 し て い た が 、堆 肥 作 り が
種 ま き の 時 期 に 間 に 合 わ ず 、追 肥 と し て
活 用 し た 。大 根 の 種 ま き に 合 わ せ て １ 学
期 に 堆 肥 作 り を 実 施 す る と 発 酵 で な く
腐 敗 し 、 堆 肥 作 り は 成 功 し に く い ら し
い 。完 全 な 循 環 を 児 童 に 体 験 さ せ 、収 穫
物 を 調 理 し 、食 す る と こ ろ ま で 体 験 さ せ
た い と 考 え る と き 、実 施 時 期 や 栽 培 作 物
に つ い て 年 間 の 見 通 し を し っ か り も っ  
て 計 画 ・ 実 践 し な け れ ば な ら な い 。  
 



【近江八幡市】白鳥川の体験学習

【桐原東小学校支援地域本部】

１【事業の概要、特色等】

校区の方を委員とする「桐原東学区地域

教育協議会」を組織し、本校の学校支援地

域本部事業が本年度よりスタートした。

本事業における教育支援活動は、様々な

体験・交流・学習活動等を通じて、子ども

たちの主体的に学ぶ姿と豊かな人間性を育

てるとともに、地域の子どもたちと大人の

積極的な交流による地域コミュニティの充

実と地域社会全体の教育力の向上を図るこ

とを目的としている。また、学習支援活動

と学校環境整備活動を主として事業展開し ンコなど、いろんな生きものがいて、すば

ている。 らしいなと思いました。

〈工夫した点〉

活動例 白鳥川の景観を良くする会では、毎月、

学習支援活動例として、５年生の「白鳥 白鳥川の美化作業に取り組んでおられる。

川の体験学習」を紹介する。 会の活動について紹介もしていただくこと

１０月１９日 「白鳥川の景観を良くす で、環境保全のために自分たちができるこ、

る会」のみなさんの御協力で、５年生が、 とを考える機会となった。

〈他校の参考となる点〉校区内を流れる白鳥川に入っての環境学習

を実施した。大きな網を使い、魚や貝等の 白鳥川の景観を良くする会では、４月、

生きものつかみをした。琵琶湖に生えるヨ 白鳥川の川べりの桜の木にぼんぼりを灯す

シに登る魚「ヨシノボリ」が多く見つかっ 活動をされているが、子どもたちは、ぼん

た。また、水質調査も行い、水の中に含ま ぼりの絵柄を描くことに参加させていただ

れる酸素の度合いや透明度を調べた。 いた。子どもたちが、まちづくりに役立つ

価値ある活動となった。

２【事業の成果】

地域コーディネーターが各学年の学習支

援に役立つ仕事に取り組むことで、担任の

負担軽減やボランティアの方との連携がで

きた。また、多様な人材活用を推進するこ

とができた。

３【今後の課題】

本事業における教育支援活動について

（子どもの感想） は、特色ある活動として定着してきたもの

＊水の透明度を調べ、白鳥川の水がきれい と、その年度によって必要なものがある。

だということがわかりました。白鳥川の水 人材リストを整備するだけでなく、新たな

を汚さないよう気をつけて生活していきた 人材発掘に向けて地域や保護者に呼びかけ

いです。 ていく必要がある。

＊白鳥川の生きもの調べをして、エビ、ド



 

 

 

１【事業の概要、特色等】 

 本校では、以前から教育活動に地域の方々の

力を借りて教育の充実に努めてきた。そのこと

は、子どもたちの「自分から学ぼうとする力」

や「豊かな心」の育成に大きな力となってきた。 

地域の方々が、自らが学び培ってきた知識と

経験が次世代の地域を担う子どもたちの育成

に寄与してきたものであると考える。 

そこで、今年度はさらにその取組が充実する

ように、本事業を展開することになった。 

さらに、地域全体で学校を支援する体制を構

築することで、「地域の子どもは地域で育てる」

ための地域教育力の向上を目指していくもの

でもある。 

＜工夫した点＞ 

・空き教室にボランティアルームを設置して地 

域の方が来校しやすい雰囲気と居場所を作っ

た。 

・学区への全戸配付の地域広報誌（コミセンだ 

より）で取組の周知を図ることを推進した。 

＜他校の参考となる点＞ 

・ボランティアルームでは、ポットを設置し、 

お茶を出して休憩できるようした。 

・児童昇降口ホールとボランティアルーム内に 

活動写真やチラシを掲示するコーナーを設置

した。 

 

 

＜ボランティア活動事例＞ 

① 水泳支援 

 全学年を対象に

5 名の方が 13 日間

にわたり教師の支

援や子どもへの個

別支援を実施。手

を添え息つぎなど

細かな支援で上達できた子どもが増えた。 

 

② 書道支援 

 

 

 

②書道支援 

3・4・5・6 年の

書初め支援に 1 名

の方が 5 日間にわ

たり、その場で手

本を書き示しなが

らポイントを説明し、それぞれに添削等の支援

を実施。子どもたちはゆっくり丁寧に書く気持

ちを学び上手に書けるようになった。 

 

③図書室支援 

 居心地の良い図書

室作りを目指して保

護者を含む 8 名の方

が毎月 2 回活動。「読

み聞かせ」と「図書

室の本から作る工

作」、本の整理・飾りつけなど昼休みを中心に

図書委員の子どもたちと一緒に活動した。 

 

④ 和菓子作り支援 

6 年生が 1 年生と育てたさつまいもを使って

卒業生の和菓子職人

2 名が「茶巾絞り」な

どの作り方を指導。6

年生は 1 学期に学ん

だ茶道を生かし 1 年

生をおもてなしする

ことができた。 

 

⑤ 歴史を語る支援 

 4年生の地域学習で昭和28年の台風被害によ

る日野川堤防決壊当時の様子を 4 名の方が語っ

てくださった。緊急時の避難の大切さと自分た

ちが災害を伝えていく大切さを学んだ。 

 

⑥ハザードマップ作成支援 

 4 年生のハザードマップ作りに学区老人会の

22 名が協力。学区を 5 つに分け事前に子どもた

ちが調べた地図に地域の方の助言を受け避難

経路などを書き記した。 

 

 

地域とともに育てる馬淵っ子        【近江八幡市】 

【馬淵小学校支援地域本部】



⑦クラブ活動支援 

 4・5・6 年生のクラブ

活動に 5 名の方が支援。

「昔のあそびクラブ」

で囲碁や将棋、「家庭科

クラブ」で料理や編み

物などを、13 回にわたり指導いただいた。 

 

⑧茶道体験支援 

 6 年生の室町時代学

習に 4 名の方が茶道の

作法を指導。茶器の扱

い、お茶の運び方、挨

拶の仕方、畳の部屋での作法、おもてなしの心

など日本古来の伝統を学んだ。 

 

⑨田んぼと畑の支援 

 2・5 年生の田んぼの学習で地域の田んぼで米

を作る学習の支援。さらに、5 年生の畑の学習

では、地域のビニールハウスで菊菜栽培の話を

聞いた。 

 

⑩ソーラー電池学習支援 

 4 年生の太陽電池の

理科学習に企業がパネ

ルやソーラー電池で動

く自動車などを持参し

て説明。ソーラー電池

の力や電気の大切さを子どもたちは学んだ。 

 

⑪その他の支援 

・「スキー教室」支援 

  5・6 年生のスキー教室に地域の方や大学生 

等が支援 

・「昔の学習」支援 

  3 年生に昔の学校・遊び・暮らしについて

の話 

・「健康学習」支援 

  全学年に食生活や健康についてジャンボ

紙芝居を上演 

・「環境学習」支援 

 「びわこ守ったろうデー」にあわせて子ど

もたちと一緒に白鳥川の清掃活動を実施 

・「大凧作り」支援 

5 年生の大凧作りの指導と支援 

・「ホームページ」の更新とアップ 

広報活動 

 校内では、ボランティアルームや校内の掲示

板を通じて活動を展示。地域に向けては、コミ

ュニティーセンターが毎月学区全戸配付され

る広報誌に活動内容を掲載して周知に努めた。 

 

ボランティアの交流・研修 

 ボランティア同士の取組の発表や子どもへ

の対応などの研修会と情報交換を実施した。 

 

〈参加者の感想〉 

 20 代～80 代まで幅広い世代の方が参加して

くださった。久しぶりの学校を懐かしむ方や、

初めての学校に緊張する方などがおられたが、

子どもの学ぶ力に驚かれて、自分自身も学ぼう

とされたりして楽しかったという声が多かっ

た。 

 

２【事業の成果】 

 年度当初に学区全戸にボランティア募集の

チラシを配付したが申し込みがなく心配した

が、知り合いや紹介していただいた方など、合

計８０名余りの参加があった。 

 その結果、ボランティアさんは子どもたちの

ために力になれた事に喜びを感じて、地域で子

どもを見かけると今まで以上に声をかけたり

目配りしてくださるようになった。 

 また、子どもたちは、新鮮な目で地域の方た

ちの話を聞き学ぼうとする姿勢がみられた。 

 さらに、教師は専門的な支援をもらえたり細

かな目配りに安心して授業をすすめられたり

するなど多方面にとって成果の多い事業とな

った。 

３【今後の課題】 

 本校では、１０年余り以前に「ふるさと先生」

という取組があり、地域が子どもたちを支援す

る土壌はあったと思われるが継続が難しかっ

た。今年度の本事業での取り組みでその必要性

が再認識されたので継続のための関係者のさ

らなる理解の必要を感じた。 

 



【近江八幡市】学校支援地域本部「北里小学校」の取組

【北里小学校支援地域本部】

受けて、人権に関する内容の読み語りを学年１【事業の概要、特色等】

( )ボランティアポイント継続の取組 に応じた本の選定のもと実施して頂いた。読1
地域を挙げてたくさんのボランティアに学 書ボランティアは在校生の保護者が中心とな

校を支援していただいているので、本年度も って活動してもらっているが、読み語り終了

、 。北里商業協同組合の御協力を得て、小学校・ 後 図書室の整備もして下さる方もおられる

保育園・幼稚園にボランティアに来てくださ また、地域には現役時代図書館に勤務されて

った方々に北里商店街の買い物補助券を渡し いた専門家もおられ、多いときには週に３回

ている。学校へ来ていただいた方へのお礼と 図書室の整備をしてくださっている。図書室

共に地域商店街の活性化につながる取組とし 整備の中心として活動していただいている。

て定着化してきた。 本年度、読み語りの継続に対してＰＴＡより

予算をいただき、たくさんの本を購入できた

ことはこの事業の成功の証と考える。その中

で大型絵本も購入し、読み語りにも活用して

もらっている。

（２４年度下期分のボランティアポイント）

( )２年目を迎えた校内研での実践の積上げ2
本校が校内研究で総合的な学習・生活科に

取り組んで２年目になる。研究主題を「自ら （大型絵本で読み語り）

求め考発信する子どもの育成」とし、豊かな

体験活動を通して主体的に課題と向き合う子 ( )情報の収集と発信4
どもを目指している。その中で必要に応じて 本年度も近江八幡市主催の学校支援メニュ

地域の方々から学ぶ機会をできるだけ多く設 ーフェアに全員参加して研鑽を積んだり、地

けるように進めてきた。地域と学校のつなぎ 域の行事に参加したり、地域を歩いたりする

役を地域コーディネーターに委ねているがす こと等、取組を進めてきた。

べてお任せではなく、教師自ら学習の目的や また、地域コーディネーターの発行する広

ねらいと照らし合わせて、活用時期や活用方 報紙「ネット輪～ク」と共に、学校だよりや

法を決めて、地域コーディネーターやボラン 学年・学級通信で随時活動を知らせるように

ティアと綿密な連絡調整を行った上で授業を 心がけ、数多くの情報発信を行ってきた。

進めている。コーディネーターを地域交流の

〈工夫した点〉要とし、教師自らも地域に積極的に関わろう

と取り組んでいる。 ( )地域商店街との連携1
地域の子どもは地域でも育てるという意識

( )読書ボランティアによる読み語り の高い学区で、商店街の御協力のもと、学校3
昨年度から、落ち着いた朝のスタートと学 のために尽力くださる方に「ボランティアポ

力向上を目指して、全校で毎朝１０分間読書 イント」を発行している。ボランティアは無

に取り組んでいる。また、木曜日には読書ボ 料奉仕ではなく、ポイントを発行することで

ランティアによる 読み語り を行っている 謝礼となるばかりではなく、地域商店街の活「 」 。

１２月の人権週間の時には学校からの要望を 性化にも役立っている。



( )地域の方々との豊かな体験活動 ボランティアポイントは現保護者は対象外と2
、 。校内研究で、豊かな体験活動を通して主体的 し それ以外のボランティアの方々に渡した

に課題に取り組んでいる。本校のボランティ このポイントは北里商店街のみ有効ではある

アは多彩である。例を挙げると・環境・図書 が、大変好評であった。地域の活性化にも貢

・読み語り・昼休みおもちゃランド・紙芝居 献している。

・学習支援（調理、福祉学習、平和学習、食

育、ミシン）等々である。この豊富な人材を ( )地域→学校→地域の循環型学習2
活かして学年毎に豊かな体験と交流の場が展 本年度も校内研究と繋ぎ合わせて実践して

開されている。 いる。単に話を聞いたり教えを請うといった

受身の学習ではなく、子ども自らが課題を持

( )教師自らの行動力・実行力が決め手 って地域に出て行き課題を解決する学習活動3
地域ボランティアを地域交流の要として位 を行っている。例を挙げると、６年生では地

置づけているが、すべてを委ねるといった安 域商店街の方々と話し合い、活性化に繋がる

易なことはせず、教師自らが主体性を持って 方法を地域の方々と共に考え行動する学習に

計画・立案するように心がけている。 取り組んでいる。２学期末から商店街に地元

の人をたくさん呼ぼうと、ポスターを作成し

( )豊富な量の情報発信 街角に掲示する計画を進めている。また、自4
学習終了と同時に、学習の過程や成果物、 分たちも地域の商店街に出かけようと話し合

感想等を織り交ぜた通信を保護者や地域に向 っている。

けて発信している。保護者のみならず地域の

方々にも情報を発信することで、新たなボラ ( )図書室の充実3
ンティア発掘の一助となっている。 朝学習で読書に取組み、木曜日にはボラン

ティアによる「読み語り」を実施してもらう

、 。〈他校の参考となる点〉 ことで 本に興味を持つ子どもが増えている

昼休みになると子どもたちが図書室を訪れ、

○地域商店街との連携 読書している姿が日増しに増えている。読み

・ボランティアポイントの発行で、地域商 語りが終わるとボランティアの方々は図書室

店街も活性化 に移動し、書架の整理や飾り付けなどをして

○豊富な人材の発掘・登録 くださっている。いつも整って落ち着いた環

○成果は保護者のみならず地域全体へ情報発 境を創り出してくださっている。この活動に

信 対してＰＴＡから補助金を出し、ＰＴＡ文庫

を図書室の一角に設けた。本の選定から文庫

増設までボラ２【事業の成果】

ンティアが中

( )地域との連携 心となって活1
教育活動に協力いただいた方々に、お礼の 動してくださ

手紙や成果物、ボランティアポイントを渡し っている。

た。中には学校にお招きして感謝の会や試食

（大人気でたくさんの本が貸し会を催した学年もあった。

出されているＰＴＡ文庫）

（ ）２年食育

３【今後の課題】・ １ 年 を 通

本年度で４年を経過した本事業であるが、し て 野 菜 作

教師一人ひとりがこの事業の意義を深く理解り に 協 力 い

し、自らがコーディネートできる力を持つこた だ い た 方

とも必要であろう。そのためには、教師が地と の お で ん

域に愛着を持ち、進んで地域に出かけ、情報パ ー テ ィ と

を収集・教材化して、地域と共に子どもを育感謝状渡し

てるという高い意識が重要であると思われ

る。



子ども育ちを支える学校支援の取組   【 近 江 八 幡 市 】  

【武佐小学校支援地域本部】 

１【事業の概要、特色】  
本校では、平成 21 年度の 3 学期から本事

業を展開している。地域ぐるみで子どもを育

てる体制づくりをめざし、スタート時ボラン

ティア登録者 20 名から始まり年々たくさん

の方がボランティアとして学校の取組に参加

してくださるようになり、現在、登録者数 89
名に至っている（スクールガード約 120 名は

別に）。また、平成 23 年度から、ボランティ

ア活動の活性化を図るため登録者の中から各

町の代表と活動内容ごとの代表を決め（人数

の多い活動のみ）、地域コーディネーターと相

談しながら学校との連絡調整役としてボラン

ティア活動の推進に関わっていただいている。

今年度も本事業の一層の深まりをめざして、

学校と地域の方々との連携を進めている。 

◇ 町代表…８名  

◇ 活動代表…５名（家庭科・図書・水泳・

田畑・昔遊び） 

〈工夫した点〉 

 ボランティアさんに気持ちよく活動して

いただくため、ボランティア心得を作成しボ

ランティア室に掲示し啓発している。また、

活動して終わりでなく活動に再度参加したく

なるようボランティア活動に生き甲斐を感じ

られるよう、以下の取り組みをしている。 

〈他校の参考となる点〉 

 (1) ボランティア室の設営（拠点づくり） 

空き教室を利用してボランティア室を設

営し、活動の事前打ち合わせや事後の反省

を行っている。また、ボランティアさんが

自由に話し合える雰囲気づくりに努め、時

には、教育や生活について語り合ったりす

る憩いの場となっている。そして、その話

し合いの中から新しい活動へとつながって

いき、活動への広がりに役立っている。  
(2) 名札の作成  

来校者用とは別に 89 名全員の名札を玄

関に常備し、活動の際に利用してもらって

いる。名前を知ってもらうことにより、子

どもたちも親しみをもって接している様子

がうかがえる。  
(3) 封筒の用意・「通信」の発行  

全員宛の封筒を用意し、月 1 回「学校だ

より」といっしょに支援ボランティア・教

職員に「ボランティア通信」を配布して情

報の共有化を図っている。通信には活動に

参加していただいた方の名前を入れ、参加

してよかったと思ってもらえるよう敬意を

表すようにしている。登録者全員に活動の

依頼をすることができ図書ボランティアに

新たに男性が加わるなどの効果も見られた。    
(4) 活動内容を伝える掲示物の作成  

写真やカットを交えた掲示物を作成し、

ボランティア用掲示板を利用して児童や来

校者にも活動の様子を伝えている。  
(5) 感謝の気持ちを表す  
  お礼の手紙やパーティへの招待のほかに  
運動会の招待状や年賀状を子どもたちが手

書きで全員に送っている。また、音楽会や  
子ども祭り・人  
権集会・卒業式  
などの行事にも   
全員に参加を呼  
びかけ、ボラン  
ティア席を設け   
て感謝の気持ち  
を表している。  

◆事例① 町たんけん～ぼくらの町はどんな町 

３年生は、社会科の学習で自分たちの町の 

ようすを調べるため各町に探検に出かけてい

る。各町で町の特色を話してくださるボラン

ティアを探して欲しいという依頼を受け、電

話をかけたりお店を訪問したりして、７町の

ボランティアさんを探すことができた。伊庭

家やエコ広場、中山道武佐宿、神社や町名の 

  由来、近江牛、

豆腐の作り方、

コ ミ ュ ニ テ ィ

センター、ムシ

ャ リ ン ド ウ の

話など、地域な

ら で は の た く

さ ん の 貴 重 な

話 を 聞 く こ と

ができ、子ども

た ち が 地 域 に

親 し み や 愛 着

を 持 つ こ と が

で き る 取 組 と

なった。 

 



◆事例② 戦争体験の聞き取り 

地域内にある高齢者施設の利用者さんとの

交流についての事前打ち合わせの中で、最近

戦争体験の話ができる人が少なくなってきて

いるという話が出た。「利用者さんができはる

で」ということで、６年生の子どもたちが平

和学習の一環として高齢者の方から戦争体験

の聞き取りをすることになった。２班に分か

れ、２日間のべ 14 人のボランティアさんから

話を聞くことができた。子どもたちと利用者

さんたちが隣りあって座り、自己紹介をしな

がら和気あいあいと話し合いが進められた。

戦争中の食べ物や服装・学校での授業・遊び

など、子どもたちの質問にボランティアさん

たちは、昔を思い

出しながらしっか

りと話してくださ

った。そして、交

流会では、一緒に

仲良く料理を楽し

むほほえましい姿   

が見られた。 

 
◆事例③ 室町文化の体験 

 ６年生は、社会科の歴史学習で室町文化の

学習をしたあと「自分たちも体験してみよう」

ということで、華道・茶道・水墨画を教えて

いただいた（３班に分かれ交代で移動）。子ど

もたちは、緊張しながらも新しい体験に興味

津々で、神妙な面持ちで助言を聞いていた。

華道や水墨画では、作品のできばえに満足の

笑みを浮かべ、茶道では「結構なお手前でし

た。」という言葉も出るなど、とても楽しい体

験となった。花器や剣山・お花・茶器・茶筅・

煎茶など持ち込みで教えていただき、また、

後片付けには、この日他学年の活動支援に来

ていた家庭科ボランティアさんに手伝ってい

ただいて、いつ

もながら、地域

で支えられ育ま

れていることを

実感する取り組

みとなった。 

 

 

 

 

 

 

◆事例④消防団の見学 

４年生の社会 

科の学習で、昨 

年はクラスのＰ 

ＴＡの団員さん 

1 名に話を聞く 

だけだったが、 

今年は地域の消 

防倉庫にでかけ 

学区の分団長さ 

んはじめ 4 人の 

団員さんに話を 

聞くことができ 

た。消防団の主 

な仕事や苦労や 

工夫、本業との 

両立、喜びなどの話のほか、ホース作業や放

水などの実演、災害時備蓄倉庫内の見学、ま

た、消防車に実際に乗せていただき、正に目

で見て手に触れる体験をすることができた。 

◆その他  

家庭科実習・地域学習・障がい者理解・外

国の文化・朝の読み聞かせ・図書の整理・花

壇の整備・クラブ活動・運動会等学校行事時

の駐車誘導など、幅広い活動に支援をいただ

いている。 

 
２【事業の成果】  

今年度は、昨年度以上に地域にでかけ地域  
の人たちとのつながりを深めることに努め、

新しい人材を確保することができた。支援体

制も定着してきた。また、「次回もまた来た

い。」「子どもたちのためになるのがうれし

い。」など、ボランティアさんの喜びや生き甲

斐につながっている。子どもたちも地域を身

近に感じ「地域の人たちから大切にされてい

る。」という実感を持てるようになった。  
 

３【今後の課題】  
 カリキュラムとの兼ね合いもあるが、担任

がボランティアの導入にもっと積極的になれ

るよう事業への理解を深めることが大切であ

る。また、本事業の展開 4 年目で支援体制が

整ってきたとはいっても子育て中の保護者の

登録が少なく、ボランティアさんの高齢化が

進んできているのが現状である。地域や若い

世代への啓発もしていかなければと思う。そ

して、この事業が廃止されてもボランティア

による自主的運営ができるようなシステムを

工夫する必要があると考える。  



【近江八幡市】地域に根付く支援活動の輪とその広がり

【安土小学校支援地域本部】
１【事業の概要、特色】

地域における人と人とのつながりが希薄

化し、子育てや青少年の育成に関する地域

。 、の教育力の低下が叫ばれている現状 また

年々課題が多様化することによる教職員の

負担の増加などに対して何らかの手立てや

工夫が必要となってきた中での大変効果的

な事業であった。

昨年度に引き続き、今年度も本校に配置

されたコーディネーターを核として、体制

の組み直しに努力してきた。

学校での学習活動や校外学習などの直接

的な支援、生徒指導や生活指導などの側面

からの支援も含め、教職員が子どもとゆと

りを持って向き合うことができるよう、ま

た、地域の多くの方にも学校を支えながら

持っておられる力を発揮していただける場

として位置づけ、事業を進めたいと考えた

のである。

この取組が、学校の教育力を大きなもの

とすると同時に、地域の教育力を向上させ

ることにつながるものと考えるのである。

〈工夫した点〉

昨年度の実績を踏まえ、今年度は、さら

に多面的に学習活動に関わることでその支

援を組み込みながら、児童と触れ合う機会

を少しでも多く持つように考えた。

○学習支援

読書・生活科・社会科・総合的な学

習の時間

○環境整備

田畑・運動場

○クラブ活動

茶道

○行事

安土っ子フェスティバル・講演会等

の託児

〈他校の参考となる点〉

学校とボランティアの方々との連携を深

めることよりも、教職員とコーディネータ

ーとの連携強化を図り、学習活動において

どんなボランティアが必要なのか、どのよ

うな形で子どもたちと関わっていただくの

か、などの学習計画と、コーディネーター

の持っている情報について、日常的に交流

しやすい環境を作ることが大切であると考

えた。

年度当初は、職員がコーディネーターに

どんなことを依頼すればよいのか戸惑いが

あったが、徐々に連携がスムーズにとれる

ようになっていった。

まだまだ継続して取組を展開されている

先進校のような積み重ねはないが、改めて

本学区にはすばらしい力を持たれた人材が

たくさんおられ、たくさんの方の支援をい

ただきながら学習活動を進めることができ

ることに感謝している。

〈 〉事例紹介１＝安土っ子フェスティバル＝

本校では、毎年地域のボランティアの方

々が中心になって 前後のブースを担当15
しながら、子どもたちにさまざまな体験活

動をさせていただいている。今年度は、安

土小学校区のみならず、このような場があ

ることを知ってくださった大津市在住の方

も参加いただき、開催当日はあいにくの雨

600にもかかわらず、子どもと大人併せて

名規模の賑わいとなった。子どもたちにと

っては、普段出来ない体験を数多くさせて

いただくことができ、とても充実した時間

を過ごすことが出来たように感じた。

名を越えるボランティアスタッフの100
皆さんに対するアンケート結果では、ぜひ

来年度も参加したいとのありがたい声をい

ただいている。



〈事例紹介２ ＝学習支援＝〉

本校の 年生では、地域にある工場を見3
学させていただくとともに、地域の伝統産

業の学習や物作り体験なども社会科や総合

的な学習の一環として位置づけている。こ

こにも、地域のボランティアの方の協力が

なくては成り立たなくなっている。

学習内容とボランティアとのいろいろな

調整をスムーズにしていくコーディネータ

ーの役割は大変ではあるが重要なポジショ

ンであることに違いはない。

２【事業の成果】

学校の中にコーディネーターが配置され

て 年目になるが、担任の思いや要望が伝2
えやすくなった。一方、コーディネーター

にとっても、昨年度に引き続きそのポジシ

ョンについてくださっていることで、いつ

頃、どの学年が、どのようなボランティア

を求めてくるかをある程度予測した上での

動きを取ることが出来たのも成果の一つと

して挙げられる。また、支援してくださる

多くのボランティアの方々と出会い、触れ

合うことができる機会が増えたことは言う

までもない。

子どもたちにとってみても、地域の方々

を身近に感じ、コミュニケーションを取る

ことに対しての抵抗感も小さくなったよう

に感じた。

多様な形で学校を支援していただくとい

うことが、子どもに向き合う教師のゆとり

につながることはもちろんだが、子どもも

含めて、人と人とがより深くつながり合う

事業でもあったと感じる。

さらに、学習意欲の高まりや子どもたち

の活動の広がりなどにつながって来たこと

が大きな成果だと感じている。

３【今後の課題】

・今後、さらに多様な形での学校支援をし

ていただける方々の登録を増やしていく

ことが求められる。また、ボランティア

の方々や地域の方々に、多様な活動を通

信などで発信していくことによる理解と

協力の輪の拡大を期待している。

・コーディネーターを核として、ボランテ

ィア活動が定着していくためには、登録

された方々に対して定期的にニーズに応

じて活躍する場がなければならない。こ

のことを考えると、その場その場、必要

に応じて場を設定するものと、年間を見

通して、一定の活動を計画していくとの

バランスも考えていく必要があると考え

る。

・子どもたちとのふれあいの場がさらに膨

らんできたとき、行事への招待状をボラ

ンティアの方々に送って、ともに参加し

ていただいたり、学習発表の機会に聞い

ていただいたりと、双方向の交流が少し

ずつではあるが進めることが出来たが、

今後もさらに深めていきたいと考えてい

る。

・学校に対する支援の活動以外にも、ボラ

ンティアの方々の研修会の計画や、交歓

会、交流会などの実施も必要になってく

ると考えている。



 

 

 

 

１【事業の概要、特色】 

本校は、この事業以前から水田学習や図書の読

み聞かせをはじめ、その他、地域の方とつながり

がある。 

 また、５年前から保護者や地域の方々に来校い

ただいてオープンスクールを開催している。 

 地域の方の支援を受け、学校、家庭、地域が 

一同に会して交流活動を行なっている。 

 今年度より、老蘇まちづくり協議会としての支

援をうけた取組も始まった。 

 昨年度より募集を始めたボランティアの登録

数はまだまだ十分ではない。本年度も募集を行な

いボランテイアの確保に取り組んでいる。 

 また、学校支援の取組みの情報発信として、昨

年に引き続き『ボランティア

通信』を年に数回発行し、地

域に配布・回覧することでボ

ランティア活動の様子をわか

りやすく紹介している。 

 

〈支援活動の紹介〉 

 １年生 

 ・大型紙芝居による道徳･環境のお話を聞く 

       森本佐市郎さん（人生伝承塾） 

 

 

2 年生 

・たけのこ掘り 

・まち探検（地域の方にお話をうかがう） 

・野菜畑の耕作作業 

・いちご園訪問（収穫） 

 

 

 

 

 

 

 

【老蘇小学校支援地域本部】 

 

3 年生 

・地域学習 (奥石神社・みつくりが池・蓮池のお話) 

・地域学習(訪問) （養豚・いちご園・蓮根栽培) 

・企業支援『平和堂環境学習エコピースクラブ』 

・福祉教育学習（盲導犬のお話 原田勇さん） 

               (人生伝承塾） 

・森シゲミさん（でっちようかん作り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 年生 

・パッカー車によるゴミの学習(株)日吉南さん 

・はちみつ採取（養蜂家他ボランティアの方） 

・いちご園訪問（収穫） 

・菜の花の刈り取りと脱穀 

・菜種油を使った調理実習の支援 

・西の湖学習 奥田修三さん（人生伝承塾） 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 年生 

・水田学習(田植え～稲刈りまで)サン・燦ファーム 

・水生生物観察会（ボテジャコトラスト・仔魚の養流） 

・家庭科ミシン実習支援 

・消防署救急救命士による東日本大震災のお話  

・地域の会社見学 山梶製作所(株)       

  老蘇小学校  学校支援の取組         【近江八幡市】 



 

 

 

 

 

 

 

6 年生 

・家庭科ミシン実習支援 

・滋賀次世代文化芸術センター連携授業 

  （茶道体験・茶碗製作・お茶会体験） 

・地域歴史聞き取り学習 

・戦争体験のお話 （村地さん） 

 

 

 

 

 

 

 

（その他）  

・読書ボランティア（くすくすさん） 

・全校交通安全教室支援   

・託児支援  

・全校縦割り遠足随行支援 

・草刈りボランティア 

・全校マラソン大会見守り支援 

   

 

 

 

・オープンスクールデー支援 

（おにぎり作り・餅つき・しめ縄つくり支援） 

 

 

 

 

 

 

 

〈工夫した点〉 

・記録は随時作成し、その時の様子を写真とと

もに次年度に役立つように学年別に残して

おく。 

 ・定期的に支援いただいた活動や事業の取組に

ついて情報紙を発行してお知らせする。 

〈他校の参考になる点〉 

 ・コーディネーターが学校支援事業予定にもと

づき､地域の方との連携を図るために自由に

動きまわることができる。 

・学校支援地域コーディネーターに専用のパソ

コンを与えられているので、事業の記録を速

やかに作成することができる。 

2 【事業の成果】 

 本校では 2 年目に入り、昨年に比べて地域への

支援依頼も増加している。たとえば家庭科におけ

るミシンの実習支援などは効果も大きく、学習の

支援に貢献している。 

 特に各学年の地域学習において､地域の方に詳

しくお話をしていただき、自分たちの住む地域に

ついてより深く知ることができた。 

また、子どもたちにとっても、地域の方とのふ

れあいの機会が増え、つながりで支えられている

ことが実感できた。 

ボランティアの方も培ってこられた技術や経

験を子どもたちに伝えることにより、生きがいや

充実感を感じられている。 

3 【今後の課題】 

 ２年目を迎え本事業支援活動が継続していく

ために、ボランティアの人数を拡大していかなけ

ればならない。その点からも今後ボランティア登

録の方の数を増やすようにどう啓発していくか。 

 また、子どもの学習や教職員の要望に応えられ

るようなボランティアをどのように発掘してい

くか。などに対して、地域のまちづくり協議会が

発足始動するにあたり、既存のボランティア団体

とも連携をとりながら支援強化をはかるよう努

めていきたい。そして、将来的には組織として動

くことができる核つくりをしていきたいと考え

る。 



【八幡西中学校支援地域本部】

【事業の概要、特色】１

(１)平成２４年度八幡西中学校教育協議会

の設置(４月)および、役員の一部改選

と協議会の開催(４・８・１２・１月)

◆支援活動実施計画の策定と実施要綱の

広報活動および、ボランティアの募集

活動を行う。

(２)学習支援活動の実施(５～３月)

◆読書活動の一環として図書館の利用を

活発化させるため、図書の整理と拡充

および、図書の管理（製本・修理・登

録・廃棄など）を行う。

(３)部活動支援活動の実施(４～３月)

◆前年度から指導にあたっていただいて

いる部については、引き続き指導をお

願いし、今年度から新たに指導を願う

部については、広報活動を行い、地域

人材を活用して指導していただく。

(４)環境整備活動への協力支援

◆県下一斉で行われる環境活動（年間３

回）に取り組む。また、ＰＴＡ本部や

ＰＴＡ環境整備部と協力し、校舎の美

化活動や花植えなどを行う。

(５)地域コミュニティセンターとの共同事

業への参画

◆桐原学区コミュニティセンターの事業

である「地域花いっぱい運動」の拠点

、 、となり 季節の花の育成と栽培および

地域施設への頒布を行う。

(６)事業成果報告会の実施

◆本年度の学校支援事業の実施状況や活

動成果および、次年度に向けた取組に

ついて報告する。

〈工夫した点〉

・事業内容が地域にも分かるよう、ビラ

を作成し、コミュニティセンターとの

連携により校区内の全戸回覧を実施し

た。

・子どもたちにもどういう人が関わって

いるのかが分かるよう、玄関や図書室

に新聞や広報を張り出した。

・部活動指導については、コーディネー

ターや部活顧問との連絡調整を緊密に

持ち、学校教育方針に沿った指導をお

願いした。

〈他校の参考となる点〉

・図書館支援員さんには、単に図書の整

理や管理だけではなく、新刊紹介や読

書の魅力について、紹介していただい

た。それにより、支援員さんのモチベ

。ーションもあがっていったようである

・今年度の取組を支援員さんを通して地

域へ周知した。特に、コミュニティセ

ンターとの連携を深め 事業報告を 別、 （

紙）を掲示していただいたり連携した

取組を進めたりすることができた。

・成果については目に見える形で残すこ

とにした。特に事業報告は大きく張り

出し地域へも周知するように努めた。

２【事業の成果】

(１)部活動支援活動の実施

部活動に

ついては、

毎年、大き

な支援をい

ただいてい

る。２４年

度支援いた

だいた部活

動は、軟式

野球部・ソ

フトボール

部・男女軟式テニス部で、ほぼ、１年を通

してお世話になっている。

これらの部活動の支援員さんは練習試

合、公式試合にも時間が許せばベンチに入

り、指導をしていただいている。また、技

術指導だけでなく、マナーや試合に臨む心

構えなど、学校教育方針に沿って指導して

いただいている。

生徒数の減少に伴う教員数の減少によ

り、部活動の指導や維持が難しくなってき

ている中で、支援員さんによる部活動支援

は、生徒の部活動を保障するとともに、学

校の活性化にもつながっている。

今後も、これらの部活動については、指



導・支援を継続してお願いする予定であ

る。

(２)の各種学校行事の支援

今年度も、

記 録 用 と し

て 、 入 学 式

を は じ め と

し た 各 種 行

事 の ビ デ オ

撮 影 や 写 真

撮 影 を 支 援

員 さ ん に お

願 い し て い

る。

昨年の学校創立創立３０周年記念事業の

一環としてホームページをリニューアル

し、更新作業も、支援員さんにより定期的

にお願いしている。特に、行事等があった

場合は時間をおかずその日のうちに情報を

提供していただいている。

(３)環境整備支援

支援員さんとＰＴＡによる環境整備事業

と位置づけ年間を通して計画的に取り組ん

でいただいた。

大きくは、夏休みの一斉除草作業と、記

念式典２週間前に行ったビオラとパンジー

のプランターへの花植え活動をＰＴＡ本部

・環境整備

部と支援員

さんとの合

同 で 取 組

み、除草や

水やりとい

った日常の

世話を支援

員さんにし

ていただい

た。

支援員は時には、友人や地域の方をも誘

われ、夏の暑い日にも熱心に水やりや草取

りの世話をしていただいた。そのおかげで

いっさい枯れることもなく花を育てていた

だいた。

中庭の花壇には、ミニひまわり、アリッ

サム、マリーゴールドが植えられ、黄や白

、ピンク、オレンジと色とりどりの花を植

えていただきプランターのビオラやパンジ

ーとともに、校舎を美しく彩ってくれてい

る。

正面玄関の植え込みも、１年を通して計

、 、画的に実施し ５月から途切れることなく

美しい花の数々が本校を訪れる方々の目を

楽しませてくれた。

３月の卒業式、４月の入学式の頃には、

さらにチューリップが花を咲かせ、ストッ

ク、桜草とともに、ピンクのグラデーショ

ンで華やかに彩る

予定である。

また、中庭の校

長室に面した花壇

にも同じようにチ

ューリップ、スト

ック、桜草が植え

られ、卒業式や入

学式を含め、校長

室を訪れる来校者

の目にも届くよう

にと、いつも細や

かな心配りをして

いただいている。

３【今後の課題】

・学校支援地域本部事業を立ち上げ４年目

になるが、地域の人が、中学生や中学校

を支援していただくことの難しさを痛感

する。年３回、支援員募集の案内を行っ

ているが、中学校の敷居は高いようで、

思ったように人を集められない現実があ

る。

これは 「学校の考えるニーズと地域、

の支援者の一致」が事業発足当時からう

まく進展しないという点にあると思われ

る。

そこで、昨年度と今年度見られた課題

を再度検討し、次年度につながる取組を

行いたい。

・別室登校の生徒や怠学傾向の生徒の数が

増加しているが、学習の補助をお願いす

るこの分野の人材の発掘ができていな

い。教職経験者や本校卒業の大学生や保

護者の協力、さらには、候補者の新規掘

り起こしなどを行いたいと考えている。

・１月１０日現在、支援者登録数は、合計

５０名であるが、年度が終わろうとする

現在まで、支援者を十分に活用できなか

った。今後は年間計画の中にしっかりと

位置づけ、教科や総合、学活での活用を

促進したい。

・コーディネーターを中心に、登録の支援

者情報や状況を全教職員に周知徹底し、

その都度、活用計画を立て実施する。

・支援員間の交流を活発にし、支援員から

の情報提供を活用し、学校が活かせる人

材を増やしていく。



【近江八幡市】地域の力を学校に!! 学校支援ボランティア

１【事業の概要、特色】

「 」本校は学校教育目標として 自律・鍛錬

を掲げ、その実現のための１つとして「家

庭・地域と共生し信頼と連携が図れる学

校」づくりを進めている。

、「 」以前から本校では 安土の子は安土で

をスローガンに、さまざまな教育活動の中

で地域の方々の協力をお願いしてきた。

この事業２年目となる今年度は、昨年度

展開していた事業の継続とそれぞれの事業

の充実を図ることに重点を置くこととし

た。現在、６０名のボランティア登録があ

るが、それ以外にも学校や教員の要望に応

じて地域の人材の中からボランティアを要

請している。今年度は以下の活動を行うこ

とができた。

①環境整備活動･･･ボランティア３２名

本校には中庭に和風庭園があり、その

「 」 。一角に茶室 天正庵 が建てられている

ツツジや松、モミジ、桜などの豊かな植

栽が見られるが、その手入れが大きな課

題となっている。また、同時に校舎周辺

や敷地内に植えられている１０００株以

上の紫陽花の手入れにも悩んでいた。

今年度より、ＰＴＡ会員にも協力を呼

、 。 、びかけ 参加を得ることができた また

５人の方にはボランティア登録をしてい

ただくことができた。

○５月２９日（火）

中庭の植栽の剪定と除草活動

ボランティア１５名・ＰＴＡ１３名

計２８名が参加。昨年の倍の参加があ

り、広範囲に除草活動ができた。

ボランティアとＰＴＡによる紫陽花の剪定

○７月１０日（火）

紫陽花の剪定

ボランティア１０名・ＰＴＡ５名参加

【安土中学校支援地域本部】

○３月上旬（予定）

中庭の植栽の剪定と除草

②読書活動･･･ボランティア１６名

本校１、２年生は朝の「こつこつタイ

ム」で朝読書に取り組んでいる。そんな

中、月に一度の読み聞かせを読書ボラン

ティアに依頼している。今年度より、全

クラスに入っていただいている。１０月

には近江八幡市立図書館長を講師に迎え

て、勉強会を開いた。

○読み聞かせ活動

毎月第１火曜日に実施

毎回、読書ボランティア１１名が参加

昨年度は８クラスのみだったが、今年

度は全クラス（１２クラス）に入って

いただいている。

○７月２６日（火）

図書室の書籍整理

ボランティア４名が参加

○１０月２日（火）

近江八幡市立図書館長を講師に迎え、

勉強会を開催

安土小・中学校の読書ボランティアの

方２０名が参加

○２月５日（火 （予定））

読書ボランティアの方との懇談会

生徒の様子や読書活動についての交流

③茶道活動･･･ボランティア１２名

本校では地域学習を兼ねた特色ある教

育活動の１つとして、茶道体験学習を行

ってきた。

毎年１年生は全員が和室と天正庵を活

用し茶道体験学習を行い、お茶の作法を

地域のボランティアより学び、２人１組

で実際にお茶を点てていただくという体

験まで行っている。さらに、今年度は茶

道体験クラブを立ち上げ、部活動のない

水曜日に年５回裏千家・三井古流煎茶の

方に交代で指導していただいている。

また、昨年に引き続き本校の文化祭で

ある「天正祭」において、保護者向けの

茶会を開催した。当日は、事前予約の方

を含め６４名もの参加を得、大変好評で

あった。

○５月９日（水）

茶道体験クラブ（第１回）生徒１４名

裏千家のボランティアの方…２名



○５月１１日（金）

ミリアン市中学生一行１４名茶道体験

裏千家のボランティアの方…５名

○６月２０日（水）

茶道体験クラブ（第２回）生徒１５名

三井古流煎茶ボランティアの方…３名

天正祭保護者向けの茶会（煎茶）

○９月２９日（土）

本校文化祭「天正祭」での保護者向

けの茶会･･･ＰＴＡとの連携

保護者や地域の方６４名が参加

裏千家のボランティアの方…４名

三井古流煎茶ボランティアの方…３名

○１０月１０日（水）

茶道体験クラブ（第３回）生徒１０名

裏千家のボランティアの方…３名

○１１月１２日（月）

１年生（１１８名）茶道体験教室

裏千家のボランティアの方…７名

○１１月２１日（水）

茶道体験クラブ（第４回）生徒１２名

三井古流煎茶ボランティアの方…３名

○２月上旬（予定）

茶道体験クラブ（第５回）

④その他

昨年度から家庭科の授業で地域学習に

取り組んでおり、地域の人材を活用し、

西の湖の環境保全活動を行う傍ら、西の

湖のヨシを食材として活用する取組を進

めておられる方や地産地消を推進されて

いる方を招いて授業を行った。３年生の

進路学習会では安土在住の方を講師に迎

えた。

○６月２８日（木）

地域の人材を学校に招き、西の湖の環

境とヨシについての講演

○１１月５日（月）６日（火）

地域の食材と米粉を使った調理実習

地域ボランティア２名が参加

○１１月１７日（土）

３年生親子進路学習会

植物研究者の方を講師に迎えての講演

＜ ＞工夫した点

①環境整備活動の参加の呼びかけをＰＴＡ

会員にも行ったこと

②読み聞かせボランティアの方は思春期の

中学生に何を読んだらいいかなど不安に

思っておられたので、勉強会を開いた。

③昨年の１年生茶道体験教室の生徒のアン

ケートで、お茶をやってみたいという声

が多数あった。その声に答えて、茶道体

験クラブを立ち上げた。

＜ ＞他校の参考となる点

①環境整備活動などをＰＴＡに呼びかける

ことで、この事業をＰＴＡにも周知して

もらうことができ、新たなボランティア

登録の確保につながったこと。

②読み聞かせの勉強会を中学校区の小学校

ボランティアに声を掛けたことにより、

ボランティアの方の交流になったこと。

【 】２ 事業の成果

「安土の子は安土で」というこれまでの

積み上げの上にさらに地域の方々に学校支

援として関わっていただき、少しずつ中学

生や中学校への関心も高まってきていると

考えている。また子どもたちにとっても、

ボランティアの方々の姿を学校内で見る機

会が増え、地域の方々の思いを感じること

が大きな教育となっているはずである。さ

らに、環境整備活動については、職員では

充分にできない分野にボランティアの力が

入ることで日々の教育環境が整備されると

同時に学校の負担が軽減されており、この

効果は大きい。また、ＰＴＡに呼びかける

ことで、保護者の方にもボランティアの活

動を知っていただけたことを今後の活動の

広がりにつなげていきたい。

３【今後の課題】

今後も学校と地域を結び、学校にさまざ

まな地域の人材や力を取り入れていく。そ

のためにはさらに多くのボランティアの発

掘が必要である。また、支援活動の多くは

コーディネータの調整によるところが大き

いが、将来は日常的に地域の方々が学校に

入り環境整備を中心とした活動を展開する

ということが大切であると考えている。次

年度以降も規模を大きくすることを目指す

のではなく、現在の活動をよりスムーズに

きめ細やかに実施する事が方向性の１つで

あると思う。



 

 

 地域の豊かな人材を保育活動のなかに・・・【 近 江 八 幡 市 】 

                                            【金田幼稚園支援地域本部】 
 
１【事業の概要、特色等】 
 今 年 度 よ り 学 校 地 域 支 援 本 部 事 業 に
取 り 組 む こ と に な っ た 。金 田 学 区 で は 初
め て の 事 業 で あ り 、地 域 の 方 に こ の 事 業
を 知 っ て も ら う こ と か ら 始 ま っ た 。ま ず
は 保 護 者 、そ し て 、今 ま で か ら 交 流 の あ
っ た 方 を 中 心 に 今 年 度 は 事 業 を 進 め て
い っ た 。  
 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 保 護 者 や コ
ミ セ ン 等 で 人 材 発 掘 を し て 、幼 稚 園 が 必
要 と す る ボ ラ ン テ ィ ア を 集 め て も ら っ
て 、保 育 活 動 に 参 加 し て も ら う こ と が で
き た 。  
 従 来 の 幼 稚 園 と 家 庭 だ け で は 経 験 で
き な い こ と や 、人 と の か か わ り が た く さ
ん も て る よ う に 計 画 し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（木工遊び） 
〈工夫した点〉 
 初 年 度 と い う こ と も あ り 、地 域 の 方 に
事 業 を 知 っ て も ら う こ と を 第 一 に 考 え
た 。  
 地 域 へ の 情 報 紙 の 中 に コ ー ナ ー を 設
け た り 、保 護 者 同 士 の 口 コ ミ で ボ ラ ン テ
ィ ア の 参 加 者 を 増 や し た り し て き た 。  
 職 員 が ど ん な 支 援 を 必 要 と し て い る
の か も 、指 導 計 画 を た て る 時 に 一 緒 に 考
え て も ら っ て 、 長 期 的 な 見 通 し の な か
で 、ボ ラ ン テ ィ ア の 参 加 を 募 る よ う に し
た 。  
 単 発 で 終 わ ら な い よ う な 、継 続 で き る
活 動 を 取 り 入 れ る よ う に し た 。ま た 、幼
児 の 見 え な い と こ ろ で 協 力 し て く だ さ
っ て い る 方 も 、一 年 の 中 の ど こ か で お 礼
が 言 え る よ う な 場 を も つ こ と に し た 。
（ 今 年 度 は お で ん パ ー テ ィ に 招 待 し た ） 
 
 
 
          （ 大 根 の 種 ま き ） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（おでんパーティに招待して） 
〈他校の参考となる点〉 
 地 域 を よ く 知 っ て お ら れ る 方 に コ ー
デ ィ ネ ー タ ー を 依 頼 し た の で 、 職 員 が
「 こ う い う 所 に 行 き た い 」「 こ う い う 地
域 の 行 事 を し た い 」な ど の 要 求 に 的 確 に
対 応 し て い た だ い て 、ス ム ー ズ な 活 動 が
で き た 。  
 
２【事業の成果】 
・初 年 度 で あ り 、1 学 期 は ほ と ん ど 活 動

で き な か っ た が 、幼 児 の 生 活 の な か に     
 定 着 し た も の も で き た 。  
（ 毎 週 火 曜 日 の 絵 本 の 読 み き か せ ）  
・ 地 域 の 多 様 な 人 と の か か わ り が で き

た 。ゆ っ く り・じ っ く り か か わ っ て も
ら っ て 、幼 児 の 要 求 に も 丁 寧 に 対 応 し
て も ら い 、「 や っ た 」「 で き た 」と い
う 自 信 が で き た 。  

・ 参 加 い た だ い た ボ ラ ン テ ィ ア の 方 も
「 子 ど も 達 の パ ワ ー を も ら い ま し た 」
「 今 日 は こ ん な 子 ど も 達 の 要 求 が あ
っ た の で 、今 度 は 〇 〇 を 用 意 し て き ま
す 」 と 交 流 を 喜 ん で い た だ け た 。  

（ 木 工 ボ ラ ン テ ィ ア ）  
・ 地 域 の 特 別 な 行 事 を 知 る こ と が で き 、

幼 児 な り に 地 域 の 良 さ（ 伝 統 行 事 ）を
知 る こ と が で き た 。 （ 篠 田 の 花 火 ）  

・事 業 の こ と が 、少 し ず つ 保 護 者 や 地 域
の 人 に 広 が っ て き て 、ボ ラ ン テ ィ ア へ
の 参 加 者 も 増 え て き て い る 。  

  
３【今後の課題】 

今 年 度 、参 加 く だ さ っ た ボ ラ ン テ ィ ア
の 方 や 登 録 し て く だ さ っ た 方 の 人 材 バ
ン ク の 整 理 が 必 要 で あ る 。  

今 年 度 の 成 果 を 地 域 の 人 に 発 信 し 、更
な る 多 様 な 人 の 参 加 を 望 み た い 。  
 
 



 

 

  みんなの運動会を気持ちよく！！     【 近 江 八 幡 市 】  

                                           【安土幼稚園支援地域本部】 
  
１【事業の概要、特色等】 
 
  み ん な の 運 動 会 を 気 持 ち 良 く ！ ！  
   ＝ 環 境 面 を サ ポ ー ト し よ う ＝  
 
・ 日 時 ： 平 成 24 年 9 月 18 日 ～ 21 日  
    午 前 8 時 30 分 ～ 9 時 00 分  
・ 場 所 ： 幼 稚 園 園 庭  
・ 対 象 ： 保 護 者 ・ 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア  
・内 容：運 動 会 が 近 づ い て き た こ の 時 期

に 保 護 者 や 地 域 の み ん な で 園 庭
を き れ い に し 、子 ど も た ち に 気 持
ち 良 く 運 動 会 を し て も ら お う と
い う も の 。  

    朝 、 子 ど も た ち を 送 っ て き た
後 、 1 時 間 の 除 草 作 業 を 行 う 。  

    園 児 も 順 次 、自 由 に 除 草 作 業 に
参 加 し て い く 。  

    地 域 ボ ラ ン テ ィ ア に も 参 加 の
声 か け を す る 。  

 
〈工夫した点〉 
・子 ど も を 園 へ 送 っ て き た そ の 続 き に 除
草 作 業 を し て も ら え る よ う 、時 間 を 工 夫
し た 。  
・夏 季 と い う こ と も あ り 、時 間 を 短 く し
て 、 集 中 的 に 4 日 間 を 設 定 し た 。  
・ 鎌 を 園 で も 用 意 し た 。  
・パ ラ ソ ル や タ ー プ テ ン ト を 用 意 し 、日
陰 を つ く っ た 。  
・子 ど も た ち に も 声 を か け 、一 緒 に 除 草
作 業 に 参 加 す る 。  
・園 庭 へ 出 て き て 遊 ぶ 子 ど も た ち の 姿 を
見 な が ら 、 除 草 の 作 業 が で き る 。  
・ 「 運 動 会 」 と い う 目 標 を 明 示 し た 。  
 
 
〈他校の参考となる点〉 
・園 児 を 送 っ て き て 、そ の ま ま 作 業 に 入
る と い う 時 間 帯 が 良 か っ た よ う だ 。保 護
者 も 無 理 な く 参 加 が で き た 。ま た 、１ 週
間 と い う 期 間 を 設 定 し た こ と で 、自 分 の
都 合 に 合 わ せ て 参 加 が で き た よ う だ 。こ
の こ と は 、地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア に お い て
も 同 じ こ と が い え る よ う だ っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２【事業の成果】 
 
・４ 日 間 連 続 し て 行 っ た が 、「 み ん な が
す る の な ら 、私 も す る わ 」「 明 日 は そ の
つ も り で 送 っ て く る わ 」 と い う 具 合 に 、
日 に 日 に 参 加 人 数 が 増 え て い っ た 。  
・送 っ て き た そ の つ い で に で き る と い う
気 軽 さ が 参 加 し や す か っ た よ う で あ る 。
ま た 、毎 日 短 い 時 間 だ っ た の で 負 担 は 軽
か っ た よ う だ 。  
・運 動 会 に 向 け て が ん ば っ て い る 子 ど も
た ち に 、せ め て 環 境 面 で 協 力 し た い と い
う 思 い が 大 人 に も あ っ た よ う だ 。  
・自 分 達 で「 今 日 は こ の エ リ ア を … 」と
め あ て を 決 め て 取 り 組 ん だ こ と に よ り 、
作 業 能 率 も あ が っ た 。  
・ 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア も 積 極 的 に 参 加 し 、
保 護 者 や 園 児 と も 交 流 し な が ら 、楽 し ん
で 作 業 が で き た 。園 児 も 除 草 の 様 子 を 見
て 自 然 と や り は じ め 、ボ ラ ン テ ィ ア が 教
え る と い う か か わ り も 見 ら れ た 。  
・登 録 ボ ラ ン テ ィ ア 以 外 の 方 も 聞 き つ け
て 参 加 し 、ち ょ ボ ラ 支 援（ ち ょ っ と ボ ラ
ン テ ィ ア ） と な っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３【今後の課題】 

 
・参 加 保 護 者 の 口 コ ミ や 園 か ら の 誘 い か
け に よ っ て 、日 を 追 う ご と に 参 加 人 数 が
増 え て い っ た こ と は 大 き な 成 果 で あ る
が 、あ る 程 度 の メ ン バ ー か ら も う ひ と ま
わ り 輪 を 広 げ て い き た い と 考 え る が 、な
か な か 広 が っ て い き に く い 。  
・定 期 的 な ボ ラ ン テ ィ ア 行 事 と し て 根 付
か せ て い く よ う に し た い 。  
・保 護 者 と 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア さ ん の 交 流
を 今 後 も 深 め て い く た め の 方 策 を 考 え
る 。  
・今 後 は さ ら に 地 域 を 巻 き 込 ん だ 事 業 を
い か に 展 開 さ せ て い く か を 考 え て い く
必 要 が あ る 。  



                                                 
１【事業の概要、特色等】 
 
今年度 5 年目をむかえた本校の学校支援

地域本部事業は、平成１９年度末に問題行
動が顕著化していた学校の状態を改善させ
ようと校区の民生委員・補導員・自治会長・
PTA が学校支援団体「栗中改革サポータ
ー」を発足させたことがスタートである。
「地域の大人」が学校の様々な教育活動の
場面で生徒を見守る機会を設け、生徒たち
の学校生活環境を支援する基盤が整った。 

後にこの活動は現在の学校支援地域本部
事業「栗中サポーター」に引き継がれるこ
ととなった。当初は、授業時間の校内巡回
や清掃活動、通学立番など、生徒たちを「見
守る」取組を中心にすすめてきた。4 年間
にわたる継続した「見守り活動」を中心と
した取組を、今年度は「生徒との協働活動」
を取り入れた取組へと支援活動を広げ、地
域と学校が共通の活動を通して、共により
よい学校教育環境づくりをめざそうとして
いる。 
 現在、地域住民サポーター３２名、保護
者サポーター９名、合計４１名の方々が栗
中サポーターに登録をいただき、次の７つ
の活動に取り組んでいただいている。 
 
① 学習環境支援 
校内美化を兼ね授    
業中の校内を巡回。 
生徒の学習の様子 
や校舎内外の破損 
状況等を確認。  
 
 
② 図書室支援 
書籍整理、室内清 
掃など図書室環境 
の向上を担う。 
また、蔵書データ 
登録作業支援も 
実施。 
 
 
③ 清掃指導支援 
日常の清掃時間に 
生徒の清掃活動を 
指導、支援する。 
 
 
 
 
 
 

 
 
④ 環境整備支援 
花の植え替えや除 
草作業などの環境 
整備作業を行う。 
主に PTA 環境整備 
作業との合同実施 
が多い。 
 
⑤ 通学マナーアップ 
登下校時の危険箇 
所での交通立番。 
通学路の危険箇所 
や生徒の通学状況 
の報告が学校での 
通学指導に生かさ 
れている。 
 
⑥ 学校行事・生徒会活動支援 
 
三者懇談会期間   １年生交通安全教室 
駐輪場パトロール   
 
 
 
 
 
 
 
1 年生校外学習    学校をきれいに 
交通立番       する取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒会との校内美化活動 
「みんなの生活向上隊」 
 
 
 
 
⑦ 栗中コミュニティガーデン 
今年度からの新しい 
取組として、校内に 
生徒と地域住民が協 
働で運営する菜園を 
設け、様々な学校教 
育活動で活用できる 
野菜や花を栽培する。 

『栗中サポーター』                【栗東市】 

【栗東中学校支援地域本部】 



２【事業の成果等】 
 
～栗中コミュニティガーデンを通して～ 
 
 これまで本校で実施してきた学校支援地
域本部事業の活動内容は、通学マナーアッ
プ支援での登下校立番、学習環境支援での
校内巡回など主として栗中サポーターが生
徒の学校生活を様々な角度から「見守る」
ことが中心であった。しかし、学校支援地
域本部事業をスタートさせた当時の学校教
育環境は、数年にわたる継続した栗中サポ
ーター活動により落ち着いた環境へと改善
され、生徒、教師の表情にも良い変化が見
られるようになってきた。常に栗中サポー
ターは学校生活を「見守り」、また学校が支
援を要請するケースがあると、快く支援を
提供してくれていた。この「頼もしい助っ
人」は学校全体に大きな安心を生み出し、
生徒たちの学校生活を支える一助となって
いた。このように栗中サポーターと学校と
の一定のよい関係が築かれてきた昨年度末、
栗中サポーターからこれまでの「見守り活
動」からより一歩学校教育活動に踏み込ん
だ「協働活動」へと発展させたいとの声が
あがり、まずその最初の取組として、校内
に菜園を設置し、生徒との協働活動による
野菜、花の栽培を実施することとなった。 
 造園は本校の学校支援地域本部事業後援
事業所に依頼し、肥料は地域の環境センタ
ーから堆肥を提供していただいた。また、
さつまいもの苗は、栗中サポーターを通じ
て地域の農家から寄付していただくなど、
まさに「地域の力が結集した菜園」となっ
たのである。 
 生徒スタッフは、委員会や部活動などの
既存の集団ではなく、有志生徒を募った。 
2 年生女子 8 名が生徒スタッフとして手を
挙げ、栗中コミュニティガーデンが開園し
たのである。 
 栗中サポーターによる菜園運営会議によ
り、今年度は、さつまいも、大根などの野
菜を栽培し 2 年生の職場体験学習の一環で
ある「起業体験学習」の店舗で、地域と学
校が育てた「栗中産野菜」を販売すること
が決まった。 
 栗中サポーターが、長年の経験から培っ
た知恵や技術を生徒に教え伝えながら苗植
えから収穫までを行った。11 月初旬、無事
3 日間の開店日に合わせて野菜を収穫する
ことができ、栗中サポーターと生徒が育て
た野菜は、生徒運営の起業体験学習店舗
「Hot House」に並び、地域の方々に販売
することができた。収入の一部は社会福祉
協議会に寄付し、一部は学校支援地域本部

事業の活動費とし、次年度の菜園用の品々
の購入費に充てることとした。 
 今後、年間を通じて食育や教科学習等に
活用できる野菜や花等を栽培し、学校教育
活動と栗中コミュニティガーデンとの関わ
りをさらに広げていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本校の学校支援地域本部事業は、この 5

年間、年を重ねるごとに学校環境の改善や
生徒の表情の変化などに成果を感じ取るこ
とができていた。さらに今回初めて実施し
た「栗中コミュニティガーデン 栗中産野
菜販売」を通じて、校内だけの取組であっ
た栗中サポーター活動が地域へと広がり、
さらにこの新しい取組は新聞やテレビなど
のメディアでも取り上げられ、栗中サポー
ター活動がより多くの方に認知されること
となった。これまで「栗中サポーター通信」
を通じて地域へ活動を定期的に発信してき
たが、実際に栗中サポーターが地域で生徒
とともに活動する姿を地域住民が直接見る
機会を設けることは、「栗中サポーター活
動」がいかに学校教育活動に密着し、支援
を着実に広げているかを伝える効果がある
と感じた。このことは栗中サポーター自身
の活動への成就感、モチベーションへとつ
ながっているようにも思われる。 
 
３【今後の課題】 
 何よりこれまでの取組を継続していくに
は、事業費の確保が必要である。学校独自
の対策を考え資金をやりくりしていくにも
限界があり、ぜひともわずかでも国、県、
市等からの一定の資金保障を継続していた
だきたい。また、長年携わっていただいて
いる栗中サポーターはおられるものの、新
規加入が伸び悩んでいる現状があり、地域、
保護者への広報活動を活発にし、より地域
に根差した取組へと発展させたい。 



【湖南市】「地域と協働でつくる学校」

【岩根小学校支援地域本部】

護者の方が来校する中での開会式は、も１【事業の趣旨】

本校児童育成の大きなめあてとして「子 ちろん、子どもたちの進行で行い、いよ

どもをお客さんにしない」というスローガ いよチケットの販売へ。食べ物をつくる

ンを掲げているが、その取組の一つが「ホ 子、お客さんに渡す子、お店の呼び込み

タルまつり」である。これは、ホタルが一 をする子と、それぞれが交替をして約１

匹でも多く光を放って飛んでくれることを 時間と少しの活動を完了した。また、後

願うとともに、ホタルを育ててくださって 片付けがポイントで、それこそほんの小

いる地域の方に感謝するお祭りとして定着 さなゴミも見落とさないよう、協力をし

しつつある。これも最初から今のシステム て、きれいな後始末ができた。

が出来上がったのではなく、徐々に地域と その後は、グルー

学校が一緒になって創り上げてきた経緯が プ別に学校裏の川に

ある。 飛ぶホタルを観賞し

今から６年前、地域の有志の方々が「岩 て昨年以上に美しい

根にホタルをとばそう会」を結成。卵から 光を見ることもでき

育てた幼虫の放流に本校児童が関わったこ た。

とから、以後環境学習の一環として、河川

３【事業の成果】愛護のための清掃や啓発活動につなげ、ひ

いては本市ロータリークラブさんの牽引と ○会場を学校に移したことと、より地域の

全面的な経費支援による「ホタルまつり」 方が支援してくださったことで、地域を

へと発展していった。 あげて子どもを支える催しに近づいてき

４年目からは、学校の企画、運営で、支 た。

援母体を地域に移しての活動を継続してき ○コミュニティ・スクールの委員会が関わ

た。そして、今年度からは、企画や運営全 りをもち始めたことで、来年度からＣＳ

般を本校コミュニティ・スクールの委員会 が企画、運営をしていく足がかりをつく

が負う形への移行を試み、来年度には真に ることができた。

地域と学校が協働する形の「子どもをお客 ○学校裏のホタルをみんなが観賞したこと

さんにしない行事 になればと考えている で、これからもホタルが飛ぶ川としての」 。

環境を整えていこうとする気持ちをもつ

ことができた。２【事業の概要、特色】

まつり当日は、６年生の児童が９つのブ

４【今後の課題】ースに分かれ、保護者の手助けを得ながら

チケットで買いに来る地域のお客さんにお ○大行事だけに、地域の方や保護者には、

店を開く催しである。これまでは、地域の どうしても支援を仰がなければならない

農村集落センターで開催していたため、会 が、子どもたちにど

場への移動が必要であったが、今年度から こまでやりきらせる

は、会場を学校に移したため、子どもたち かを明確にしたい。

にも時間的な余裕が生まれた。 ○限りあるチケットが

当日、子どもたちは下校せずに、そのま 児童に行き渡るよう

ま学校に残り、地域の方が準備してくださ 来年度からは、何と

ったテント内のブースに分かれ、これも保 かチケットの前売りを導入したい。その

護者が大まかな準備を 方法が煩雑にならなような手立てを講じ

してくださった材料を なければならない。

もとに、それぞれに開 ○コミュニティ・スクール委員が主体とな

店の準備を行った。 り、学校や地域とうまく連携していける

夕刻、小学校の児童 方法と目的を共有していくことを確実に

を中心に、卒業生や保 進めていかなければならない。



 

 

 『第４回 あすなろウィンターカーニバル』 

あすなろボランティアの活躍【 湖 南 市 】    

                                         【菩提寺北小学校支援地域本部】 
 
１【事業の概要、特色等】 
 今 回 で 第 ４ 回 を 迎 え る「 あ す な ろ ウ ィ
ン タ ー カ ー ニ バ ル 」 を 24 年 1 月 19 日
（ 土 ）に 開 催 し ま し た 。こ の 事 業 は 菩 提
寺 北 小 学 校 が 学 校 支 援 地 域 本 部 事 業 を
始 め た 21 年 1 月 か ら 、 学 校 と 地 域 を 結
び ボ ラ ン テ ィ ア 同 士 も 顔 見 知 り に な り 、
結 び つ き を 強 く で き る よ う に 。ま た 子 ど
も 達 の「 ふ る さ と づ く り 」の 一 環 と し て
始 ま り ま し た 。年 々 、盛 況 に な り 第 ４ 回
の 今 回 は 参 加 者（ 子 ど も 、保 護 者 、地 域
の 人 、教 職 員 ）約 250 人 、ボ ラ ン テ ィ ア
約 100 人 総 勢 約 350 人 の 賑 わ う カ ー ニ バ
ル と な り ま し た 。  

《中庭でのもちつき》 前日の雪も溶けて 
威勢のいい餅をつく音が響きます 

つきたてのもちをお母さんたちが手際よ
く、醤油、きな粉餅に丸めていきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菩 提 寺 北 小 学 校 の

キャラクター 

あすなろちゃん 

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

昔遊び、こま、羽子板、

お手玉、折り紙を地域の

方に教えてもらいます 



 

 

 
〈工夫した点〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《子どもボランティアも活躍》 
受付、あすなろカフェ、バザー、配膳などを
積極的に行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《ウッドクラフトに夢中になる子ども達》 
 
〈他校の参考となる点〉 
 
ウ ィ ン タ ー カ ー ニ バ ル に 向 け て 、バ ザ ー
の 品 や 、手 作 り 品 を 用 意 し て 、カ ー ニ バ
ル の 会 場 で あ す な ろ カ フ ェ を 開 催 し ま
し た 。こ の 日 の 売 上 金 が 、来 年 度 の ウ ィ
ン タ ー カ ー ニ バ ル や 、あ す な ろ 応 援 団 活
動 の 資 金 と も な り ま す 。  
子 ど も 達 に も 買 え る よ う に 、求 め や す い
価 格 に し 、実 際 の お 金 を 使 う 練 習 に も な
り ま し た 。  
 
子 ど も た ち を 積 極 的 に 動 か し 、お 客 様 に
し な い よ う に 、 活 躍 の 場 を 作 り ま し た 。 
 

 
《 バ ザ ー &手 作 り 品 》  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２【事業の成果】 
 
お 膳 立 て し た も の で 遊 ば す の で は な く 、
す べ て 手 作 り で 、想 像 力 を 働 か せ 色 々 な
も の に 挑 戦 し ま し た 。  
その中で、いろいろな年代の地域のボランテ
ィアの方々との交流を図ります。 
 
ボ ラ ン テ ィ ア も 出 来 る 事 を 担 当 し 、誰 も
が 主 役 に 、誰 も が 楽 し め る 、そ し て 学 校
を 核 と し て 地 域 が ひ と つ に な る 事 業 に
な っ た と 思 い ま す 。  
  
３【今後の課題】 

 
学 校 支 援 地 域 本 部 事 業 の 予 算 が 年 々 削
ら れ る 状 況 の 中 、ど う や っ て こ の「 あ す
な ろ 応 援 団 活 動 」を 継 続 し て い く か 、毎
年 そ の 課 題 と む き あ っ て い ま す 。  
 そ ん な 中 、少 し ず つ 、ア イ デ ア を 出 し
な が ら 、 資 金 作 り に 挑 ん で い ま す 。  
菩 提 寺 北 小 学 校 は 住 宅 地 の 中 に あ り 、大
き な 会 社 や 商 店 も な い の で 、寄 付 を 募 る
こ と も 難 し く 、本 当 に 個 人 個 人 の 小 さ な
努 力 、協 力 で 成 り 立 っ て い ま す 。コ ツ コ
ツ と や っ て い ま す 。そ ん な 意 味 で も 、地
域 の 絆 作 り は 重 要 な も の だ と 感 じ て い
ま す 。  
 

あすなろちゃんのしおり 
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【湖南市】『菩っこを育てる会』

【菩提寺小学校支援地域本部】

１【事業の概要、特色等】

本校は「菩っこを育てる会」実行委員が

柱となり、６つ（学習・見守り安全・読

書活動・クラブ活動・環境整備・寄り添

） 。 、い の支援活動を行ってきた そのなかで

「 」 、『 』寄り添い支援 は 家庭教育支援事業

へと確立していった。

また、新たに「菩っこを育てる会」を中

心にした、本校の裏山再生プロジェクトを

長期計画で取り組んでいる。

〈工夫した点〉

○実行委員会の回数を増やし、学校で必要

としている事を今まで以上に把握出来るよ

うになった。

○事業を行うにあたり、ボランティアの拠

。 、点となる部屋の確保が必要だった そこで

使用されずにあった旧用務員宿舎に風を通

すことから始め、地域・保護者・実行委員

の力でリフォームし念願のボランティアの

拠点『菩っこはうす』が完成した。

昨年末には 『菩っこはうす』で初の実、

行委員会を行

うことができ

た。今後それ

ぞれの活動に

大いに活用し

ていきたいと

思っている。

〈他校の参考となる点〉

地域のお年寄りパワーに支えられてい

る。ネットワークの広さは、心強い限りで

ある。

＊春の全校遠足＊

一緒に歩いてもらいました。

２【事業の成果】

昨年度に引き続き、それぞれの支援は継

続して活動してもらっている。地域の人が

多い中 「読書活動支、

援 」 で は 、 Ｐ Ｔ Ａ 保

護 者 が 図 書 室 改 革 に

取 り 組 み 始 め て 、 少

し ず つ だ が 成 果 が 見

えてきた。

支 援 活 動 の 様 子 を

ホ ー ム ペ ー ジ や 全 戸

配 布 の 広 報 誌 で 発 信

し 、 多 く の 人 に 知 っ

てもらうことができた。

支援活動以外に本年度は 「裏山再生プ、

ロジェクト 「旧用務員宿舎リニューア」、

ル（菩っこはうす 」を計画実行した。）

「裏山再生プロジェクト」･･･本校の裏

山は、子どもたちの絶好の学び・遊びの場

であるが、長年

の雨水浸食で危

険 な 箇 所 が あ

り、児童・保護

者・地域の協力

を得て再生する

よう実行中であ

る。来年度５月

には“ヒメヤシ

ャブシ”苗を植え、先人の砂防の工夫を知

るとともに緑化を願う活動を計画してい

る。

「菩っこはうす」･･･活動後、ボランテ

ィアさんがゆっくりできるようになった。

３【今後の課題】

今年度は、保護者への発信「ほっ♪と

サロン」の活動が定期的に開催できなかっ

たので、来年度は『家庭教育支援事業』ほ

っとルームのみなさんと一緒に定期的にで

きたらと思っている。

学校・家庭・地域のそれぞれの立場で

お互いの意見や思いを語り、話し合える場

作りを積極的に設けたい。

「菩っこはうす」のより充実した活用方

法を検討したい。

昔 の 再 生 事 業 を

学 ぶ た め の 掲 示 物



 

 

「「心心ののふふるるささととづづくくりり」」水水戸戸小小学学校校   【【 湖湖 南南 市市 】】  

                                         【水戸小学校支援地域本部】
 
１【事業の趣旨】 
  

平 成 22 年 よ り 、 地 域 ぐ る み で 学 校 運
営 を 支 援 す る 体 制（ 水 戸 っ こ 応 援 団 ）を
立 ち 上 げ て 教 員 が 子 ど も と 向 き 合 う 時
間 の 拡 充 に 務 め て い る 。ま た 、子 ど も た
ち が「 社 会 や 地 域 の 自 分 」を 意 識 し「 心
の ふ る さ と 」 と し て 学 校 や 地 域 を 愛 し 、
地 域 に 貢 献 で き る よ う 、学 校 を 中 心 に 家
庭 ・ 地 域 と 連 携 し 育 ん で い き た い 。  
 
２【事業の概要、特色】 
 
（ １ ） ボ ラ ン テ ィ ア ル ー ム  

 
水 戸 っ こ 応 援 団 を 立 ち 上 げ 2 年 が 経

ち 、保 護 者 や 地 域 の 方 に 毎 月 お 便 り で ボ
ラ ン テ ィ ア の 登 録 を 呼 び か け 、活 動 の 様
子 を 写 真 や 手 書 き の イ ラ ス ト を 使 っ て
分 か り や す く 伝 え る 工 夫 を 続 け て い る 。
月 に 一 回 、学 期 に 一 回 、年 に 一 回 で も 参
加 し て く れ る 方 を 増 や し て い き た い 。ボ
ラ ン テ ィ ア が 学 校 に 自 分 の 場 所 が あ る
と 足 を 運 び や す い と い う 事 や ボ ラ ン テ
ィ ア 同 士 が 交 流 で き る 居 場 所 が 必 要 と
感 じ 、今 年 度 は 先 生 方 と 相 談 し て 一 階 に
ボ ラ ン テ ィ ア ル ー ム を つ く り 、会 議 や 製
作 場 所・活 動 後 の 休 憩 場 所 と し て 活 用 し
て い る 。窓 の 外 に は 中 庭 の 芝 生 ラ ン ド が
あ り 、休 み 時 間 に 子 ど も た ち が 元 気 に 遊
ぶ 姿 が 見 ら れ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 水 戸 ま つ り 後 、 お 茶 タ イ ム で ほ っ と 一 息  

 
 
 
 
 
 
 
 
■ 過 去 の お 便 り 、 事 業 の  

仕 組 み 、 活 動 を 紹 介  

  

 
（ ２ ） ワ ー ル ド カ フ ェ ｉ ｎ 水 戸  

 
夏 休 み に は 、ボ ラ ン テ ィ ア と 全 職 員 と

の 交 流 会 を 企 画 ・ 開 催 す る 事 が で き た 。
コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 研 修 で 参 加 し た 会
議 の 進 め 方 で あ る ワ ー ル ド カ フ ェ の 手
法 を 使 っ て ゲ ー ム な ど を 用 い 自 己 紹 介
か ら 始 め 、先 生 方 に ボ ラ ン テ ィ ア が 聞 い
て み た い 事 や 子 ど も た ち に つ い て 感 じ
て い る 事 な ど を 話 し 合 っ た 。  

本 校 で 全 職 員 と の 交 流 会 は 初 め て の
試 み で あ り 、忙 し く て 時 間 が と れ な い 先
生 方 に と っ て も ボ ラ ン テ ィ ア か ら 見 た
子 ど も た ち の 姿 は い つ も と 違 っ た も の
が あ り 有 意 義 な 会 と な っ た 。  

ワ ー ル ド カ フ ェ で は 対 話 が 非 常 に 重
要 で あ り 、進 行 役 で あ る コ ー デ ィ ネ ー タ
ー に と っ て も な ぜ こ の 会 を 行 う か 、ど の
よ う な 目 的 が あ る の か を 明 確 に す る 必
要 が あ っ た 。会 議 と 違 い 、い か に「 心 地
よ い 」 空 間 を 演 出 す る か も 工 夫 し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ ４ ７ 名 の 参 加 が あ り 、 賑 や か な カ フ ェ ♪  

  
ま た 、東 日 本 大 震 災 の 被 害 を 受 け て 避

難 場 所 と な っ た 小 学 校 の 様 子 や 日 頃 か
ら 学 校 支 援 地 域 本 部 事 業 に 積 極 的 に 取
り 組 ん で い た 地 域 で は 、学 校 と 地 域 住 民
と の つ な が り が 強 く 、結 果 と し て 避 難 所
の 自 治 組 織 が ス ム ー ズ に 進 ん だ と い う
デ ー タ を 紹 介 し 、地 域 の 中 の 学 校 の 在 り
方 を 考 え る 機 会 と し た 。  
 
（ ３ ） 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動  

 
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア「 た ん ぽ ぽ の 会 」は

朝 の 読 書 、 お 昼 休 み の お は な し 会 の 他 、
図 書 室 の 整 備 、本 の 修 繕 な ど の 活 動 を 通
し て 子 ど も た ち に 本 の 楽 し さ を 伝 え て
く れ て い る 。朝 の 自 由 読 書 で 本 を 選 び に
く い 子 ど も が い る 事 に 気 づ い た ボ ラ ン
テ ィ ア が 、チ ャ ー ト 式 の ク イ ズ を 手 作 り
し 楽 し み な が ら 本 選 び が で き る よ う に
掲 示 し て く れ た 。  
 



 

 

 
■ チ ャ ー ト ク イ ズ  

で タ イ プ 別 に お 勧  

め の 本 を 紹 介 。  

タ イ プ は Ａ ～ Ｏ  

ま で 15 タ イ プ 。  

大 人 も 楽 し め る ♪  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３【事業の成果】 
  

交 流 会 を 通 じ て 先 生・ボ ラ ン テ ィ ア ・
コ ー デ ィ ネ ー タ ー と が 学 校 や 子 ど も た
ち の 状 況 や 課 題 を 共 有 で き た 。今 後 み ん
な が 同 じ 目 標 を 持 っ て 取 り 組 む こ と に
よ り 、こ の 事 業 が さ ら に 豊 か な 内 容 に な
る と 期 待 で き る 。  
 図 書 ボ ラ ン テ ィ ア と 図 書 協 力 員 が 連
携 し 、授 業 時 間 に ブ ッ ク ト ー ク を 行 う な
ど 、ボ ラ ン テ ィ ア 自 ら が ア イ デ ア を 発 信
で き る 場 が あ っ た 。ま た 、本 校 で 湖 南 市
学 校 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア・協 力 員 の 交 流
研 修 会 が 開 催 さ れ た 際 に は 、他 校 の 図 書
ボ ラ ン テ ィ ア か ら「 チ ャ ー ト を 作 ら せ て
ほ し い 」「 水 戸 の 図 書 室 が 明 る い 雰 囲 気
で 素 敵 だ っ た の で 見 学 に 行 き た い 」と い
う 声 を い た だ き 、ボ ラ ン テ ィ ア の 大 き な
自 信 と な っ て い る 。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水 戸 ま つ り や マ ラ ソ ン 大 会 な ど の 学
校 行 事 で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア も 経 験 を 重
ね 、連 絡 や 準 備 を ス ム ー ズ に 行 う 事 が で
き た 。今 年 度 は ボ ラ ン テ ィ ア か ら 地 域 の
方 に 声 を か け て も ら い 参 加 し た 方 も い
て 、 理 想 的 な 形 と な っ た 。  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４【今後の課題】 
 
（ １ ） 保 護 者 の 参 加  
 

本 校 で は 保 護 者 の 参 加 が ま だ ま だ 少
な い 。ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 と ま で は い か な
い が 、声 を か け て も よ い と い う 方 も お ら
れ る の で そ う い う 方 に 参 加 し や す い 案
内 を 心 が け 、ま た 一 度 参 加 さ れ る と「 楽
し か っ た 」と い う 声 を 聞 く 事 が で き る の
で 間 を あ け ず に つ な い で い き 、コ ー デ ィ
ネ ー タ ー か ら 、担 任 か ら 、子 ど も か ら 足
を 運 び や す い 案 内 を し て い く 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ ２ ） ボ ラ ン テ ィ ア 同 士 学 び の 場 に  
 

活 動 が 定 着 し て い く よ う ボ ラ ン テ ィ
ア が 経 験 し た 事 を 伝 え て い け る 場 の 提
供 や ボ ラ ン テ ィ ア が 学 び た い こ と を 聞
き 取 り 研 修 会 を 開 催 す る 。ボ ラ ン テ ィ ア
と 全 職 員 と の 交 流 会 は 継 続 し て い き た
い 。  
 
（ ３ ） 学 校 と コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 連 携  
 

事 業 に 慣 れ て き た 分 、先 生 と コ ー デ ィ
ネ ー タ ー の 打 ち 合 わ せ 時 間 が 少 な い 。活
動 後 ボ ラ ン テ ィ ア を 交 え た 報 告・反 省 の
場 は 必 要 で あ る し 、少 な い 時 間 で も 密 に
連 絡 が と れ る 関 係 を 築 い て い き た い 。  



【 】「 」できる人ができる時にできる事を みなみっこ応援団 湖南市

【石部南小学校支援地域本部】

１【事業の概要、特色等】

石部南学区のみなみっこ応援団は、でき

る人が、できるときに、できる事を支援し

ています。子どもたちの為に役立ててうれ

しいと、生きいきと活動され、地域の活力

にもつながっています。森林環境ボランテ

ィア「みどりのバトンタッチ」の活動は１

２年目を迎え、年間を通して子どもたちに

森林環境学習を行っています。

〈学校農園ボランティア〉

学 校 環 境 整

備 は 地 域 ボ ラ

ン テ ィ ア さ ん

に よ っ て 毎 年

手 入 れ さ れ て

い ま す 。 こ の

写 真 は 学 校 農

園 を 耕 し て い

ます。

〈金環日食観測会〉

天 体 観 測 ボ ラ ン テ

ィ ア 、 石 部 南 ま ち づ

く り 協 議 会 と 全 校 生

徒 合 わ せ て ５ ５ ０ 人

が 集 ま り 合 同 観 測 会

を 行 な い ま し た 。

〈地域参加者打ち合わせ会〉

子 ど も た ち

と 一 緒 に サ ー

ク ル 活 動 に 参

加 し て 下 さ る

方 と 、 先 生 方

と 一 年 間 の 計

画 や 目 標 を 話

し合います。

〈図書ボランティア〉

本の読みきか

せや、寸劇を交

えて行われるお

話会は子どもた

。ちに人気です

朝の読みきかせは、８時３０分から行わ

れます。授業が始まる前に本の読みきかせ

をしていただくことで、子どもたちに落ち

着きを与えてくれます。



〈環境学習ボランティア〉

環境学習ボランティア「みどりのバトン

」 、 、タッチ の皆さんには 裏山の下草刈りや

年間を通して、子どもと一緒に活動をして

います。

〈ゲストティーチャー〉

地域の方にゲストティーチャーとして来

て頂く場合、授業の趣旨等を十分理解して

頂くために、ボランティアの方と何回も打

ち合わせをおこないます。電話やメールよ

り、顔を見ながら打ち合わせするようにし

ています。

〈PTA部会〉

PTA部会のメンバーは、現PTAや元PTA、P

TA役員を経験された方で構成されていま

す。学校行事を把握されているので、行事

が近まると「行けるときにはいくわ」と積

極的に学校行事ボランティアに協力してく

ださいます。内容は校外学習付き添い、体

育大会、マラソン大会等。

今年度行われた、滋賀県道徳研究大会で

は、会場設営や受付、駐車場係などお手伝

い頂きました。

〈地域との交流〉

「 ふ れ あ い■

フ ェ ス テ ィ バ

ル 」 は 地 域 ボ

ラ ン テ ィ ア さ

ん が 指 導 者 と

な り 、 子 ど も

と 保 護 者 が 一

緒 に ア ト ラ ク

シ ョ ン を 体 験

します。

地 域 の デ ィ■

、サービスにて

高 齢 者 と の 交

流 会 を 行 い ま

した。

体 育 大 会 に■

石 部 高 校 吹 奏

楽 部 の 皆 さ ん

が 演 奏 を し に

来 て く れ ま し

た。



老人クラブの方と１年生との昔遊び交流■

会。交流会が終わったら、クラスに分かれ

て一緒に給食を頂きます。

福 祉 施 設 の 方 と の■

交 流 。 子 ど も た ち や

保 護 者 、 地 域 ボ ラ ン

テ ィ ア の 皆 さ ん が 一

つ の 輪 に な り 、 江 州

。音頭を楽しみました

ふれあい音楽祭では、合唱クラブの方に■

歌を披露していただいています。

〈工夫した点〉

今年で３年目となる、学校応援団広報紙

を月に１回発行することにより、ボランテ

ィアの活動内容や、地域の方の関わりを掲

載し、地域の方に学校応援団の事を理解し

てもらう。

ボランティア自身の経験や専門性を生か

せるようにコーディネートする。

活動に対するお礼は、子どもの「笑顔」

と「ありがとう」の言葉です。ボランティ

ア活動が行われた後のお礼は出来るだけ早

く行う。

ゲストティーチャーとの打ち合わせは、

何回も顔あわせをして行うように心がけて

いる。

ボランティアさんの負担にならないよう

に、出来る人が、出来るときに、出来るこ

とをして頂くための雰囲気作りを心がけて

いる。

〈他校の参考となる点〉

「PTA部会」

現 PTAや OBの

方 が 中 心 と な

っ て 、 活 動 し

て い ま す 。 活

動 は 主 に 、 学

校 行 事 等 の 協

力 を し て 頂 い

て い ま す 。 部

会の方には子どもさんが卒業されている方

もおり、今後のみなみっこ応援団組織の中

心的存在になって行く部会です。

「ボランティア研修会」

学 校 ボ ラ ン

テ ィ ア と 教 職

員 と の 合 同 研

修 会 を 行 っ て

い ま す 。 研 修

会 の 後 の 意 見

交 換 で は 地 域

と 学 校 の 思 い

を認め合う機会になれた。

２【事業の成果】

学校では、教師が子どもと向き合う時間

の確保や学習活動の充実。

地域の方々とふれ合うことで、子どもた

ちの地域への愛着が深まるとともにコミュ

ニケーション能力が高まる。

ボランティアさんの技術や経験を子ども

たちに教えることにより、ボランティアさ

んの生きがいにつながっている。

３【今後の課題】

総合的な学習には、地域ボランティアさ

んがゲストティーチャーとして、来て下さ

ることが多いので、様々な分野での地域ボ

ランティアさんの発掘。

単発的なボランティア活動は、１回参加

して終わりになりがちなので、今後継続性

を持たせるためにも、ボランティア参加後

の反省会を行い横のつながりの強化。



 

 

子ども、地域、ＰＴＡ共同活動  

～「ふれあいまつり」で義援金を贈ろう ～ 【湖南市】  

                                         【石部小学校支援地域本部】 
 
１【事業の概要、特色等】 
 石 部 小 学 校 と 南 相 馬 市 の 原 町 第 一 小
学 校 は 一 昨 年 か ら 学 校 同 士 の 交 流 が あ
っ た 。 そ こ で 、 石 部 小 学 校 の 学 校 支 援
本 部 事 業 、 「 石 部 小 学 校 学 校 応 援 団 」
で は 活 動 の ひ と つ と し て 南 相 馬 市 に 義
援 金 を 送 る こ と を 検 討 し た 。  
 石 部 ま ち づ く り 協 議 会 の 「 ふ れ あ い
ま つ り 」 で 模 擬 店 を 出 店 し 、 収 益 金 を
原 町 第 一 小 学 校 に 送 る こ と を 計 画 し
た 。  
 
○ 事 業 の 主 旨  
１ 石 部 小 学 校 の 子 ど も が 自 分 た ち で 考

え 、 計 画 し 、 主 体 的 に 活 動 を 行 う 。
「 お 客 さ ん で な い 」 社 会 の 中 で 役 に
立 っ た 自 分 を 経 験 し て ほ し い と 考 え
た 。  

２ 地 域 の 方 、 Ｐ Ｔ Ａ 等 で き る だ け 多 く
の 方 に 協 力 を お 願 い し 、 子 ど も と 地
域 、 大 人 が 一 つ の 目 的 を 持 っ て 活 動
し て い く 中 で 、 子 ど も に は た く さ ん
の 大 人 の 中 で 育 っ て い る こ と を 感 じ
て ほ し い と 考 え た 。  

３ 地 域 の 方 、 Ｐ Ｔ Ａ 、 子 ど も が 一 緒 に
活 動 す る こ と で「 学 校 を 中 心 と し た 」
多 世 代 交 流 が で き る 様 に 考 え た 。  

 
○ 経 緯  
１ 「 ふ れ あ い ま つ り 」 に 模 擬 店 を 出 店

す る 子 ど も を 募 集 し た 。 す る と １ 年
生 か ら ６ 年 生 ま で ５ ７ 名 の 応 募 が あ
っ た 。 子 ど も た ち の 「 や る 気 」 を 嬉
し く 思 う 反 面 、 人 数 の 多 さ に 人 数 を
絞 る こ と も 考 え た が 子 ど も の 「 や り
た い と 思 う 気 持 ち 」が 大 切 だ と 考 え 、
計 画 、内 容 を 検 討 す る こ と と し 、「 石
小 子 ど も 隊 」 を ５ ７ 名 で ス タ ー ト し
た 。  

 
２  石 部 小 学 校 子 ど も 隊 」 結 成  

 
昼 休 み に 計 ５ 回 「 子 ど も 隊 会 議 」 を
開 い た 。 そ の 場 で は 地 域 コ ー デ ィ ネ
ー タ ー で あ る 教 頭 を 中 心 に み ん な 話
し 合 っ た 。  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

・ 目 的 の 確 認  
「 自 分 た ち で 働 い て 原 町 第 一 小 学 校

へ 贈 る 義 援 金 を 集 め る 。 」  
・ 何 の 模 擬 店 を 出 す か 。  
・ 班 分 け 、 役 割 分 担  
・ ど う し た ら 模 擬 店 を 成 功 さ せ ら れ る

か 。  
・ 収 益 金 を 上 げ 、 多 く の 義 援 金 を 集 め

る に は ど う し た ら い い か 。  
・ ス ー パ ー ボ ー ル す く い 、 た こ せ ん と  

ジ ュ ー ス 、 ク レ ー プ 、 カ フ ェ と ワ ッ
フ ル 、 手 作 り と く じ の ５ つ の 模 擬 店
を 出 店 し た 。  

 
集 ま っ た 意 見  

 
・ た く さ ん の お 客 さ ん に 来 て も ら え る

よ う ポ ス タ ー 、看 板 、招 待 状 を 作 る 。 
・ 挨 拶 、 声 か け の 練 習 を す る 。  
・ お つ り を 間 違 え な い よ う に 算 数 の 勉

強 を が ん ば る 。  
 
３ 実 行 し た こ と  
 

・ 「 ふ れ あ い ま つ り 」 へ の 招 待 状 を
一 人 １ ０ 枚 、 家 族 、 近 所 の 人 に 自
分 で 渡 し に 行 っ た 。  

・ ポ ス タ ー を 持 っ て 朝 の 休 憩 時 間 に
各 教 室 を ま わ り ， 大 き な 声 で 「 ふ
れ あ い ま つ り 」 に 来 て く れ る よ う
呼 び か け た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 「 ふ れ あ い ま つ り 手 作 り 隊 」 の 結 成  
  
 た く さ ん の 義 援 金 を 集 め る た め 、 Ｐ

Ｔ Ａ と 地 域 と 子 ど も が 一 緒 に 活 動 を
成 功 さ せ る た め 、手 作 り 品 を 作 る「 手
作 り 隊 」 へ の 協 力 を 呼 び か け た 。 地
域 の 方 、 Ｐ Ｔ Ａ と ２ ０ 数 名 の 方 に ご
協 力 い た だ き 学 校 応 援 団 事 務 所 で 活
動 。 昼 休 み に は 、 「 子 ど も 隊 」 の 子
ど も も 一 緒 に 活 動 し た 。  

子ども隊会議   

手作り隊の活動   



 

 

５  ６ 年 生 の ク ラ ス 全 体 の 応 援  
 
 「 ふ れ あ い ま つ り 」 に 向 け た 活 動 を
見 て 、 ６ 年 生 が ク ラ ス 全 体 で の 協 力 を
申 し 出 て く れ た 。 ク ラ ス 全 員 が 缶 バ ッ
ジ を 作 っ て 「 ふ れ あ い ま つ り 」 を 応 援
し て く れ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６  「 ふ れ あ い ま つ り 」  
 
 「 ふ れ あ い ま つ り 」 当 日 、 悪 天 候 の
中 、 子 ど も ５ ７ 名 、 大 人 １ ８ 名 で ５ つ
の 模 擬 店 を 出 店 。た く さ ん の 地 域 の 方 、 
石 部 小 学 校 の 児 童 、 教 員 が お 客 さ ん と
し て 模 擬 店 に き て く れ た 。 ま た 、 テ ン
ト 設 営 等 会 場 の 準 備 も 地 域 の 方 の ご 協
力 を い た だ い た 。  
 ま た 、 石 部 ま ち づ く り 協 議 会 に も こ
の 活 動 に 協 力 し て い た だ け た 。 子 ど も
の お 昼 代 を 負 担 し て く だ さ っ た り 、 出
店 し て い る 子 ど も の 安 全 確 保 を 応 援 し
て く だ さ っ た 。  
 た く さ ん の 方 の 応 援 を い た だ き 、 ３
０ ， ４ ０ １ 円 の 収 益 金 と な っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７  結 果  

１ １ 月 ２ ０ 日 。 以 前 か ら 石 部 小 学 校
と 交 流 活 動 を し て い た 南 相 馬 市 の 嵐 孝
治 さ ん が 石 部 小 学 校 を 訪 問 さ れ た 際
に 、 「 ふ れ あ い ま つ り 」 の 義 援 金 と Ｐ
Ｔ Ａ の 募 金 を 預 け 、 １ ２ 月 ６ 日 、 原 町
第 一 小 学 校 に 届 け ら れ た 。  
 

 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
２【事業の成果】 

   
 「 自 分 た ち で 働 い て 、 東 日 本 に 義 援

金 を 送 る 」 と い う 目 的 を 持 っ て 、 子
ど も た ち が 今 の 自 分 に で き る こ と を
自 分 た ち で 考 え 、 話 し 合 い 、 実 行 で
き た こ と は と て も 意 義 の あ る こ と で
あ っ た 。 ま た 、 活 動 し て い く 中 で 応
援 し て く れ る 人 た ち が 増 え て い っ た
こ と も 嬉 し い こ と だ っ た 。  

  学 校 を 拠 点 と し て 、 た く さ ん の 人
た ち の 交 流 の 場 が で き 、 地 域 の 行 事
で あ る「 ふ れ あ い ま つ り 」に 参 加 し 、
目 的 を 達 成 で き た こ と が 、 子 ど も も
関 わ っ て く だ さ っ た す べ て の 方 に と
っ て も 良 い 体 験 と な り 、 自 信 に な っ
て く れ た こ と を 願 う 。  
 
３【今後の課題】 
 

 今 年 度 、 こ の 取 組 を 次 年 度 ど う 繋 げ
て い く か が 課 題 だ と 考 え る 。  

南相馬の嵐さんからのお礼の手紙   

ふれあいまつりの様子   



自分がすき・友達がすき・学校がすき・下田がすき

【湖南市】スクールサポートネットなすびぃず

【下田小学校支援地域本部】

１【事業の概要・特色】

今年度の「なすびぃず」の活動は、昨年

度より継続しているものに加え、新しく立

ち上がったものもあるなど、幅を拡げるこ

とができた。

《各事業についての報告》

校外学習・街探検等における

付き添いサポーターの充実

子どもたちが小学校以外で活動をすると

きに見守り・支援してくださるサポーター

が増え、活動への参加の形もいろいろなも

のができてきた。

① 従 来 通 り 、 徒 歩 で

の 校 外 学 習 で 子 ど

も た ち に 付 き 添 っ

て 一 緒 に 活 動 し 、

支援する。

② 子 ど も た ち が 通 行 す

る 商 店 街 で 、 店 頭 や

危 険 箇 所 に 立 っ て 見

守りをする。

③バスに乗っての校外学習

など、遠出のときに付き

添い、支援する。

図書ボランティア

（ ）こっとん・トン♪チームY よみきかせ

（ ）こっとん・トン♪チームB 図書室整理

下田小学校では学校支援地域本部の活動

開始以前より「よみきかせボランティア」

（現 ）が活動をこっとん・トン♪チーム Y
行 っ て お り 、 今 年 度 も

そ の 活 動 は 継 続 さ れ て

いる。その中で、サポーターのスキルアッ

プ や 新 し い 人 材 の 発 掘

よ み き か せ 講と な る 「

習会 こっ」の開催や 「、

」とん・トン♪チーム B
と い う の 活図 書 室 整 理

動が開始した。

学習支援サポーターの充実

今年度は、様々な形でサポーターが子ど

もたちの普段の活動(授業)に参加してくだ

さった。特に盛んだった活動は以下の 例4
ミシンの指導補助 新だが ほかにも や、 「 」 「

」などの活動・体力テスト時の測定の補助

もあった。

「田んぼのこ」支援サポーター①

以前より 年生の「田5
んぼのこ」の活動に多数

のボランティアが参加し

てくださっていたので、

今年度からはなすびぃず

も積極的に関わっていく

ようにした。

水泳指導補助サポーター②

先 生 方 に 必 要 性 を お 聞

きしたところ 「見守りで、

い い の で ど な た か 来 て 下

されば助かります 」とい。

う こ と だ っ た の で 、 数 名

の サ ポ ー タ ー に 声 を か け

たところ、 名のサポーターが快く引き受1
、 、けてくださり 水泳の授業に何度も参加し

指導・見守りをしてくださった。

「校内音楽会」練習サポーター③

昨年度より 名のサポーターが活動して2
くださっており、今年

度は昨年度に比べ、練

習のより早い段階から

指導の補助についてく

ださった。

「スキー教室」付き添い指導サポーター④

以前より「スキー教室」時のサポーター

の必要性があったので、今年度より数名の



サポーターに参加を

お願いした。保護者

の方だけでなく、地

域の方も参加してく

ださり、子どもたち

に丁寧に指導してく

ださった。

休み時間を利用したボランティア活動

「おり紙の日」
（月1～2回程度 中休みを利用）

地 域 の 方 か ら 下 田

小 学 校 に 直 接 ご 連 絡

子 ど も たく だ さ り 「

ち と 一 緒 に 何 か し た

い 、 お 手 伝 い を し た

」 。い。 とお話があった

何 度 か コ ー デ ィ ネ ー

タ ー と 話 を し て い く

う ち に 「 」 がお り 紙

得 意 と わ か り 、 そ れ

を 生 か し て 子 ど も た

ち に 教 え て も ら え る

こととなった。今では子どもたちも楽しみ

にしてくれている。

環境整備ボランティア

学校正面の花壇の整備

昨 年 末 に 学 校 正 面 の

花 壇 を 整 備 し た い と い

う 地 域 の サ ポ ー タ ー の

声 が あ り 、 他 の 方 に も

協 力 を お 願 い し た と こ

ろ 快 く 引 き 受 け て く

だ さ り 、 花 壇 の 整 備

が 実 現 し た 。 正 月 に

葉 ボ タ ン や ビむ け て

な ど の 植 物 を 寄オ ラ

贈してくださり、それらを

サポーターと先生、コーデ

ィネーターで植え付けた。

今後も季節に応じて花壇を

整備していくことになった。

清掃ボランティア

コメットさん★
（金曜日／１３：３５～１３：５０）

昨年度から活動を開始した「清掃ボラン

ティア」の愛称を「コメットさん★」と名

付け、子どもたちに

親しんでもらえるよ

うにした。活動には

名のサポーターが1
参加してくださって

おり、子どもたちに丁寧に清掃の指導をし

てくださっている。

クラブ活動支援サポーター

今年度も昨年度に引き続

き数名のサポーターがおの

おの持っている特技を生か

して活動に参加してくださ

っている。

定期的な情報の発信

「 」なすびぃずNEWS

な す び ぃ ず 開

設 以 降 「 な す び

ぃ ず 」 をNEWS
、発行してきたが

今 年 度 は よ り 定

期 的 に 発 行 す る

ようにした。

〈工夫した点〉

①サポーターを募集する際、昨年度はチラ

シの配布など、広範囲に知ってもらえる

ようにしていたが、今年度は直接個人に

お願いすることに重点をおいて募集をし

た。

② 年生の保護者に学校支援地域本部の活1
動を知ってもらうため、こちらから積極

的に関わるようにした。例えば、参観週



間中の 年生の活動に手伝いとして加わ1
ったり、小さいお子さんの相手をしたり

しながら、なすびぃずのスタッフ（コー

ディネーター）の存在を知ってもらい、

活動について話す機会を持った。

③活動に参加してくださったサポーターの

方々に子どもたちから「 」などをお手紙

書いてもらえるように先生方にお願いし

た。

④地域の方々にイベント等を知ってもらえ

るように、商店街やまちづくりセンター

に協力していただき、ポスターの掲示・

チラシの設置をさせていただいた。イベ

ント後にはポスターとチラシの回収を行

い、イベントの様子を説明させていただ

き、今後の協力をお願いした。

⑤「なすびぃず 」の紙面に、活動にNEWS
参加してくださったサポーターの方々の

写真やコメントを多く載せるようにし、

サポーターの募集についても過去に参加

してくださった方々のコメントや先生方

からの声を載せるように心がけた。

〈他校の参考となる点〉

・子どもたちと直接関わりを持ち、休み時

間などに子どもたちが遊んだり、話がで

きるような環境作りをしている。

「 」・ 総会や学校行事の際に なすびぃずPTA
の活動について発信をしている。

２【事業の成果】

こっ・ よみきかせ」のみの活動だった「「

とん・トン♪ チ」が、活動の幅を拡げ「

」 、ーム 図書室整理B（ ） ができたことで

たくさんの子どもたちの前ではよみきか

せをすることに抵抗はあるが、本が好き

で、子どもたちとも関わりたいと思って

いた「 」を発掘することがで隠れた人材

きた。他にも「 」のように授おり紙の日

子どもたちの業などとは関係がないが、

を楽しみになるようなボランティア活動

花壇の整はじめることができたこと 「、

備 サポーターの声からはじま」のように

があったことも成果の１つ。った活動

・昨年度と同様 なすびぃずのスタッフ コ、 （

ーディネーター）が子どもたちと直接関

わることが多かったことで、子どもたち

に「 」が学校に出入りす先生以外の大人

ることが特別なことではないと思っても

らえるようになってきた。子どもたちか

今度はいつサポーターさん来てくれら「

」という声をかけられることも多るの？

くなった。

・昨年度に比べ先生方からのボランティア

（サポーター）の依頼が多かったように

。 、思う 先生方に学校支援地域本部があり

活動をしていることが ととら普通のこと

えてもらえるようになったのではないか

と思う。

・定期的に「なすびぃず 」を発行しNEWS
たことで、サポーターの活躍を保護者の

方々に知ってもらうことができるように

なり、それを見た保護者がボランティア

に興味を持ってくれるようになった。少

しずつではあるが「なすびぃず 」NEWS
を見ての問い合わせもでてきた。

３【今後の課題】

・現在活動しているボランティアの内容・

活動・支援が今後もうまく継続され、引

き継がれていくようにしていくこと。

・学校側の細かな要望がスムーズに伝わる

ために学校や担任とどう関わり、連携を

していくか。

・ボランティア初心者が、活動に喜びを感

じてさらに自ら主体的に参加できるよう

に環境整備を進めること。



【湖南市】【湖南市】「東っ子応援団」の取組「東っ子応援団」の取組

【三雲東小学校支援地域本部】

１【事業の概要、特色】

学校と家庭そして地域が、子どもの課題を

共有し、課題解決に向け、一体となって連携

の方向を探るとともに、地域の大人との様々

なふれ合い活動を通して、子どもの安全と学

習活動の充実を図る。そのために、大きく次

の３点を中心に取組を進めている。

◇学習活動を支援する。

◇安心・安全を確保する。

◇学習環境を整備する。

（１）農園ボランティア 〈夏野菜の苗植え〉

校門入り口近くと校舎裏の二ケ所に約５ア

ールの農園があり、農園活動として、全校で （２）図書ボランティア

野菜を育てる活動や３・４年生が菜種を育て 図書館協力員さんの来校に合わせて、図

収穫する活動を行っている。ボランティアさ 書ボランティアさんは、毎週月・木曜日に

んには、農園の土づくりや農園周りの草刈り 来てくださり、書架の整理や本の修繕、ま

のお手伝いをしていただき、野菜や菜種の苗 た季節に合った飾り付けや図書室の入り口

植えや収穫時には、植え方や収穫の仕方につ に季節のテーマに合わせた本の紹介コーナ

いて、丁寧に指導していただいている。年度 ーの設置等、主に図書室の環境整備をして

末には 「ありがとうの会」を設け、各学年 いただいている。、

で感謝の気持ちをプレゼントとともに伝えさ 雨の日には絵本の読み聞かせをしていた

せていただいている。 だいたり、図書委員会の児童と一緒に本の

貸し出しや返却の活動のお手伝いをしたり

していただいている。

〈菜種の脱穀〉

〈図書の紹介〉

（３）教科等学習支援ボランティア

今年度より、学習参観日や 総会等PTA

の機会をとらえ、保護者や地域の方に学習

支援の募集を行った。また、地区の回覧版

などにも、必要な内容のボランティアさん

の募集ポスターを入れていただき参加を呼

〈収穫感謝の会〉 びかけた。



特に生活科や総合的な学習の時間におい ２【事業の成果】

て、校区内の引率のお手伝いをしていただい 昨年度の活動から更に本年度の新たな取

たり、学習活動の内容に関わって協力いただ 組として、応援団だよりの地区回覧の他、

いたりしている。 三雲まちづくりセンター・三雲児童館での

掲示・学習参観の日には、校内に募集ポス

。 、 、ターを掲示した また 先生にもお願いし

各クラスで子どもたちから保護者への呼び

かけを伝えてもらった。その結果、時間に

余裕のある保護者、地域の方々から学校へ

の協力の申し出があり、子どもたちの活動

を知っていただくいい機会にもなった。そ

の他に昨年度同様次のような成果がみられ

た。

・登下校時の子どもたちの事故もなく、日

々の通学における安全が確保されていた。〈５年家庭科支援〉

・図書室の環境良くなり、子どもたちが気

持ち良く図書室を利用し、進んで読書活

動ができた。

・野菜の苗の植え方等を直接教わりながら

活動し、収穫の喜びを味わうことができ

た。

・家庭科、生活科、総合的な学習の時間等

を豊かなものにすることができた。

〈３年引率指導ボランティア〉 ３【今後の課題】

・単発のボランティア募集に参加してもら

（４）見守りボランティア う方々を少しずつでも増やし、そこからた

子どもたちの登下校時、地域のポイントと くさんの常連ボランティアを増やしていく

なる場所に立っていただき、年間を通して安 ことが大切である。

全を見守っていただいている。木曜日は、一 ・子どもの実態を大事にした課題の明確化

年生だけが５校時で下校のため、ボランティ に努めるとともに、より一層子どもが主体

アさんに学校まで来ていただき、一緒に各地 的に活動する姿を求めて、実現していく必

区まで送っていただいている。 要がある。

・４つのボランティアが今後も機能的に継

続されるとともに、学習支援ボランティア

の拡充を進めたい。

・地域総合センター職員の本事業への有効

な関わりを求め、本事業を着実に展開して

いく必要がある。

〈一年生の子どもたちと〉



【湖南市】三雲のこの一年

【三雲小学校支援地域本部】

１【事業の概要、特色等】 ２【事業の成果】

本校では、この事業が始まる前から “田 今年度は、地域の方からの声をもとに、

･環境ボランティアんぼの応援団”の方や朝の読み聞かせや月

、一回のお話会のボランティアによりたくさ 庭の枯れ木の処理

ニんの方々が学校の取組に参加してください 草刈り、昇降口の

ました。 塗り、また子どもス
年度から始まった事業の展開により、 たちとボランティア23

家庭科に関しては保護者の方々の支援もい さんと一緒に花壇に

ただき、スクールガード（約２００名）に 地域からいただいた花の苗を植えまし

ついては、地域の力を発揮していただいて た。

･通学ボランティアいます。そのため、今までの取組を集約し

たり新しく本校にあった物を考えてきまし 登校時、子どもた

た。 ちと一緒に歩いてい

ボランティアさんから地域の方への声か ただき声かけをして

けがあり地域の方からこれはどうかなどの いただいています。

･図書館ボランティア声をいただき、ボランティアに入ってもら

い活動を始めました。 週２回、支援員さん以外にボランティ

アさんに入ってもらい、休み時間に本の

貸し出し返却時に子ど〈工夫した点〉

ボランティア加入については、学校地域 もたちと一緒に関わっ

コーディネーター自らが依頼して募ってい てもらい、本を探した

ます。 り、話し相手になって

。 、また、ボランティア経験者から地域の方 もらっています また

への声かけで広がりを見せています。無理 朝の読書活動において読み語りを行って

せず、心よく来ていただけるように工夫し もらっています。

ています。 低学年高学年問わず、静かに聞いてい

さらに、各ボランティアの横のつながり ます。いま、図書室に来る子どもたちが

として、各ボランティアごとの集まりも持 増えてきています。

･学習ボランティアつようにし、ボランティア同士のつながり

も作るようにしています。 水泳、陸上ボラン

ティアに入ってもら

いフォーム等いろい〈他校の参考となる点〉

ボランティアさんと子どもとのつながり ろと指導してもらい

を大切にしています。また、できるだけ保 記録が伸びたようです。

３【今後の課題】護者に発信するように心がけています。

そのほかには、ボランティアさんから見 現在、地域で花を育てくださっている

た子どものいいところ、子どもたちからの ので大きくなったら子どもたちと一緒に

言葉などふれあいを大切にしています。 学校支援委員会といった組織で花を植え

今までからある、学校支援ボランィアを たいと思っています。 また、挨拶のでき

元に、活動をお願いし、そこから見えてき る子どもたちを増やすにはどうすればい

た子どもたちの姿を、学校とともに支えて いいか？今後、同じ中学校へいく三雲東

もらい取り組めています。 小との交流会もしていきたいと思ってい

ます。一番重要なのは、財源の確保かも

しれません。この事業をもっとたくさん

の方に知っていただく事も必要だと考え

ています。



【東近江市】蒲 生 の 子 は 蒲 生 で 守 り 育 て よ う

【蒲生地区学校支援地域本部】

１【事業の概要、特色等】

（１）子どもは地域の一員

地域の大イベントである秋の「いきいき

あかねフェアー」で蒲生西小学校と蒲生北

小学校の３年、４年児童の希望者による発

表を企画した。そして地域の幅広い年代層

のみなさんの前で運動会で踊ったよさこい

をまちづくり協議会のよさこいチームと共

演した。あいにくのお天気だったが、子ど

もたちは元気に、整然と踊ってイベントに

華を添えることができた。

（２）地域の子は地域で育てよう

今年度で４回になる「あかね通学合宿」

を実施した。地域と学校をつなぐ絶好の機

会との考えから、出来るだけ自治会の皆さ

んに関わっていただいた。学校でも家庭で

も出来ない事を子ども達に体験させる。地

域の皆さんとかかわる中で子どもたちはい

きいきと活動した。また「ふるさと蒲生」

を認識してくれることを願い、地域から一

芸に秀でた方、のべ１２０名にゲストティ

チャーとして参加していただき、７会場で

６５名の子どもが学校では学ぶことのない

学習を受けた。

（３）ニーズにあったボランティアさん

の紹介

中学校においては、２年生の職場体験を

受け入れていただける事業所数の拡大がで

きた。なるべく地域内の事業所にお願いし

たいとの学校からの希望もあり、地域内の

事業所や近隣の事業所に依頼して中学校と

の連携を密にすることができた。

小学校においては学校からの依頼を受け

てボランティアさんの紹介をした。図書ボ

ランティア、読み聞かせ、田んぼの学習、

、 、遠足の同行 まち探検の自治会へのお願い

戦争体験のお話し、お掃除のお手伝い、マ

ラソン大会の立哨など。

蒲生東小学校は、毎月ボランティア会議

を開きその場で自主的にボランティアさん

が支援の場を決定している。この仕組みは

以前から実施されている。

蒲生西小学校では昨年度からまちづくり

協議会の「川づくり委員会」と４年生の総

合的な学習の時間での「日野川学習」が連

携して取り組んでいる。

２【事業の成果】

子どもたちが地域に出かける事で、この

事業を地域の皆さんも知っていただき、協

力を得やすくなった。地域での通学合宿に

おいては、地域の教育力、住民の結束に向

上が見られ、関わっていただいた皆さんも

充実感を持っていただくことができた。子

どもたちも「ふるさと蒲生」のすばらしさ

を体感してくれた事がその後の学校生活か

ら知ることが出来た。

３【今後の課題】

地域の人材、教育力、事業に関わった人

の充実感、生き甲斐等を高める事を大切に

していることをアピールして、学校と地域

の相互の向上を図る工夫をしていく。



  湖東第二小学校の取組           【東近江市】 

【湖東第二小学校支援地域本部】 

 

１【事業の概要、特色等】 

 目立つことや先頭に立つことはよくない

という地域性からか、地域の方の協力を得る

ことは難しく感じていた。そこで、まず保護

者に声をかけ、無理な場合に地域にお願いす

るという手順をとるようにしてきた。その結

果、昨年一年間で保護者の方に学校支援ボラ

ンティアとして応援してあげようという意

識をもっていただくことができ、実際に大変

多くの保護者の協力を得られるまでになっ

た。 

 そこで、今年度は地域の方に少しでも多く

支援してもらえるよう心がけた。まち協（K
oSVo＝湖東スクールボランティア）への協

力要請はもちろんのこと、校区にお住まいの

方々からの支援がいただけるように努めて

きた。 

 〈工夫した点〉 

  例えば年配の方の体験談が聞きたい場合、

まず、在籍している子どもたちの祖父母に依

頼する。次に、校区内自治体の自治会長さん

に支援していただきたい学習の趣旨を直接

ていねいに説明し、各組回覧用のチラシ配布

への理解を得るようにした。そのチラシの中

には、支援をお願いする内容だけでなく、こ

の事業の趣旨も加えるようにした。こうする

ことで、学校が今何を求め、何をしようとし

ているか、学校理解の一つにしていただけた

ように思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２【事業の成果】 

１学期…図書室ディスプレイ制作・まち探 

検・花苗ポット移し替え・野菜生産農家 

の見学・手芸クラブ指導 

２学期…企業出前授業・ミシン実習支援・ 

手芸クラブ指導・地球温暖化のお話・畑 

 

  作業の見学・戦争体験のお話 

３学期…昔のくらしのお話・企業出前授業

 ・華道(池坊)体験とお話 

  〈他校の参考となる点〉 

○６年社会科 戦争体験談 

  平和学習の一環として当時の話が聞きた

いとの担任の願いに応える。 

96歳のHさん 戦地での体験談 

83歳のKさん 大阪空襲の経験談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  戦後６７年が経ったといえども、お二方

にとってはつらい経験ではあることには変

わらないが、当時の様子を一生懸命に子ど

もたちに話してくださった。戦争を二度と

繰り返さないようにと熱弁のあまり、当初

の予定時間をオーバーされた。しかし、地

域の方の子どもの健やかな成長を願う熱き

思いがひしひしと伝わる貴重が時間となっ

たことに間違いはない。 

<工夫した点> 

・依頼する方の体調も考え、直接ご本人さ

んに依頼せず、まずはお家の方に相談さ

せていただいた。 

・子どもの理解を助けるために体験談のワ

  ンポイントを黒板に書きとめた。 

・マイク・ビデオ撮影の準備 

・時間配分をゆったり設定しておいた。 

３【今後の課題】 

◇保護者ボランティア同様、年度初めより地

  域向けのボランティア登録の発信ができる

  とよいが、その場合、具体的に学校ではど

  んなことを地域の方に求めているのかの詳

  しい説明が必要となる。 

◇ボランティア活動をPTA事業に組み込むこ

とでボランティア保険にかかる経費の解消  
(低コスト運営＝長期継続)につなげたい。 

図
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 地域の支援で豊かな学校教育の創造をめざして  【 東 近 江 市 】  

                     【玉緒小学校支援地域本部】  
                                  
１【事業の趣旨】 
 当事業は、学校を支援するため、学校
が必要とする活動について、地域の方々
をボランティアとして派遣する組織で、
いわば「地域につくられた学校・子ども
の応援団」といえる。これまでも登下校
の 見 守 り や 朝 の 読 み 聞 か せ を 行 っ て き
たが、さらに社会科の地域学習や家庭科
の実技指導など、教科学習の支援を行っ
た。児童の学習活動の場面に、地域のボ
ランティアが積極的に関わり、支援する
こ と に よ り 、 学 習 が よ り 効 果 的 に す す
み、有効な学校支援・児童支援となった。 
２ 【 事 業 の 概 要 、 特 色 】  
 今 年 度 よ り ,こ の 事 業 が 始 ま っ た ば か
り な の で 、5 月 中 旬 に 、学 校 支 援 地 域 本
部 事 業 の 設 置 を 広 く 知 ら せ る た め に ,学
校 便 り を 使 っ て ,広 報 活 動 及 び 、 ボ ラ ン
テ ィ ア の 募 集 活 動 を 行 っ た 。ま た 、地 域
の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 方 々 に も 呼
び か け 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 募 集 を 募 っ た 。  
①  学 習 支 援  

１ 年 生 活 科 （ 木 の み を 使 っ て ） で は 、
ド ン グ リ や 松 ぼ っ く り な ど の 木 の み を
使 っ て 壁 飾 り や 人 形 、こ ま 、や じ ろ べ い
な ど の つ く り か た を 教 え て い た だ い た 。    

２ 年 生 活 科（ 川 遊 び ）で は 、学 校 の 近
く で 安 全 に 川 遊 び の で き る 場 所 を 紹 介
し て い た だ き 一 緒 に 魚 や 虫 な ど を つ か
む 体 験 を 行 っ た   
 ３ 年 社 会 科（ 校 区 探 検 ）で は 、尻 無 神
社 の 歴 史 や 最 上 お ど り の お 話 を 現 地 で
し て い た だ い た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３ 年 総 合（ こ ん に ゃ く 作 り 体 験 ）で は ,
近 く の 永 源 寺 こ ん に ゃ く の 道 場 で 指 導
さ れ て い た 方 に 来 て い た だ き ,こ ん に ゃ
く の 皮 む き か ら つ ぶ し て 、こ ね て 、型 に
入 れ 、湯 が い て 出 来 上 が る ま で を 学 校 で
子 ど も た ち と 一 緒 に し て い た だ い た 。  
 ４ 年 総 合（ や ま の こ ）で は 、地 域 に 出
か け る こ と も 多 く 、引 率 の 補 助 を お 願 い
し た 。  
 ５ 年 (家 庭 科 、 初 め て の ソ ー イ ン グ 。
ミ シ ン の 学 習 )で は 、延 べ 20 人 の 方 に 来
て い た だ き ，き め 細 か に 子 ど も 達 に 教 え
て い た だ く こ と が で き た 。  

５ 年 総 合 (お 米 を 使 っ て )で は 、子 ど も
た ち が 育 て た お 米 で ボ ラ ン テ ィ ア さ ん
に 教 え て い た だ き な が ら 炊 き 込 み ご は
ん や お は ぎ を つ く っ た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 

 ６ 年 家 庭 科 (ミ シ ン を 使 っ て )で は 、延
べ ９ 名 の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 の 協 力 を 得
て 、ミ シ ン を 使 っ た ナ ッ プ ザ ッ ク が 仕 上
が っ た 。   
 ６ 年 総 合 (戦 争 体 験 談 )で は 、担 任 の 先
生 の 希 望 で ，当 時 小 学 生 だ っ た 方 の 話 が
聞 き た い と の こ と だ っ た 。当 時 中 学 生 だ
っ た 方 に お 願 い し て 、玉 緒 地 域 の 戦 争 当
時 の 写 真 を 見 せ な が ら お 話 し し て も ら
っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②  外 部 か ら の 支 援  
 ６ 年 総 合 (輝 け 私 の 未 来 。 い ろ い ろ な
職 業 の 方 か ら 学 ぼ う )で は 、 外 部 か ら ８
人 の ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー を お 招 き し て
職 業 観 や 人 生 観 、夢 な ど を 語 っ て い た だ
い た 。  
３ 【事業の成果】 
 子 ど も た ち は 、学 習 活 動 が ス ム ー ズ に
す す み 、生 き 生 き と 活 動 し 、地 域 の 大 人
が 来 校 す る こ と を 楽 し み に す る よ う に
な っ た 。  

ま た ボ ラ ン テ ィ ア の 中 に は 、学 校 に 出
向 く こ と で 、子 ど も た ち と 交 流 が で き た
こ と を と て も 喜 ん で い た だ き 、「 次 も 来
て あ げ よ う 」と 前 向 き に 参 加 し て い た だ
け る よ う に な っ た 。   
４ 【今後の課題】 

い ろ い ろ な 活 動 を 通 し て 、地 域 の 方 の
子 ど も 理 解 の 深 化 、学 校 ボ ラ ン テ ィ ア の
発 掘 、相 互 の 連 帯 強 化 を 図 っ て い く 必 要
が あ る と 思 わ れ る 。  
 ま た 、校 区・地 域 全 体 に ボ ラ ン テ ィ ア
の 募 集 を か け て 、組 織 を 拡 大 し て い く 必
要 が あ る と 思 わ れ る 。  



 

 

八日市南小学校  学校支援地域本部の取組    【 東 近 江 市 】  

                                        【八日市南小学校支援地域本部】 
 
１【事業の概要、特色等】 
「 学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 」バ ン ク を Ｐ Ｔ
Ａ 共 催 で 立 ち 上 げ 、保 護 者 、地 域 の 方 の
登 録 を 募 り ま し た 。今 年 か ら 始 め た 事 業
な の で 、ど ん な こ と を す る の か 具 体 的 に
分 か れ ば 支 援 も 増 え る の で は な い か と
思 い 支 援 メ ニ ュ ー を あ げ て み ま し た 。  
 
支 援 メ ニ ュ ー  
● ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー 型  
 … 理 解 を 深 め る た め に 、直 接 学 習 指 導

し ま す 。  
● 学 習 ア シ ス タ ン ト 型  
 … 学 習 活 動 を 効 率 よ く 進 め る た め に 、

教 師 の 指 導 を 手 助 け し ま す 。  
● 施 設 メ ン テ ナ ー 型  
 … 施 設 や 設 備 の 維 持 管 理 を 支 援 し ま

す 。  
● 環 境 サ ポ ー タ ー 型  

… 安 全 で 快 適 な 学 習 環 境 を 整 え ま す 。 
 
南 部 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 、南 部 コ ミ

ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 方 に ご 協 力 を お 願
い し 、チ ラ シ を 掲 示 し て い た だ き 、地 域
の 方 に 広 く 知 っ て も ら う よ う に し ま し
た 。ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 の お 知 ら せ も 毎 回
掲 示 を お 願 い し 、地 域 の 窓 口 に な っ て も
ら え る よ う に し ま し た 。  
 
南 部 コ ミ セ ン の 畑 で じ ゃ が い も 掘 り  

南 部 ま ち 協 か ら 依 頼 を 受 け 、3 年 生 と
保 護 者 ボ ラ ン テ ィ ア 2 名 民 生 児 童 委 員 2
名 の 参 加 で じ ゃ が い も 掘 り を し ま し た 。
南 部 ま ち 協 や ボ ラ ン テ ィ ア の 方 と ふ れ
あ う こ と が で き ま し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
給 食 エ プ ロ ン の お 直 し  

サ イ ズ の 大 き い 給 食 用 エ プ ロ ン を 南
部 ま ち 協 の 粋 生 サ ロ ン の 方 に 子 ど も が
使 え る サ イ ズ に 直 し て い た だ き ま し た 。 
 
か ま ど ベ ン チ の 作 成  

南 部 ま ち 協 か ら の 依 頼 で PTA、子 ど も
達 に も 参 加 し て も ら い 、地 域（ 自 治 連 合
会 、防 災 会 な ど ）と の 連 携 、協 働 で の 製
作 、 設 置 、 炊 き 出 し 訓 練 を 行 い ま し た 。 
 
図 書 室 の 壁 面 か ざ り  
 環 境 整 備 と し て 、図 書 壁 面 飾 り つ け を
し ま し た 。季 節 感 の あ る 楽 し い 図 書 室 に
な る よ う 学 期 ご と に 飾 り つ け ま し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 書 カ ー ド ホ ル ダ ー の 作 成   

子 ど も 達 が 図 書 室 で 使 用 す る 個 人 カ
ー ド を 管 理 す る た め の カ ー ド ホ ル ダ ー
を 各 ク ラ ス に 一 つ 作 っ て 欲 し い と 依 頼
を 受 け 、粋 生 サ ロ ン か ら 3 名 、保 護 者 ボ
ラ ン テ ィ ア 4 名 の 計 7 名 で 製 作 。教 室 の
壁 に か け 使 用 し て い ま す 。  
 
ア フ タ ー ス ク ー ル の さ つ ま い も 掘 り  

外 国 籍 の 子 ど も 達 が 毎 週 水 曜 日 放 課
後 に 行 っ て い る ア フ タ ー ス ク ー ル が 南
部 コ ミ セ ン の 畑 で さ つ ま い も 掘 り を さ
せ て も ら い ま し た 。  

大 き な さ つ ま い も の お 土 産 を い た だ
き ま し た 。  
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
6 年 生 の ナ ッ プ サ ッ ク 作 り  

ミ シ ン 授 業 が 始 ま る 前 に 事 前 打 ち 合
わ せ を し ま し た 。ミ シ ン が き ち ん と 動 く
か の チ ェ ッ ク も し て く だ さ っ た の で 、ス
ム ー ズ に 授 業 に 入 る こ と が で き ま し た 。 
2 日 間 で 、 の べ 29 名 の 地 域 、 保 護 者 ボ
ラ ン テ ィ ア の 方 が 来 て く だ さ い ま し た 。 
続 い て 5 年 生 の エ プ ロ ン 作 り で は 、4 日
間 で の べ 37 名 来 て く だ さ い ま し た 。 地
域 の ボ ラ ン テ ィ ア さ ん か ら 、「 子 ど も 達
が と て も 熱 心 に 作 業 に 取 り 組 ん で い た
の で 来 て よ か っ た 。 」 「 楽 し か っ た 。 」
と 言 っ て も ら い ま し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                  
            
       
 
 
 
 
 
 
 

 

2 年 生 と 干 し 柿 作 り  
地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 と ピ ー ラ ー で

渋 柿 の 皮 を む き 、 ひ も を 結 び 干 し ま し
た 。  

一 人 1 個 ず つ ピ ー ラ ー で 皮 を む い て
ひ も に 結 び 、 熱 湯 に 20 秒 ほ ど つ け 吊 し
て も ら い ま し た 。  

子 ど も 達 は 「 も う 食 べ ら れ る の ？ 」
「 い つ に な っ た ら 食 べ ら れ る の ？ 」 と 、
と て も 楽 し み に し て く れ て い ま す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
〈工夫した点〉 
 学 期 ご と に ボ ラ ン テ ィ ア だ よ り を 発
行 し 、Ｐ Ｔ Ａ と ボ ラ ン テ ィ ア に 参 加 し て
く だ さ っ た 地 域 の 方 に も 配 布 し 、ど ん な
こ と を し て い る の か が わ か る よ う に し
ま し た 。  
 
〈他校の参考となる点〉 

まちづくり協議会とのつながりを大切にし
ていきます。 
  
２【事業の成果】 
 

今 年 度 か ら 始 め た 事 業 な の で 、ボ ラ ン
テ ィ ア に ど れ だ け の 方 が 参 画 し て く だ
さ る の か 不 安 が あ り ま し た が 、ミ シ ン 授
業 の 補 助 の よ う に た く さ ん の 方 の 協 力
を 得 る こ と が で き ま し た 。な に よ り ボ ラ
ン テ ィ ア の 方 に「 楽 し か っ た 」「 お 手 伝
い で き る こ と が あ っ た ら 言 っ て ね 」と 言
っ て い た だ け 、子 ど も た ち か ら は「 次 の
時 間 も き て く れ る の ？ 」と 言 っ て も ら え
た こ と で す 。  
 
                 
３【今後の課題】 

ボランティアの方の不安の解消、スムーズ
な取組ができるように、支援に入っていただ
く授業の前に先生と打ち合わせをできるよう
にしていきたいです。年 に 1 度 は 学 校 と 地
域 、保 護 者 ボ ラ ン テ ィ ア の 交 流 会 な ど を
し て 、少 し で も 学 校 に 興 味 を 持 っ て も ら
い 、地 域 の 方 に ボ ラ ン テ ィ ア へ の 理 解 を
深 め て い た だ く 努 力 を し て い き ま す 。そ
し て 、地 域 に 眠 っ て い る ボ ラ ン テ ィ ア の
発 掘 を し 、生 涯 学 習 の 場 と し て 楽 し み な
が ら 学 校 に 来 て い た だ け る よ う に な れ
ば と 思 い ま す 。  



【東近江市】八日市西小学校 学校支援地域本部の取組

【船岡中学校区学校支援地域本部】

□校内マラソン大会１【事業の趣旨】

社会が複雑多様化し、子どもを取り巻く環 ＊マラソンコース交通立番

境も大きく変化する中で、学校が様々な課題 ＊応援垂れ幕作成

を抱えているとともに、家庭や地域の教育力 （イ）日常の教育活動

が低下し、学校に大きな役割が求められてい □２年生活科校外学習

る。周囲を船岡山・雪野山などの低い丘陵や ＊見学地までの引率（安全指導 ・活動支援）

広々とした田園地帯に囲まれ、農業を営む家 □６年総合的な学習の時間

庭も多くある本校区においても、このことは ＊身近な地域の歴史を学ぶ

同様の課題となってきている。 □読書（読み聞かせ）

このような状況のなかで、これまで以上に ＊月１回・学年学級への読み聞かせ

学校・家庭・地域の連携協力のもとで、子育 (3)教育環境への支援

てを進めて行くことが不可欠となっている。 □校庭樹木剪定

そこで、子どもの育ちを小学校だけで見て

いくのではなく、中学校との小中連携も模索

しながら、本事業を進めてきた。実施にあた

り「地域コーディネーター」が、小・中を兼

務することにより、小学校・中学校での取組

の状況が把握しやすく、支援をしていただく

方々にも、小中学校を通じて関わっていただ (4)教職員研修等

けるのではと期待している。 □本校教職員の校区現地研修

＊校区の歴史遺産等の紹介・解説２【事業の概要・特色等】

〈工夫した点〉地域の方々から支援していただいた主な活

動と工夫点は、およそ次のとおりである。 □学校だより等で取組を地域へ発信

(1)地域の子どもは地域で守る □地域の各種団体との連携を深める

＊下校時の子どもたちの安全確保をとの呼び □人材データをファイリング

３【事業の成果】かけに ２地区が新たに 子ども見守り隊、 「 」

を結成していただき活動がスタートした。 専門的な知識や技能をもった方の支援によ(1)

＊今後、校区全体での取組へという話し合 り、学習内容や活動がより豊かになり、質

いも進められている。 が高く、わかりやすいものとなった。

＊登下校時の中学生にヘルメット着用や挨 教員以外にも多くの支援者がいることで、(2)

拶の声かけの場にもなっている。 人員的にもゆとりが生まれ、一人ひとりの

子どもとより関わることができた。

地域や保護者の方々が積極的に教育活動に(3)

関われることにより、地域に根ざした開か

れた学校づくりに繋げることができた。

子どもたちは地域の方々と交わることを楽し(4)

、 。みにしており 保護者の方にも好評であった

４【今後の課題】

子どもたちの学習や生活の充実（現場のニ

ーズ）のため、地域の方々の多方面にわたる

知恵や技術、地域の教育力等を有効に活用で

(2)教育活動への支援 きるよう、教職員と地域コーディネーターと

（ア）学校行事 が連携を密にとり効果的な支援を図りたい。

□ふるさと文化祭（ｹﾞｽﾄﾃｰｨﾁｬｰ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） また、教職員はもとより、ボランティアの

＊昔のおやつ・おもちゃ作り ＊縄ない体験 方々の交流により、校区の子どもを育てる小

。＊よもぎ餅作り・餅つき ＊戦争体験談 中連携を深めていく手だてを探り工夫したい



 

 

  平成２４年度「読書で支援絆事業」   【 米 原 市 】  

                                          【米原市学校支援地域本部】

１【事業の概要、特色等】 

米原市では“みんなで本を読もう”をキャ

ッチフレーズに平成 20 年度から読書に特化

した形で学校支援地域本部事業に取り組み、

平成 23 年度より「読書で支援絆事業」として

子どもたちの読書活動の支援を行っている。 

主な事業は、 

① 巡回文庫の実施 

毎月ボランティアが

40 冊の本を子ども

たちの教室に届け、 

おはなしも届けてい

る。平成 20 年 7 月から市内全域の小学 1 年生

に向けて開始し、平成 22 年 9 月からは 2 年生

に、平成 23 年 9 月から 3,4 年生に実施。平成

24 年度は 4 月から特別支援学級、9 月からは、

5，6 年生へと事業を拡大することにより市内

の全小学校全クラス（10小学校の 113クラス）

に実施できた。 

② 学校図書館の整備 

「モデル校」4 校を設定し、コーディネー

ターが学校・地域と連携・調整しながら、学

校図書館の整理、

本の修理や装備、

学校図書館の壁面

製作など、子ども

たちの読書環境の

整備を行っている。 

③ おはなしの講習会 

年 3 回開催し、ボランティアの活動のヒン

トや意欲につながるよう、学習の場を提供し

ている。 

④成果報告会 

平成 25 年 1 月 26 日（土）にルッチプラザ

ベルホール３１０にて、米原市学校支援地域

本部事業成果報告会を行い、この事業のＰＲ

をするとともに、広く子どもの読書に関心を

持ってもらう機会とした。参加者：約 190 人

（関係者を除く）内容は、地域コーディネー

ターによる活動報告のあと、子どもたちの読

書活動の様子をこの事業の成果として皆さん

に知ってもらうため、まず「モデル校」の伊

吹小学校 5 年生による群読。続いて読書感想

文の発表。そして今

年度は、市内の全小

学 校 の 児 童 全 員 が

「わたしの好きなこ

の 1 冊」に取り組み、

その中から 33 人に

発表していただいた。 

〈工夫した点〉 

○ 巡 回 文庫の本の選書は、図書館が行い、学

年に合った様々な分野の本がバランスよく入

るようにしている。学校間の文庫移動はボラ

ンティアに依頼し、あわせて読み聞かせや本

の紹介をすることで、子どもたちが本を手に

取るきっかけづくりをしてもらっている。 

○ボランティアや学校の図書主任からの要望

を受け、「学校図書館の整備に関わる講習会」

を開催した。(伊吹小学校：7/25)参加者は、

専門知識を身につけようと熱心に受講されて

いた。 

○おはなしの講習会は「モデル校」の図書室

を会場とし、テーマに合わせて講習・実演を

していただいた。会場を各学校図書館内にし

たことで、普段活動している学校とは違う学

校図書館の雰囲気を感じることができ、大い

に刺激を受けられ、活動の参考になった。 

○「モデル校」は、市内の各地域の 4 小学校

（息長小学校・息郷小学校・山東小学校・伊

吹小学校）である。読み聞かせは、毎月定期

的に行われており、子どもたちの本への興味



 

 

・関心が深まり、読書の幅が広がるとともに、

地域の方とのふれあいの時間となっている。 

ま た 、 新刊図書の装備、書架整理、配架

など積極的に活動され、子どもたちが図書館

に集まり、明るい雰囲気の中で読書を楽しめ

る学校図書館の環境整備に力を注いでいただ

いている。 

○子どもたちの普段の読書活動の１つとして

市内全小学校全クラスで「わたしの好きなこ

の 1 冊」に取り組み、成果報告会で発表する

ことにより、いろいろな人の思いを聞いたり、

紹介してもらうことにより、より多くの本に

出会うことができた。（冊子を作成し、配布

することで今後の読書の参考にできた。） 

○今年度はボランティア交流会を 2 回開催し

た。1 回目は、他校で実演された内容を披露

してもらい、その後、感想や意見交換をする

など交流の場を設定

した。2 回目は、近

隣の市で活動されて

いるボランティアさ

んの活動の様子をお

聞きし、子どもたちの現場の声を聞くことで、

あらためて本を届ける時の参考になった。 

 

〈他校の参考となる点〉 

○ ボランティアは、

学校での読み聞かせ

の枠を超えて図書館

でのスペシャルおは

なし会や他校への拡

大おはなし会など活

動の幅を広げている。 

○ お は な し の 講 習 会 は 、ボ ラ ン テ ィ ア の

要 望 を 受 け て 、そ れ ぞ れ の 活 動 の 参 考 と

な る も の に し 、冊 子 に ま と め た 。内容は、

子どもたちに本を届けたり、読書活動を支援

していく上ですぐに役立つものを企画して行

った。 

 

２【事業の成果】 

① 巡回文庫において、今年度で市内全小学

校、全クラス（特別支援学級を含む）に本を

届けることができた。 

②図書館整備においては、昨年ボランティア

グループが立ち上がったモデル校（伊吹小学

校）で、図書館整備の講習会後に学校図書館

の大幅なレイアウト変更を行い、オリエンテ

ーションを行った。このことで、小学校図書

館と公共図書館がそれぞれ関連して存在して

いることを学習できた。また、ボランティア

が新刊書の装備や壁面飾りなどすることによ

り、読書環境が改善され、子どもたちが図書

館へ行きたくなる環境作りが実を結んだ。 

③おはなしの講習会では、実践を交えた絵本

の紹介、おはなし会のプログラムの立て方、

本の届け方、選び方、ブックトークなどボラ

ンティア活動の参考になる内容で、より実践

的な技術向上が図れた。また、これらは、ボ

ランティア同士の情報交換の場となった。 

④成果報告会では、

市内全小学校から代

表して発表してもら

うことで、広く地域

の方にもこの事業の

取組や子どもたちの

読書の様子を知っていただく機会が持て、家

庭での読書の啓発にもなった。      

⑤モデル校（息長小学校）で、図書委員とボ

ランティアが一緒に図書の整理や壁面飾りな

どを行い、交流が深められた。 

３【今後の課題】 

5 年 間 で 巡 回 文 庫 が 6 年 生 ま で 実 施 で

き 、全 て の 子 ど も た ち の 手 の 届 く 所 に 本

が あ る 環 境 が 整 っ た 。 次 の 段 階 と し て 、

本があるだけでなく、先生方の教材研究や学

習支援、また子どもたちの読書の相談にのれ

る学 校 図 書 館 司 書 の 配 置 を 地 域 と 連 携

し な が ら 検 討 し て い く ことが、今後の課題

である。 



 

 

竜王町学校支援地域本部の取組   【 竜 王 町 】  
                                           【竜王町学校支援地域本部】 
 
 
１【事業の概要、特色等】 
  
 竜 王 町 学 校 支 援 地 域 本 部（ 通 称 名：学
校 応 援 団 ）は 、竜 王 幼 稚 園 、竜 王 西 幼 稚
園 、竜 王 小 学 校 、竜 王 西 小 学 校 、竜 王 中
学 校 の ５ 校（ 園 ）を 支 援 の 対 象 と し て い
ま す 。４ 名 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー（ 非 常 勤 ）
と １ 名 の 統 括 マ ネ ー ジ ャ ー（ 常 勤 ）で 竜
王 町 公 民 館 を 拠 点 と し て 活 動 を し て い
ま す 。２ ４ 年 ４ 月 ～ １ １ 月 ま で の 学 校 園
か ら の 依 頼 支 援 回 数 は 、竜 王 幼 稚 園 ２ ７
回 、竜 王 西 幼 稚 園 １ ５ 回 、竜 王 小 学 校 １
３ ３ 回 、竜 王 西 小 学 校 ３ ９ 回 の 合 計 ２ １
４ 回 で し た 。  
 ま た 、地 域 と 学 校 の 連 携 を 図 る 環 境 作
り と し て 、学 校 応 援 団 か ら の 働 き か け に
よ る 花 壇 作 り は 、春 花 壇 、秋 花 壇 の 種 ま
き 、苗 植 え 、草 刈 り 、夏 場 の 水 や り を 含
め て 、 １ ６ １ 回 で し た 。  
 以 上 の 事 業 に 協 力 頂 い た ボ ラ ン テ ィ
ア の 参 加 総 人 数 は 、３ ０ ６ 人 、延 べ 人 数
は ７ ５ ９ 人 で し た 。  
 以 下 に 実 践 事 例 の 一 部 を 紹 介 し ま す 。 
 
 
 
（ １ ）竜 王 幼 稚 園 で“ 流 し そ う め ん ”の

支 援  
 

７ 月 に 、竜 王 幼 稚 園「 預 か り 保 育 」で
昼 食 作 り と し て 、応 援 団 １ ２ 人 が 流 し そ
う め ん の 体 験 支 援 を 行 い ま し た 。前 日 よ
り 、竹 や 大 鍋 の 準 備 を し て の 汗 だ く の 支
援 と な り ま し た が 、子 ど も 達 は 初 め て の
流 し そ う め ん 体 験 に 大 喜 び で し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）竜王西幼稚園で“砂場の木枠の修理”
の支援 

 
５ 月 に 、学 校 応 援 団 ５ 名 が 保 護 者 と 一

緒 に 、砂 場 の 枠 を 新 し い 物 に 交 換 し ま し
た 。古 い 枠 を 取 り 除 き 、セ メ ン ト を 流 し 、
ボ ル ト で 木 枠 を 固 定 す る 大 変 な 作 業 と
な り ま し た 。  

子 ど も 達 が 、楽 し く 遊 ん で い る 姿 を 思
い 浮 か べ な が ら の 作 業 で し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ ３ ） 竜 王 小 学 校 、 竜 王 西 小 学 校 で  

“ 家 庭 科 ミ シ ン ” の 支 援  
  
  １ ０ 月 に 、竜 王 小 学 校 ５ 年・６ 年 生

の 家 庭 科 ミ シ ン の 支 援 を 行 い ま し た 。
５ 年 生 に は 、応 援 団 １ ０ 人 が ラ ン リ ッ
ク づ く り に 延 べ １ ８ 時 間 の 支 援 を し
ま し た 。ま た 、６ 年 生 の 応 援 団 １ ２ 人
が マ イ バ ッ ク づ く り も １ ８ 時 間 支 援
を し ま し た 。  

  竜 王 西 小 学 校 で も ５ 年 生 の エ プ ロ   
ン づ く り に も 応 援 団 ６ 人 が 延 べ １ ２
時 間 支 援 を 行 い ま し た 。  

  完 成 し た 時 の 、子 ど も 達 の 笑 顔 に 応
援 団 の 方 々 の 「 ホ ッ 」 と さ れ た 安 堵
の 顔 が 印 象 的 で し た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

（４）竜王西小学校で“戦争体験を語る”の
支援 

 
  竜 王 西 小 学 校 で 、社 会 科 授 業 の 一 環

と し て ６ ～ ７ 人 の グ ル ー プ 別 に 、戦 争
体 験（ 戦 時 中 、少 年 期 で あ っ た 方 も 含
む ）を 、児 童 た ち の 質 問 に 対 し て 、戦
争 中 の 人 々 の 生 活 の 様 子 や 苦 労 し た
思 い を 、あ り の ま ま に 答 え る 形 で 話 す
支 援 を し ま し た 。  

  子 ど も 達 は 、戦 争 の 悲 惨 さ を 感 じ て
く れ た 様 子 で し た 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ ５ ）竜 王 小 学 校 で“ ク ラ ブ 活 動 ”の 支

援  
 
  本 年 度 か ら“ ク ラ ブ 活 動 ”の 支 援 と

し て 、 イ ラ ス ト ク ラ ブ 、 将 棋 ク ラ ブ 、
家 庭 科 ク ラ ブ の 支 援 を 行 っ て い ま す 。 

  自 ら の 趣 味 活 動 が 、子 ど も 達 に 発 揮
で き る こ と に 応 援 団 の 意 欲 が 感 じ ら
れ て い ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ ６ ） 竜 王 小 学 校 で “ 本 の 読 み 聞 か せ ”

の 支 援  
 
  年 間 を 通 し て 毎 週 火 曜 日 の 朝 、授 業

の 始 ま る 前 ８ 時 １ ５ 分 か ら ８ 時 ３ ０
分 ま で ３ 年 生 ～ ５ 年 生 を 対 象 に 、応 援

団 ６ 人 が“ 本 の 読 み 聞 か せ ”の 支 援 を
し て い ま す 。  

  子 ど も 達 の 熱 心 に 聞 い て く れ て い
る 姿 と「 次 回 は 、ど ん な 話 を し て く れ
る の ？ 」と い う 期 待 感 に 、応 援 団 は う
れ し さ を 感 じ て い ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈工夫した点〉 
  昨 年 度 と 比 較 す る と 、支 援 数 が 増 加

し 過 密 ス ケ ジ ュ ー ル と な っ た た め 、学
校 園 宛 に は 、 参 加 ボ ラ ン テ ィ ア 名 を 、
各 個 人 宛 に は 、内 容 や 日 時 を 記 し た 案
内 通 知 を し て 、思 い 違 い や 、忘 れ を 無
く す 工 夫 を し ま し た 。（ 昨 年 度 は 、コ
ー デ ィ ネ ー タ ー か ら の 電 話 連 絡 の み ）
応 援 団 か ら は 、 喜 ば れ て い ま す 。  

  ま た 、支 援 時 に は コ ー デ ィ ネ ー タ ー  
 お よ び マ ネ ー ジ ャ ー が 学 校 園 へ 行 き 、

応 援 団 と 話 し 合 い を し な が ら 今 後 に
繋 が る 情 報 交 換 話 を す る 工 夫 も し て
い ま す 。  

 
２【事業の成果】 
 
（ １ ）竜 王 幼 稚 園 で“ 流 し そ う め ん ”の

支 援  
 

 家 庭 で は で き な い 体 験 を 、学 校 応 援
団 の 多 く の 方 々 が 携 わ り 行 わ れ ま し
た 。普 段 、食 の 細 い 子 ど も 達 も た く さ
ん 食 べ て い ま し た 。よ ほ ど 楽 し か っ た
の だ と 思 い ま す 。  
 
 

（ ２ ）竜 王 西 幼 稚 園 の“ 砂 場 の 木 枠 の 修     
理 ” の 支 援  

 
    大 変 大 掛 か り な 作 業 と な っ た た め

応 援 と 保 護 者 ボ ラ ン テ ィ ア と の 共 同
作 業 と な り ま し た 。 こ の 事 に よ り 、
地 域 ボ ラ ン テ ィ ア と 保 護 者 ボ ラ ン テ
ィ ア と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る
事 が で き た の で は な い か と 考 え て い
ま す 。  

 
 



 

 

 
（ ３ ） 竜 王 小 学 校 ・ 竜 王 西 小 学 校  

“ 家 庭 科 ミ シ ン ” の 支 援  
 

    小 学 校 の 家 庭 科 の ミ シ ン の 授 業
は 、 最 も 大 き な 支 援 活 動 の 位 置 を 占
め る も の で あ り 、 学 校 と ボ ラ ン テ ィ
ア を 繋 げ る 重 要 な ポ イ ン ト を 持 つ と
思 わ れ ま す 。 授 業 前 の ミ シ ン の 調 整
か ら 始 ま り 、 多 く の ボ ラ ン テ ィ ア に
よ る 家 庭 科 の 指 導 補 助 は 、 学 校 、 ボ
ラ ン テ ィ ア 、 子 ど も 達 が そ れ ぞ れ に
多 く を 学 ぶ 支 援 活 動 で す 。 ま る で 保
護 者 の よ う に 丁 寧 な 支 援 は 、 本 年 度
の 最 高 支 援 だ と 思 い ま す 。 多 く の ボ
ラ ン テ ィ ア の 参 加 の 成 果 だ と 思 い ま
す 。  

         
 

（ ４ ）西 小 学 校 で“ 戦 争 を 語 る ”の 支 援  
 
     学 校 や 教 科 書 で は 知 る 事 の で き な

い 事 実 を 少 人 数 の 班 ご と に テ ー マ を
出 し て 論 議 す る 非 常 に レ ベ ル の 高 い
授 業 内 容 と な り ま し た 。 後 に 出 さ れ
た レ ポ ー ト は 、 大 人 顔 負 け の 素 晴 ら
し い 内 容 の も の で し た 。  

 
 

（ ５ ）竜 王 小 学 校 の“ ク ラ ブ 活 動 ”の 支        
   援  

 
ク ラ ブ 活 動 の 支 援 は 、ボ ラ ン テ ィ ア

の 方 の 得 意 分 野 が 生 か さ れ て い て 、地
域 ボ ラ ン テ ィ ア と 児 童 の 楽 し い 時 間
と な っ て い ま す 。  

 
（ ６ ） 竜 王 小 学 校 の “ 本 の 読 み 聞 か せ ”

の 支 援  
 
  竜 王 町 で は 、幼 稚 園 児 か ら 読 み 聞 か

せ が あ る た め 、本 の 読 み 聞 か せ を 楽 し
ん で 静 か に 聞 く 習 慣 が で き て い ま す 。 

 
 
３【今後の課題】 
 
＊ 子 ど も 達 に と っ て お 兄 ち ゃ ん 、 お 姉

ち ゃ ん 的 な 存 在 の ボ ラ ン テ ィ ア が 地
域 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 登 録 で き れ
ば 、 も っ と 幅 の 広 い 支 援 が 出 来 る と
思 う 。 （ 例 え ば 、 中 学 生 の ク ラ ブ 活
動 の 補 助 的 な コ ー チ や キ ャ ン プ 等 ）  

 
＊ 幼 稚 園 、 小 学 校 の 保 護 者 ボ ラ ン テ ィ

ア が 、 子 ど も の 卒 園 、 卒 業 と 共 に 終
了 し て い ま す 。 継 続 性 を 持 た せ て い
く 事 が 今 後 の 課 題 で す 。  

 

 
  ＊ 当 町 の シ ス テ ム と し て 、学 校 応 援

団 統 括 マ ネ ー ジ ャ ー か ら コ ー デ
ィ ネ ー タ ー へ 、そ し て コ ー デ ィ ネ
ー タ ー か ら ボ ラ ン テ ィ ア と な っ
て い ま す が 、今 後 、学 校 園 の 支 援
科 目 ご と に リ ー ダ ー を ２ 人 程 度
置 き き め 細 や か な 連 携 を 図 っ て
い き た い と 思 い ま す 。  

    
  ＊ 地 域 支 援 と し て 春 花 壇 、秋 花 壇 を

各 学 校 園 で 実 施 を し て い ま す 。こ
の 活 動 が 子 ど も 達 の 授 業 に 生 か
せ れ ば 良 い と 考 え ま す 。  

   （ 花 の 生 育 過 程 の 観 察 、 写 生 等 ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
【愛荘町学校支援地域本部】

１．はじめに  
愛荘町の学校支援地域本部事業は、初年

度の平成 20年度から町内 4小学校と 2中学校
を対象に町全体で学校支援に取り組んでき
た。  

しかし、一人の地域コーディネーターで
町内６校の要望を十分把握し支援すること
が難しく、二年目から事務局（地域コーデ
ィネーター）をバックアップし事業推進の
実働部隊として機能する「愛荘町学校支援
部会」を設置し、組織的に取り組める体制
の構築に努めてきた。各校の事業の窓口で
ある学校と地域を結ぶコーディネーターの
先生、警察、図書館、社協、教頭会、ボラ
ンティアの代表からなる学校支援部会は、
各校の取組の紹介および成果や課題、ボラ
ンティアの発掘等について情報交換・協議
を定期的に行い、事業の推進に大きな役割
を発揮してきた。  

また、学校長や地域の有識者で組織する
「愛荘町学校支援事業実行委員会」は、各
学期毎に開催し、事業の進捗状況の把握や
評価等を行い、事業の推進のための指導的
な役割を果たしてきた。  

その結果、昨年は延べ5,800人以上の地域
の方々が学校支援ボランティアとして協力
していただけるようになってきた。  

今年度は5年目を迎え、組織的な取組の進
化・発展を図りつつ各学校が自主運営へと
移行していく体制づくりを視野に事業を進
めてきた。  

そこで、地域住民や同窓会組織等の支援
を中心に自主運営がかなり進んできている
愛知川小学校の取組を紹介する。  
 
２．愛知川小学校の実践  
（１）事業の趣旨  
 愛知川小学校区は、国道８号線や近江鉄
道が南北に通り、大きな企業の工場が多く
進出し、開発によってできた新興住宅の地
域と昔ながらの農村地域からなり、ここ 15
年間の間に児童数が1.5倍に増えるという、
人口増加が激しい地域である。  
 このような地域の急激な変化に伴い、子
どもたちの学びの環境や地域との結びつき
など、年を追うごとに大きく変化してきて
いるのが現状である。  
 そこで、本校では学校支援地域本部事業
の取組を通し、  
○子どもたちの学びの質を高める  
○地域の良さに触れ、地域の方との交流を

通して生き方や多様な考え方を身につけ
る  

○地域と自分自身との結びつきを深める  
○学校と地域、保護者、関係機関との結び

つきを深め、開かれた学校を目指す  
○地域の方々の学校への関心を深める  
ということを目指していきたい。  

 
（２）事業の概要・特色  
 本校では、地域と学校を結ぶコーディネ
ーターが本事業の窓口となり、愛荘町学校
支援部会や本事業事務局（生涯学習課）、
既存のＰＴＡや同窓会組織（以文会）をは
じめとする諸団体との連絡調整をしながら、
学校支援事業に取り組んでいる。  
 この４年間に実施してきた主な取組は、
以下の通りである。  
○登下校時の安全指導  
○参観日等の託児ボランティア  
○餅つき大会の準備、指導支援  
○野菜栽培の指導支援  
○生け花ボランティア  
○絵本の読み聞かせボランティア  
○スキー教室の指導支援  
○田植え・稲刈りの指導支援  
○手話学習指導支援  
○車椅子学習指導支援  
○歴史学習指導支援  
○理科学習ゲストティーチャー  
○戦争体験・昔の暮らしゲストティーチャ
ー  
○しが学校支援センターの活用  
（タイヤ製造工場見学、交通安全教室等）  
 
①登下校時の安全指導  
本校の学校支援ボランティアの活動の中で、最

も力を入れているのは、「登下校指導」と「挨拶運

動」である。 
ボランティアさん

には、朝の登校時と

下校時は２回、午後

3 時と午後 3 時 50
分に指導をしていた

だいている。 
 熱心に見守りをし

ていただいている某

老人会には学校の下

校時間を予定表にして知らせている。その予定表

は組織内で配布され、一部は交番へも届けられ、

警察の安全パトロールに活かされている。 
 
②野菜栽培の指導支援  
 本年度から、特別支援学級の児童が、自
分たちの学習に活用する野菜を本格的に作
ろうということになり、ボランティアの講
師を紹介していただいた。年間を通じて、
土作りから始まり、移植、世話、収穫まで
を教えていただいている。  

時には、子どもたちがいない休業期間中
にも、自主的に来校されて、植物の世話お
よび管理もしていただいている。  

『愛荘町における学校支援の取組』    【愛荘町】



こ の よ う な 献
身的な活動に対
して、子どもた
ちは給食に招く
など、野菜栽培
以外でも深い交
流をしている。  
 また、生活科
で野菜の栽培に
取り組んでいる２年生についても、同様に
指導をしていただいている。  
 
③餅つき大会  
 近隣の老人会、本校の同窓会組織である
以文会の方々に、前日準備から当日の指導
までしていただいているのが餅つき大会で
ある。  
 ２日間で、延べ７０名以上の方に支援を
していただき、毎年盛大に開催している。
子どもたちにとっては、滅多に経験できな
い伝統的
な行事に
触れると
共に、地
域の方々
との交流
もできる
大切な行
事となっ
ている。  
 
④託児ボランティア  
 学習参観や懇談会、ＰＴＡ総会などの行
事の時、未就学児や保護者を待つ児童を託
児していただいている。保護者に安心して
学校行事に参加していただくための措置で
あるが、学校支援地域本部や町の社協に協
力をいただき、年間を通しての託児ボラン
ティアを手配していただいている。  
 毎回利用される方もおられ、特に迎えに
来られた保護者からは、いつも託児ボラン
ティアの方への感謝の言葉を伺っている。  
 
（３）愛知川小学校の事業の成果  

登下校指導や託児ボランティア、餅つき
大会など長年継続的に実施している事業に
ついては、協力していただいている支援ボ
ランティアの方も心づもりをしていてくだ
さり、とてもスムーズに運営ができている。 
 子どもたちも、毎日登下校時におられるボラン

ティアさんに親しみをもち、休まれると、「昨日は

どうしたん？」というように、挨拶をするだけで

なく、いろいろな声かけもするようになり、地域

の方々との結びつきが深まってきたと言える。 
 また、野菜栽培の指導支援や戦争体験・昔の暮

しのゲストティーチャー等においても、子どもた

ちは深い知識や経験に裏付けされた指導を受ける

ことができ、質の高い学習となっている。 
 また、学校支援ボランティアの方が多く

来校されることで、学校と地域、保護者と
の結びつきも深まってきている。  
 
（４）愛知川小学校の今後の課題  

年度当初から支援ボランティアが必要と
わかっている学習も多いが、学習を進める
中で急に必要となることがあり、それに見
合った支援ボランティアを探し出すことが
難しいこともある。内容によっては人材の
登録が少ない領域があり、今後更に多様な
領域に対して支援ボランティアを開拓して
おく必要がある。 

また、教師が支援ボランティアを活用す
るというより任せてしまって、せっかくの
支援ボランティアを十分に活かせないこと
もあった。事前の打合せの時間をしっかり
確保し、それぞれの役割分担や目的を明確
に伝える機会作りをしていくことが大切で
ある。 
 
３．愛荘町における実践の成果  
（１）ボランティアの確保に進展  
 5年間の取組で、データの蓄積と人的ネッ
トワークの広がりによりボランティアの確
保がスムーズにできるようになってきた。
 また、愛知川小学校では学校独自の人材
バンク化も進んでいる。  
 
（２）部活指導ボランティアの増加  
 懸案であった中学校の部活の指導にも、
柔道、サッカー等において定期的にボラン
ティアが指導・支援していただけるように
なり、安全面で非常に助かっている。  
 
（３）町全体で取り組む子どもの安全・安心 
 学校支援ボランティアの登下校の安全指
導に併せ、小学校の通学路に防犯ブザー「愛
ぼうくん」を50ヶ所、「子ども110番のおう
ち」を254ヶ所も設置して子どもの安全・安
心の確保に全町あげて取り組んでいる。  
 
４．愛荘町の今後の課題  
（１）ボランティアの高齢化  
 ボランティアの主力は時間的にも余裕の
あるお年寄りである。今後もその傾向は変
わらないが、人材の補充を図ると共に PTA
や大学生の若い人材の確保が必要である。  
 
（２）国・県の財政的支援を  
 今後国や県の財政支援がなくなれば事業
も消滅する可能性が十分考えられる。なく
なれば地域本部の役割をどこが担うのか。
まだまだ事業の継続が必要である。  
 
（３）教職員の意識の向上を  
 残念ながら担当学年の教師によりボラン
ティアの導入や活用に差が見られる。今後
も継続して校内の推進体制の整備と教職員
の意識の向上を図っていく必要がある。  



１【事業の概要、特色等】 

 学校支援地域本部事業を充実するには、地

域で子どもを守り育てる活動との連携が効果

的であると考え、学校支援ボランティア活動

と地域で子どもを守り育てる活動との連携を

推進している。 

 これにより、地域の人材等の教育資源の発

掘及び地域の人と教職員との相互理解の機会

づくりを進め、学校支援地域本部事業の円滑

な推進と充実を図りたいと考えている。 

（１） 放課後地域ふれあい活動 

 家庭や地域における心豊かで安定した生活

体験は、子どもが落ち着いて意欲的な学校生

活を送る基盤になると考え、甲良町内の各集

落では、地域のボランティアによる「子ども

を中心に据えた地域ふれあい活動と子どもの

居場所づくり」に取り組んでいる。 

 この活動を通じて、地域の人々の子ども理

解が進み学校支援ボランティアへの参加が増

え、相互の連携が深まることを期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔放課後地域ふれあい活動風景〕 

（２） 子どもの体験活動 

様々な体験活動を通して多くの人々とのふ

れあいを深めることを目的の一つとして、地

域教育協議会を中心に体験活動事業を実施し

ている。 

○グリーンファイターズ（自然体験活動） 

小学 4 年生対象、月 1 回、通年 

○せせらぎ探検隊（文化・科学等の体験活動） 

小学５・６年生対象、月 1 回、通年 

【甲良町学校支援地域本部】 

○ちいさい秋みつけた（秋の自然体験、異年

齢・地域の人とのふれあい） 

幼児～小学生対象、中学生はボランティア

として参加、年 1 回、 

   学校支援ボランティアと地域のボランティ

アによるおにぎり・揚げイモ、自然遊びや

読み聞かせ等のブースの設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔読み聞かせボランティアのブース〕 

＜工夫した点＞ 

○魅力ある体験活動の設定 

○新しいボランティアの発掘 

○中学生ボランティアが意欲的に活動できる

場の設定 

○ボランティアと教職員の相互理解と協力 

 

２【事業の成果】 

○地域の人々の小・中学生に対する関心が高

まり、理解が深まりつつある。 

○ボランティアの方々が活動する喜びを感じ

られ、活動へのさらなる意欲が高まってき

た。 

 

３【今後の課題】 

○新たな分野に対応できるよう、学校のニー

ズの的確な把握とボランティアとの適正な

マッチング。 

○ボランティアの高齢化への対応と新たな人

材の発掘。 

○ボランティアの受け入れ態勢の整備。 

○ボランティアが意欲的に活動できる場の創      

出。 

地域ぐるみの子どもの育成～甲良町における学校支援の取組～ 【甲良町】 



 

 

多賀町における学校支援地域本部の取組    【 多 賀 町 】    

                                            【多賀町学校支援地域本部】 
 
１【事業の概要、特色等】 

近 年 、子 ど も を 取 り 巻 く 環 境 は 核 家
族 化 や 両 親 の 共 働 き な ど に よ り 、様 々
に 変 化 し て い ま す 。ま た 、学 校 に お い
て も 教 師 の 業 務 が 多 様 化 し て お り 、教
育 に 満 足 な 時 間 が と れ な い こ と も あ
り ま す 。一 方 、地 域 に お い て は「 何 か
し た い 」と ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 場 を 求
め て お ら れ る 方 が 多 く お ら れ ま す 。そ
こ で 、学 校 の ニ ー ズ に 応 え る べ く 学 校
と 地 域 と の 連 絡・調 整 を 図 り 、地 域 の
協 力 の も と に 教 育 環 境 を 整 え る こ と
で 、教 育 が 充 実 し た も の に な れ ば と 考
え ま す 。学 校 、家 庭 、地 域 が 連 携 し て
多 賀 町 の 未 来 を 担 う 子 ど も 達 の 健 全
育 成 を 図 っ て い き た い と 思 い ま す 。  
 

① 支 援 の 対 象  
多 賀 町 の 学 校 支 援 の 対 象 は 、多 賀 中

学 校 、多 賀 小 学 校 、大 滝 小 学 校 、多 賀
幼 稚 園 、 大 滝 幼 稚 園 の ３ 校 ２ 園 で す 。
な か で も 小 学 校 か ら の 依 頼 が ほ と ん
ど で す 。  
 

② 活 動 内 容  
・ 学 校 へ の 説 明  

５ 月 に 各 小 中 学 校 で 職 員 会 議 の 時
間 を い た だ き 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア 説 明
会 」を 行 い ま し た 。前 年 度 の 学 校 ご と
の 利 用 内 容 と 人 数 の 報 告 を し ま し た 。
ま た 、４ 月 の 異 動 に よ り 、学 校 支 援 ボ
ラ ン テ ィ ア を 知 ら な い 先 生 も お ら れ
る の で 、 学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 意
味 、利 用 方 法 、ボ ラ ン テ ィ ア さ ん に 配
慮 し て い た だ く 点 な ど の 説 明 を し ま
し た 。  

 
ボ ラ ン テ ィ ア 説 明 会 の 様 子  

 
 
 
 
 
 
 
 

大 滝 小 学 校     多 賀 中 学 校  
 
・ 主 な 支 援 活 動 の 内 容  

環 境 整 備 、本 の 読 み 聞 か せ 、Ｐ Ｔ Ａ
総 会 時 等 の 子 ど も 預 か り 、プ ー ル の 監
視 、 遠 足 な ど の 校 外 活 動 の 引 率 補 助 、
ウ ォ ー ク ラ リ ー や マ ラ ソ ン 大 会 の 立
哨 な ど 、比 較 的 誰 に で も で き る 内 容 の
活 動 を お 願 い し て い ま す 。  

 
≪ 活 動 事 例 ≫  

 
小 学 校 PTA 総 会 時 の 子 ど も 預 か り  

 
 
 
 
 
 
 
 

多 賀 小 学 校  
 

ウ ォ ー ク ラ リ ー の 立 哨  
 
 
 
 
 
 
 

大 滝 小 学 校  
 

本 の 読 み 聞 か せ  
 
 
 
 
 
 
 
 

多賀小学校      大滝小学校 
 

環境整備の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 

多賀幼稚園     多賀小学校 
 

プールの監視 
 
 
 
 
 
 

 
 
多賀小学校     大滝小学校 



 

 

マラソン大会の立哨 
 
 
 
 
 
 
 
 

大滝小学校 
 

もちつき大会のお手伝い 
 
 
 
 
 
 
 
 

多賀幼稚園 
 
・ボランティア研修会 

毎 年 、学 校 か ら 依 頼 の あ る 事 業 に 関
連 付 け た 研 修 会 を 開 く 事 で 、ボ ラ ン テ
ィ ア の 質 の 向 上 と レ ベ ル ア ッ プ を 図
り ま し た 。ま た 、研 修 会 の 後 に 情 報 交
換 の 時 間 を 設 け 、ボ ラ ン テ ィ ア さ ん が
活 動 さ れ る 時 の 不 安 や 悩 み を 軽 減 し 、
ボ ラ ン テ ィ ア さ ん の 思 い や 活 動 に お
け る 問 題 点 な ど を 知 り 、配 慮 や 改 善 を
図 り ま し た 。  

 
第１回「普通救命講習Ⅲ」５月３１日（木） 

６月から始まる小学校のプール水泳の監視
に先立ち、消防署から講師に来ていただき、
心肺蘇生法（ＡＥＤの使用法含む）や止血の
方法や応急手当の方法など、実技を交えて教
えていただきました。 

 
（心肺蘇生法）   （ＡＥＤの使用法） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
第２回「ボランティアとは」９月５日（水） 

過去から現在までのボランティアの変化や
意味についてのお話をしていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 

第３回「大人のための絵本講座」11 月４日（日） 
小学校では年間を通して、本の読み聞か

せボランティアをお願いしています。本の
選び方や、読み聞かせの仕方などのお話を
していただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・広報紙の発行 

学校支援ボランティア活動を一人でも多
くの町民の方々に知ってもらうために月１
回「ボランティアだより」を作成発行しま
した。活動報告や、ボランティアの登録募
集、研修会の予告・報告などを掲載しまし
た。 
    

２【事業の成果】 
ボ ラ ン テ ィ ア さ ん の 中 に は 、こ ち ら

か ら お 願 い す る 前 に 、そ ろ そ ろ ○ ○ し
た 方 が い い と か 、今 年 は ○ ○ は 無 い の
か と 言 っ て く だ さ っ た り 、段 取 り を し
て く だ さ る 方 も あ り ま す 。ま た 、ボ ラ
ン テ ィ ア に 参 加 す る こ と が 、生 き が い
や 喜 び に な っ て い る よ う で す 。日 常 の
生 活 の 中 に ボ ラ ン テ ィ ア が 溶 け 込 み 、
子 ど も 達・学 校 の た め に「 何 か し た い 、
何 か し よ う 」と い う 思 い が 定 着 し て き
て い る と 思 わ れ ま す 。  

 
３【今後の課題】 

多 賀 町 は 県 下 で も 高 齢 化 率 の 高 い
自 治 体 で す 。学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア も
登 録 者 の 高 齢 化 に 伴 い 、活 動 で き る 方
が 限 ら れ て き て い る の が 現 状 で す 。  

新 た な 登 録 者 を 確 保 す る た め に 、今
以 上 の 広 報 活 動 が 必 要 で す 。「 ボ ラ ン
テ ィ ア を し た い け れ ど 、ど う す れ ば い
い の か 分 か ら な い 」「 ボ ラ ン テ ィ ア 活
動 を し て い る こ と を 知 ら な い 」な ど の
人 に 学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア を 知 っ て
も ら う た め 、 町 内 広 報 紙 へ の 掲 載 や 、
ボ ラ ン テ ィ ア 広 報 紙 の 作 成 、有 線 放 送
の 利 用 な ど で す 。ま た 、町 内 の 各 団 体
と の 連 携 を 深 め る と と も に 、 60 歳 代
の 定 年 退 職 後 の 体 力・時 間 の あ る 年 齢
層 や 学 生 な ど 若 い 世 代 の 確 保 も 図 る
必 要 が あ り ま す 。  

高 齢 化 に よ り 、ボ ラ ン テ ィ ア さ ん の
活 動 意 欲 が 低 下 し な い よ う 、日 常 の 生
活 の 中 で 普 通 に し て お ら れ る こ と を
普 通 に 活 か せ る よ う に 、年 齢・体 力 に
応 じ た 活 動 の 内 容 や 仕 方 を 考 え て 、学
校 に 提 案・調 整 を し て い く こ と も 必 要
で す 。  




